
分類 中期計画 領域 重点実施項目（全施設共通で大事）
実施項目

（各施設へ向けて参考(例）を提示）
３年後の到達点 2022年度 2023年度 2024年度

小学校・養成校など学校との連携
実習の充実

実習生受け入れ・育成、小学校交流、ワーク
キャンプ、養成校教員との連携

地域の子育て支援 園庭開放、講習会、体験学習、イベントの実施

ボランティアプロジェクト
地域ボランティア団体との交流、ボランティア
の園行事への参画

食育
行事食、農育（栽培・収穫）、ビュッフェ式の
配膳

内部研修 園内公開保育

外部研修 社協研修、キャリアアップ研修

キャリア形成（園長スキル育成、ミドルの活躍
の場）

メンター・メンティ 職員サポート体制、メンターとメンティの対話

第三者評価受審後の検証と改善行動 評価の活用、受審後の検討・改善報告

・園内委員会活動の問題点など整理
・委員会活動の好事例シェア
・各種係やプロジェクトの横展開

・好事例発表会

・保育士のキャリアパス（ベーシック）
完成
・事務員/栄養士/看護師のキャリアパス
制度模索
・経験年数、年齢、資格などに沿ったポ
ジションの定義を決め、現時点の自身の
位置の認識
・各施設の先行事例などを元に、色付け

保育環境
衛生推進、SDGs理解（エコ）、コーナー・
ゾーンの充実、素材の研究・収集

危機管理（リスクマネジメント）
職員の健康診断、子どもの健康診断、ヒヤリ
ハットの検証、避難訓練・緊急時避難訓練の実
施

・研修企画委員会主導による研修の実施
・システム（確かめシステムを含む）、
役割の共通認識を図る
・種の会の保育を体系化・可視化し、世
界と交流する
・既存アーカイブの整理&各園の材料集
め
・アーカイブシステム構築の構想・着手
・管理方法の検討
・サーキット本完成
・サーキット本出版に向けて始動

・システムが機能しているか検証&改善
・アーカイブシステム構築の構想・着手
・アーカイブシステムの試行
・種の会の保育を世界へ伝える
・サーキット本を使って研修
・サーキット本完成
・年次別理念研修（ジュエリー研修）&
運動会・ふれあい研修の講師をYPとの
OJT開始

・新研修システムづくりと浸透
・次年度の研修企画案の立案
・研修後アンケートの作成と開始
・運動会研修の講師をYPとのOJT開始

・22年度のアンケート結果を踏まえた、
次年度の研修企画案の立案
・アーカイブとの連動の模索
・法人内相互講師による研修企画
・年次別理念研修（ジュエリー研修）講
師をYPとのOJT開始

・23年度のアンケート結果を踏まえた、
次年度の研修企画案の立案
・アーカイブとの連携の模索
・YPとのOJTの項目が23年度より増や
す

・保育士のキャリアパス（アドバンス）
策定
・事務員／栄養士／看護師のキャリアパ
ス大枠策定模索
・キャリアパス取扱説明書の作成、説明
・保育士キャリアパスの大枠を元に、各
園各様のキャリアパスをつくる。

（新任~リーダー）
・チャレンジプログラム（主任、園長）
で細分化

→キャリアパスの付録

・策定したキャリアパスの見直し
・ヘキサゴン、処遇との連動
・事務員、栄養士のキャリアパスをそれ
ぞれの会議で検討

・キャリアパスが活用でき、ヘキサゴン
や処遇との連携している

・はっと受審
・世田谷受審

・アルテ受審
・池田すみれ受審
・なな受審

各施設職員（施設長）

ア
カ
デ
ミ
ー

&
マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト

自分を磨くための
研修の充実

花園会プロジェクト
研究研修
人事労務

社会福祉法人 種の会 中期計画（法人版）

ア
カ
デ
ミ
ー

研究研修・広報
企画（コンテンツ化）

会議等での理念ブックの読み合わせ、全職員の
年次別理念研修（ジュエリー研修）への参加

・畝の作成
・世界情勢を踏まえた保育実践（人権・
民主主義の在り方から）
・糧動画の活用の模索
・法人内コミュニケーションツールの試
行と検証

・養成校教員との連携強化

・アーカイブシステム構築
・スーパーメソッド電子ブックの制作
（ふれあいネタ・運動会の練習法など）
・サーキット本を使って研修
・アーカイブシステムの効果測定（検
証）＆改善

人事評価で人財育成
～それぞれの価値を

高め合う～

気付きや閃きをいた
だくための

法人外部評価

各施設職員・施設長
地域広報担当

（保育の可視化支援）

保育が深まる
委員会活動の強化

各施設職員
管理職プロジェクト幹事

研究研修
（創造と実践）

広報
（データ整理と検証。戦略的

配信＆循環浸透）

財務
（事務・会計・ガバナンス強

化・マニュアル化）

サーキット研究、教材研究、絵画・造形活動

・重要度が浸透している
・園内化・法人化の好事例ができている
・ライブラリーシステムが構築・運用で
きている
・サーキットコンセプトブック（電子）
ができている

・理念研修を、会長以外の者も行なうこ
とができる
・語り手を増やす
・法人内職員が講師をする研修がある
・ニーズにあった研修内容が企画されて
いる
・園独自の研修は、法人内の誰でも見る
ことができる

法人内研修
理念研修、新任研修、公開保育（ライジン、ス
ケール）、年齢別会議

スキルアップ支援（シート、面談）、目標面
談、キャリアアップ面談

利用者満足度調査の実施、施設内保育運営課題
の把握

ヘキサゴン
職員面談（自己評価・他者評価）

第三者評価受審計画
・なかはら受審
・だいな受審
・児童館・学童グループ受審

・天王寺受審
・世田谷受審
・みやざき受審
・もみの木受審

理念に基づいた教
育・保育

～関係性の再構築～
～みんなでみんなを

みる～

笑顔に満ちた
地域貢献

・理念の深堀り
・より広く広報する戦略
・保育課程(種子の冒険）創造と実践
・冒険のデジタル化（動画化）
・年カリ・月案（園長・主任との対話形
式にて作成）
・畝・術の浸透

・分かち合いの仕組みづくり
・養成校への連携強化
・子育て支援ルームへの訪問増
・一時保育受入率向上
・地域団体・施設・学校との連携強化
・動画コンテンツ紹介
・hat touchプロジェクト準備

・実習の実態や工夫を分かち合うプロ
ジェクトの始動

・実習の実態や工夫を分かち合うプロ
ジェクトの活性化
・種の会のマニュアルづくり

LLを柱とした
保育実践と研鑚

ラボ （学び⇒実践）
(研究＝予習と検証）

アーカイブ・ライブラリー
（種の会ならではの取り組みの強化）

懇談会、保育参加、保育内容の掲示

ドキュメンテーションの作成・提示、ICTによ
る保育計画案・記録の作成・保存

・畝の作成
・ECEQ受審
・学童保育の見直し
・年次別理念研修（ジュエリー研修）の
実施

・術の作成
・畝の作成
・学童保育内容の充実化
・年次別理念研修（ジュエリー研修）&
運動会・ふれあい研修の講師をYPとの
OJT開始
・アーカイブの活用の模索
・糧の動画化
・法人内コミュニケーションツールの検
討と試行

理念ブック（種・糧・畝・術）の活用と浸透

子どもの人権を尊重した教育・保育方針
（多様な体験：同年齢・異年齢Wスタンダー
ド）

子ども同士の繋がりを育む保育（乳児交流、異
年齢交流、コーナーゾーン）

保育者の関係性向上（同僚性向上） 全体会、一円会議、ケース会議、OJ T

各施設職員・施設長
研究研修

保護者対応（保護者支援）
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分類 中期計画 領域 重点実施項目（全施設共通で大事）
実施項目

（各施設へ向けて参考(例）を提示）
３年後の到達点 2022年度 2023年度 2024年度

人件費マネジメント
園ごとの人件費率マネジメント、超過勤務の質
と量

中期財政計画の策定 大規模修繕、建替え計画⇒施設ごとの積立計画

攻めの財務（各種加算や助成金等獲得のための
情報収集と申請実践）

守りの財務（適切で妥当な事業費＆事務費の目
標だて）

循環する内部統制システムの構築

会計事務の再構築とマニュアル化

やりがい＆幸福度増のための働き方改革

会計システムでのデータ作成⇒総合振込デー
タ・経営分析資料等、会計事務の再構築⇒月次
発生主義・証憑のデータ化等

休憩時間・事務時間の確保、ノンコンタクトタ
イムの実施、時間外労働の管理、有給休暇の取
得

加算や補助金申請漏れをなくす、民間助成金の
活用（共同募金、日本財団、企業等）、新規事
業の開拓

見積り合わせの徹底⇒良い品をより安く、不正
リスクの軽減、ICT化による事務の効率化

計画⇒実施⇒監査⇒対応⇒計画‥

１法人他施設を活かした採用活動
・ミスマッチのない採用
・実態に即した求人・採用活動

・「選ばれる園づくり」の意識統一
・地域（保護者）との連携強化
・子育てサークルとの連携
・各施設、専門機関との連携
・子ども中心の街づくり
・保育園やこども園との一貫した理念・
取り組みの発信

・世田谷・アルテのこども園化準備
・池田すみれ10名定員減
・池田すみれ園名変更
・関東事務局強化
・地域ニーズの確認と連携強化
・神戸モデル確立に向けたマニュアルづ
くり

・世田谷・アルテのこども園化
・天王寺・みやざきのこども園化準備
・みやざき園名変更
・理念に沿った活動マニュアルの実施

・天王寺・みやざきのこども園化
・マニュアルの検証、改善、実施
・社会へ発信していき、ブランディング
化目指す

・大規模改修費、建替え費用を確保しつ
つ、職員の処遇をアップし、人材確保、
定着にもつながるような人事労務管理シ
ステムを財務面から支えている。 ・園ご
との必要積立額が明確になっており、そ
れに基づき積立金を積立てることができ
ている。 ・各園が申請可能な補助金等を
把握できており、補助金獲得と並行して
事業や施設整備を実施することを心がけ
ている。 ・新規収益事業を実施してい
る。 ・循環する内部統制の仕組みができ
ている。 ・間違いや不正が起こりにく
く、かつ、効率的な事務ができている。

・人件費調査（こども１人あたり、職員
平均年齢、平均給与）⇒各園ごとの目標
人件費率設定
・加算、補助金、民間助成金調査 ⇒
分析、情報共有
・事業費・事務費分析＆情報共有 ⇒
財務会議
・サマリーレポート指摘事項への対応を
事務員会議で共有
・会計システム（基本操作、月次発生主
義、支払データ作成）、マニュアル（現
金取り扱い≪改訂版≫、固定資産管
理）、証憑のデータ化検討
・園ごとの修繕、建替え計画作成
・中期財政計画作成

・当初予算と目標人件費率分析（こども
１人あたり、職員平均年齢、平均給与）
【担当： 】
・加算、補助金、民間助成金調査 ⇒
分析、情報共有【担当： 、 】
・事業費・事務費の改善策検討 ⇒ 財
務会議【 】
・監査指摘事項に対する対応状況確認
⇒ 会計監査、内部監査【 】
・会計システム（事務省力化のための方
法）、マニュアル（会計処理マニュア
ル）【 、 】
・証憑のデータ化検討システム決定＆運
用【 】
・中期財政計画進捗度検証
・園ごとの修繕、建替え計画作成【

】

※ はコンサルタントとして関与

・決算額と目標人件費率分析、人件費マ
ネジメントの評価、目標人件費見直し
・加算、補助金、民間助成金調査 ⇒
分析、情報共有
・事業費・事務費の改善状況分析 ⇒
財務会議
・監査指摘事項に対する対応状況確認
⇒ 振り返り、次年度計画への反映
・マニュアル冊子化（会計システム、事
務）、改正電子帳簿保存法に対応した証
憑管理システム完成
・中期財政計画進捗度検証 ⇒ 見直
し、改善策

データを活用した人事労務で業務改善

採用活動強化
人財定着のための方策
勧告力

就職web説明会の実施、養成校教員との連携
・「リク部」（法人全体での採用活動を
統率するチーム）の創設、試行
・就職WEB説明会の試行

・「リク部」と各施設採用担当者の連動
・就職WEB説明会の改善・実施
・目標：採用コストゼロ

・「リク部」と各施設採用担当者の連動
・「リク部」の活動内容の再検討
・就職WEB説明会の改善・実施
・子どもの就園状況（人口減）に応じた
採用計画の見直し

広報強化人口動態の把握と園児獲得

こども園化
学童・神戸モデルの確立 行政・議員等へのアプローチ強化

学童・神戸モデルの確立
保育園こども園と学童の一貫した理念・取り組
みの発信定員構成検証

子育て支援制度メニューの理解と活用と構築

・アンケートや実状に応じた調査を行っ
た上で、時間を確保できる仕組みづくり
の明確化
・適切な時間外労働の運用
・管理職有休年間１５日以上消化
・有休に関する満足度100％の維持

・各施設でクラスごとに休憩時間、事務
時間も含めたの時間のまわし方のシュミ
レーション、スケジュールづくり
・職員アンケートによる現状把握
・各施設、個人の目標設定
・有休に対応できる人員配置

・職員アンケート前年度職員アンケート
回答による現状再分析と対策を各施設検
討し、全施設で共有
・トップマネジメント
・職員へのマネジメント（時間管理の仕
方など）
・人事データベース分析活用
・WAMの退職共済公費助成撤廃
・はぐくみへ1本化可動へ

・分析結果からの対策検討
・目標：６・２・１
・有休発生数に対し９０％消化
・年２回取得状況を各施設へ共有
・人事システム導入による管理と分析
・アンケートの実施職員アンケートによる満足度調査

マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト

継続経営のための
安定した財務基盤

モチベーションとパ
フォーマンス

向上のための人事・
労務

地域社会ニーズに基
づく

運営基盤の強化
～人気と活気ある園

づくり～

財務

人事労務

施設長・人事労務・広報

施設長・広報

施設長・理事長
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分類 大項目 重点項目（全園＋園独自）

保 育 環境

委員会活動の強化

ア

力
フ―

ミ
I 

保
爾
＆ 
教

爾 危機雪還
の
質
の

占

ラ
ス

ポ
ケー

（霙
ル
践(＝

ff
学

filli
)び） （ 研究＝ふり かえり ）

LLを柱とした
保育実践と研鑽

ライプラリー （デ ー タベー ス・フ ァイリン グ）

内部研修

ア

力
フ―

ミ
I 
＆ 

研修の充実
外部研修

I 
ジ
メ

法人内 研 修

実施項目（各園）

のェ在コ暉：管や還り っ(tt阪組vill1み

づ1!!1
く
•

り
需）駄

な印刷改 1!!1・ 整踵整頓 ・編品

厄改橿定詈へ至理を
ら綜せlllく各

ll
種
さ
マ

せ
ニ

る

ュア ルの浸透 を検証

置庭環叩泣・ミニ園庭を充実さ せる

ロケーションシス テム による 環虜整嗣

幼 児コー ナー ゾーン の 環境 改 琶

乳 児コー ナー ゾーン の 環境 改 琶

①窃
函④

羅
身

員と
と
体

の
測
勧切健

定

康麟
麟
診顧匹

匹 （
（
耳隙鼻

靱科・翻・翻・靱尿）） 

厄損詈理 のマニュアル の 浸透 と検 証 、 改定へ至らせ霞環させ
る

定晒避難訓鰊・緊急時避饉訓練の 実魔・鋼冨品 の 充霙

ヒ ヤリハ ッ ト の 検 証／発 生通知 の 分Iii

乳 児サー キ ッ ト検 証 改 琶
る

／」貪
保 育

育
実

研究践繍（ や文
応

り舅きる ）／ソニー 財
lill「科学する 心 を 育て

絵圃活 動 (三原色） の 充霙

糧 子 の ·険（活用と更斬）

ハタチブロジェク ト

園 内公闘 保 育 ・
保 育 者交損

一約円
）

会議（エピソー ド・ コン セブ トプ ック・ 子 と もの 権利条

社協研鰺
・私 保 運研修・経営協研修・ キャリアア ッブ研 修

他園 見 学・ キ ッ ズいわ き 研鑢

ライジン （公闘 保 育）

斬森任研研 ・鰺貪育
・ 合

ブ同ロ
会
ジ
議
ェ

・年 齢・別
保

会
健
議
ブロ

・ g ら め き 研・ 久 保 研 •藤
ク ト ェク ト

時期・国＇所）

随時

上半期 か ら

5月 か ら ●手

毎月15日

必 要 に応じて随時

必 要に応じて随時

0®6夏領
④

月季
毎

・
・

月

季
1冬1 季 月

上半期●手

毎月

毎月／毎月

随／随阿／随時

随阿

6月・11 月

随時

随時

毎月

随時

随阿

6月・11 月

随阿

実施回数 担当者 確認事項

12 回 ー•一 改 琶 記 録

随誇 ー•一 す改べ て四のマ ・面ー用ュア畑ル

随誇 一 薗庭雹真・改琶 記 録

年 1211!1 ―•一
ロケ ー

構シ秦ョ
記
ン

録

シス テム

随誇 ー•一 ゾーン会 朧塵専 録

スケー ル議専

随誇 —·— スケー ル議事 録 ・ 改1!!1記 録

＄ 1 回窓4回
1 回 2 回 一 健康記録

11:1以上 一 改定記録

12 回 一
避難謁嗣緯菖実品施リ振ス

り
ト
還り

月1 a／月111!1 一4■,
ヒ ヤ 発

リ生ハ通 ッ知ト 纂記
計

録／

縞動文置
と

比

プ
：研

レ
究ゼ記 ン

録
資料

／／ 
ーー·■■•

•
4

•
•■/ 61:1/61:1／随誇 ソニー 資料稿(20

）
23f漬投

10回 ―•一 種 子 の ·験

5項目以上 ―•一 種 子 の ·験

1a 一 アン ケー ト交流記 録

31!!1 一 ML•記録 ・動璽

1 人 1 a程度 一 霙記 録

1人 1 a以上 一 研修記 録・ 全体報告

随誇 一 研記 録・ 全体轍告

2 a 一 ライジン・ スケー ル議事 録

随誇 ． 研 修報告・ 会議朧専 録

-14-

途（半中
年

経後過
） 

今ょ
年
う

度
に

よ
した

り光。 然襲紙費や（前切 年
れ

度蟻比
の

）利用
を会議に記 入 する

含澁
に つい ていろ い

している

マニュア ル を見返し 、
新いA （昨 年 度 作 ったと嘉の を続 み 合わせで き卒る よ
園ア

う
ル

に
バ

した
ム
．

作
乳 児の 部

マ
ル
ニ

を
新ュアルを整え、 り のマニュア

たに作 成予定で あ
る 。

全体会 にて報告 し ている園庭トイレ 、 ミニ園庭
のサン ル ー フを改 1!!1予定 である ．

懇
て
談収会納 の遭所B にロフ トの 整理を行な い、用途 によっ

を分けた簡攣 な ロケーション を作賊
予定で あ る ．

週に21:1以上 、 幼児環境を整える特11l1をと ってい
る0

スケー ル に 向けての環境 改 琶点 を 、乳 児会議C瀑
に

面
発

に

信つ して いる （多様性 、 興 年 齢に合 わせ た 壁
いてな と 。 ）

計圏 に添って実施出平だ

緊
こ急と

跨
が

訓出繰来C
て
瀑

い
印る ．

全体会 の ときに 、 BCPを伝える

避ll鰊、 緊急聘馴緯はスケ ジ ュー ル通り 行な っ
ている ．

ヒャリハ ッ トは
マ

に

振
悶ッ 知

りト
返

に

して

り
し、
に

共有慮全
面
体
し

会
て

を●
で

い

き出
る

込た
み

／ヒ
で

ヤ発生
き

リ
る

通よ う な フ
を瓢ォ

員
ー

ハ ッ ト
知 を 毎月 纂計 しメ ー ル で

発信している．

今まで のサ 召ツ匡ト構
し

成
、
寅を元駅 に

に
、
霙践
1 期

し～て
5期話サー キ ッ ト え いる

で
た

あ／る ． 縞／文貪
を育究め

て
を元墨に出 ク ッ キン グを 行な っ

ま と し た

雫
L

色わ
に

り

つ
や
い

す

て
い

と
の のか よ

話

う

し
に

合
ま

い

と
、

め
絵

て置いのく様 の
子

m
を雹

m真
に収め て ま と め てい る 段階であ る ．

動圏等 を取り入れてい くこ と がで きnぱ と 考 えて
いる が まだ ●手でき てい屈1.

今
に
郵送

と 行な っていな か った昨年度分も含め て轡
をした

乳 児・ 幼児で勤続年ラ数
ス

が
のサ

少 なプ い
と
瓢員 翌代器ク

ラス に入った ク して て つ
たので 、 次は主とし て経験で きる よ う に考 えてい

きだい、＇

ヽ 回
があ

行な

る の
ったか。検討毎9

し
弓 は行なえていな い． 毎月 の 必

し たい。

;
、

ヤリア アッブ 研鰭対象者(4名） 研修受講
中及

一部修了 した．

案
み 、

内

研
が

修
き た

を
特

受講
に 随

し
嗚て紹い

介
る

し、 必 要に応じて申い8

7月 に幼児のスケ ー ル を 行な った．

各研修 、 滞りな く鬱mで きてい る
。三権人 の 研鑢

は、 参加メン バーを もっと 考慮 していく．

結果(2月記入）

襲

の
に

が

で

し
必

た
3

要

月
鋼

な

に

い

品
も
の
●

う
類111l
一
度はは轡な整るに

理
整
し

還
て

＜裏
ロ
し

ケ
撮だ

を

が
利

、
用物

が
す 増る よう

ーションを見
えた

匡
す．

調が乳あやっ午
た
糎

の
な

で改
と の訂乳

し
児

だ。
マニュア ル を 、 一部変更点

る
＝

面一園鼈庭
で

の、3
サ

月
ン 中フ

に

ー

は
ル 工は事

滋
に

見
取

積
り

も
か

りを取ってい

かれ るよ う に

し たい．

綺
多

麗
くな

に保

る

てて
思

い

う の
る

で
と
綺

思腱うが
に

、
保

発
て
表

る

会等行事で物が
と ようにして繕持

し てい く。

週 にa1以上 の 環境を整える 予定だが 、 行専等で

な か な かで きな かつ だ

縫溢 多櫂
を

性
し

の
て

話随や時クロー バー デイの壁面 な と
の 話 い 改 琶で きだ。

●護師 の 相談会 と しては実施でき な かった

緊急聘腿繰dおはこPを 伝えて いる

避難訓緯 、 緊急聘腹練はスケ ジ ュール 通り 行なえ
ている ．

今B
行

年R
な

度
の
っ

の

た
ヒ

ヒ
ヤ／

ヤ
リハ纂

リハ

計
ッ

を

ッ
ト は
し

ト
全

マ

て、
体

ッ
会

ブ
そでの

も
完毎都

成
月

度
読

、

し

月み傾知合同わ
も

し
せ

だ

発
．

信
を

して胃発を強め てい る ．

狐 と で のサー キ
と
ッ
が

トが
で き た

ース ／(夏1~
の
2お歳 泊児

り
の

保

6

育
期

を作 成す る こ

ク
を提ッ キ出

け て
ン

し、

今グ
年

霙を勤行
も鵠

な賞
文

受
う

研
賞こ

．

究と
内

がで
容を

き
踏

だ。
ま／えて

ソ
やニー

り繍き文る

昨
し

年
て

度
も

に

ら
文璽で 各 クラ 翌渭鰐房器？翡ってい たので

せた雹真を よ り分か り や す く ま とめ た．

更に●手する こ とがで きな か つ だため 、 活用万
法を 考えだ 。

返信が 4人程しか返 ってきてい ない．

行事 やク ラス 活動の兼ね合 いで後判a 保 育 者交換
できていない．

3月に行な う 予定 ．

該だ
当
り 、

の 保現在育 受 士講が 、中1~ 
て

2項

、 終
目で了受

に
講向 か

し、
っ

終了 を し
もい て いる

鰺の
キ

記実
ッ
ズ録
幼
いを権

園
提わ の

き出 の
制し

研
、

作

鰺
保展

、

は
育
、

事
にZ活例OOMか 発せ表 る

に

で

参
よ

の

加
う

参

に
し

加
た

し
を

だ
し

。、 木
研

12 月 に乳児のス ケール を 行な っだ．

そ の 郡度 参加し 、 保 育の学びを高 め る こ とがで き
だ．

ふ(2
り月か記え入り

） 

ロケーショ届后 組むこ 襲とが紙取
は恵り識組めで

な

き
か
てい

った
た・ 年

度
に末
思ま

う 。

で に な う 。 よ う

マニ
ュア ルをい く つ か 改訂するこ とがで きた．

金か額道がめ大る

きい

と が
こ出 と 来な の

な

でイ メー ジ が 持 てす な か な

こ か っ た もう 少 し員体的な

話
があ
を遣

る

め
と

思ていけるよ う に叢初に計11を立 てる 必要
った ．

発表会で大遍具 が
に各

0フ担 ト にIiiきっばな し にな って
しまわ な いよう 任に声を かけ

と
る

が
．
で

簡単な ロ
ケーションシス テム を作 成す る こ きた．

年 間通 しても、半分くら い しかで きな か った

より 良 くしてい けるよう に、
来

年 度 も乳 児各 クラ

題ス の
を

振挙げ
り返

る

り や
と
乳

が で
児会
き
議

る よ
で 項目 を作 り 、 雛で も朧

こ う にし ても良 いと 感じ
た。

計111 しだ健診は予定通り実施で き た。

引き続き、 緊急的釧練で 改チ を伝えだ．

スケ ジ ュ ール 通 り行な うこ とがで きた．

まだ
縫

改
ぐ。
琶 ／で

発きて生 い
通知

な い
● は

と
、

こ
予
ろ定もあ通 る ．

来
計
年

し
度フ

に引
き り

纂 ァイ
リング してい る ．

1 歳
期
児中

の
のサ0

歳

ー キ
児サ

ッ
ー

トの
キ
ベース を さ ら

し
に
た

作。 咸／縞し、 文移
研行 ッ トも作成

究
と

内

が
容

で
を

き
踏

た．
まえ／て

ソ
やニー

り

鵠
き 文る ク

を
圏ッ キ出 ン

し、
グを霙行動賞な

受
うこ

賞
．

各

な

と
ク

の
く

人
雹

ラスが
真

の見
付

3際色の遺め方 に�\ て話 し合 っ た。
て

きで
も分

活

か
動 の

り様や
子

す いよう に 、 文糧 子 の 益を ま とめ 、
に入れ ている 。 しか し、 乳 児のみ の記録 と な っ

た。

手に取り や iビ ょ う にする にはと うし たら よ い か
を考 え、 識 対する アン ケー ト等を 霙 施 してい

＜． 

2が年3分
人

で
メ

50人ほと郵送しだが 、 ライン で の返信
ール1 人 しか こない ．

な

か
が

か

、
っ

な

た
主

。か
と
サ

保

し

育
プ
て

者

活

と
交横 の 日 を設

に

け

入

る

る

こ と がが
を

で
で

経験
き

き
な

た
で動

して

し
は
て

保

い

育
な い の で 、

こ
主

と
き

る ，，が 良 か
お
い

った
纂

な

．

か
ま

遅
り

った
な

の

で

と
ク
経

が
験反
ラス
で省

点
に

き
入

だ
て

る

い
っ

こと が 多
か った

ら れ
ので

て
な か っ た

伝 え っ た

コン
り返

セブ
る

犠ト猛ク を主に続み合 わ せ自身の保 育 を

振 拷 てた．

受講しだ内容 の 編環浸透が 少な かった．

喪 、
す

し
会
だ

る

議
こ

こ
の

と

と
特

が

を

叩
で

に轍
き

畜
記
告

た．

録

を

を

し
各

た
自

り 、
が記

保

録

育に
する瞑だ

り入
けで

れ
たり

1 月 に幼 児の 園内ス ケー ル を 行な った．

確年 間
な

通捻出 して

に
参

は
m

気
で
が 回

き た。 しか し参加メン バー の 的
ってい な か っ た

次年(度3月の記瞑入り）組み

問代な と は毎月 発
い
信

の か
を

な

し だ
と

万思が
う
し。 ＼いが 、 会議は

し な くてもい

環
が

境
必

を

要
整

で

え
あ

る

る
仕。組 み や 優先順位 を 上げられ る 恵蜃

次年度は早い段階で雪還瓢と 話 して遣め てい くと
焦らす計圃的にできる ．

行 事 な

少

と の
し

BO
すつ

X整の還中
し
身

て

ま
い

で

く
は

．
整理きてい ない

ので 、

環
が

境
必
を

要
整

で
えあ る

る
仕組 み や 優先順位を上げられ る 恵蜃

毎の各クラス の振り還りや2ヶ月に一 度 の乳児
会で 随特話

保 育
し合室

の
い 、改ス琶ケや

ー
質ル

の
に向

向
上けに

て虜を醗
る と

共に 、 努め て
る よ う にする

耳査
祠
鼻

す限
科る

さ
検
れ

が
診

、
た

1l!J他
．

、園オ

と置
ー

な

ジオ

る
メ

こ
ー

と
タ

が 多
ー

を
く、
使僭っ

用
て疇

期
力
間

検
が

員体的な 計圃 、 鵬入 が 必要であ る ．

引き統き、スケ ジ ュー ルを作成 して行ない たい。

改
いリ。

琶
ハ／
で

ッ 発
き
ト

て

は生
い来

通

知年
な

度
の

い

分

と
も全Iii
こ

体はろ問会
は引

で＂続な
き縫

み

く
合

ぐ

1年
。わ

を

せ
8

通

てn
し

の
い

て
き

ヒ

纂
ヤ

だ

計す る こ と がで き た

ペ
良
もの

ー

い
様
ス

と
子思

を 考
に

う

え
合。

る

わ
／

せ
こ

来 て
と

年

が
サ

度

で
ー

は

き
キ

よ

だ
ッ

り

の
ト

研

で
を

究

、

少
内

次
し

容

年
組

に

度
み基

は
か づ

子

え
い

と
て

て

行
栄

て
養

、

なえ
士

これ

る
も

よ
参

か
m

う

ら の

に

す
ク
る

保

．
育

ッ キ／ 
に

評
活

ン
価

か

グ前
い

し

た
の

て

事
だ
い

前い
く。

の
だ

話

こ
し 合 いに
とを含め

て、

乳険
児
に
ク

入れ
ラス

てのいみる の
雹 真

で
付

、 次
きの

年
活

度
動

は
の

幼
様

児
子

ク ラ
を糧

ス の
子 の

分
·

を

記 録 した，，t:J'良い と
思

う 。

活 して いく方法を 考 えてい くこ とがで きればと
考 える

返選がほと ん
う

と
が

選
い い

って． きていない の で 、 送り万を検討したほ

苦手 の 躙員 が経験で きる と 良い と
思

う。

一円会議 と い う 形はな くして も良い ので はな い
か ．

引きg き受還講
元 で

して
き

い き、 霞環浸透 の方法を工夫
し、 に る ようにする ．

も品: ＜ の
活
瓢

か
員

す
初しと員啄

がで
を もって 、 積極的に受講で

に きるよ う にし てい く．

ス
ケ

ケ
で

ケ

、

ー
ー

ー

ル
ル縫

後
ル

級で

前の頂

し

園
い

て

に園

来
内

だ
年

内

スこケ憲

度

ス ケ
見ー

も

ル
欧

ー

を活

ル
は

り

初
か

入

を

め

れ

行

す

な

て

た
こ
行

い
と

って
な

が
と

い

で思
った

る

き
う

が
。
た

．

、
ス
の

ス

計圏的な 参m メン バー の 捻出 と 学びの 好鑓環密図
る0





分類 大項目 重点項目（全園） 実施項目（各園） 時期・(場所) 実施回数 担当者 確認事項
途中経過

（半年後）
結果

（2月記入）
ふりかえり

（2月記入）
次年度の取り組み

（3月記入）

理念研修(マネジメントブック・コンセプト
ブック）

乳幼児会議
全体会議

年間12回
乳幼児会議議事録
全体会議議事録

全体会で必ず一読し周知している。引き続き行
なっていく。

毎月の全体会で糧や種を音読し学び合った。 その月に注力したい項目を選び学びを深めた。 次年度も会議で音読し学びを深めていく。

①乳児会議②幼児会議 毎月 ①②月１回以上
①
②

乳幼児会議議事録

①月に１回は会議を開催している。行事前で忙
しい際は月１回行なえていない現状。ピンポン
パンデー開催日は振り返り会議をしている。
②行事や決めごとがある際に開催するようにし
ている。人数が揃わない時もあるのでその時は
各クラス伝達し全体周知するようにしている。

①行事前などで毎月開催が難しいときは全体会
議で伝えて共有した。
②会議以外でも日々大切な事や連絡事項はその
都度共有できるようにした。

①毎月の開催は難しかったが共有しておきたい
ことは全体会議で話し周知できた。
②開催できないこともあったが必要事項を伝え
合うことで漏れがなく共有できたと思う。

①来年度も月１回は乳児会議を行なっていくこ
とができるように計画を立てていきたい。
②月１回の頻度が理想だが必要に応じた伝達と
会議前の意思統一は続けていきたい。

月案会議 毎月 月１回 月案会議議事録
4月から取り組んでいたが途中から開催できて
いない。

月案会議とは銘打っていないがどのようにクラ
ス運営をしているかは口頭で聞くようにした。

銘打っての開催まではたどり着かなかったがク
ラスの運営状況は常に共有することができた。

来年度は時間を設けて計画的に取り組めるよう
にする。

①グループ討議（全体会・乳幼児会議）
②乳幼児担任交換

随時 随時
①
②

全体会議議事録

①全体会の際に開催している。②６・７月に開
催。（新人は８月）全員２回ずつ行なえるよう
に組んだが、体調不良や活動によって出来ない
日もあった。終了後は振り返りを提出した。

①全体会の日には概ね開催することができた。
②後半は行なっていない。

①問題なく開催することができた。
②計画していた予定全てを実施することができ
なかったので、後半にも実施しても良かったか
もしれない。

①次年度も全体会開催時には行なえるように計
画していく。
②引き続き、乳幼児で保育者交換を行なえる日
があれば良いと思う。どんな姿が見たいか等の
意見交換もあっても良いと思う。（制作が見た
い等）

組織作りの再構築（年次に応じたグループ
ワーク）

随時 随時 ・ 会議議事録
今の所実施できていないのが現状である。今年
度中に１回は実施したい。

グループワークの際に年次を合わせて取り組む
機会を設けた。

混合グループのワークは十分に開催することが
できたのでもう少しバランスを考えるべきだっ
た。

年次グループと混合グループでの開催のバラン
スを考え開催するようにする。

保護者対応（保護者支援）
①全体懇談会・クラス懇談会
②クラス親睦会
③保育参加（振り返り）

①４月
②随時

③10・11月

①②年１回
③不定期

①
②
③

案内・記録

①４月に開催。クラス毎に説明を行なった。
②現在、開催しているクラスはない。
③10月乳児クラスが終了し幼児クラスがス
タートしている。乳児の提出率は高くはないが
様々な意見をもらっている。

①４月に開催。クラス毎に説明を行なった。
②開催したクラスはない。
③全員が提出して頂くことはできなかったが
様々な意見、感想があった。

①クラス毎に行なうことで重点ポイントを伝え
ることができた。
②開催するクラスはなかったが、各クラス毎に
仲間ができた保護者もいた。
③振り返りの記入を保護者任せにするのか、必
ず書いてもらうのかを決め、各担任の伝え方を
統一した方が良いと思う。

①次年度もクラス毎に行なう予定。
②保護者同士の繋がりがもてるようなイベント
を考えていく。
③感想の用紙をもう少し少なくする。

実習生受け入れ 随時 年２０名程度 マニュアル
現在7名の受け入れが終わり今年度は追加が無
い限り終了予定である。

予定している学生は全て実習を無事に終えるこ
とができた。

前半に実習生の受け入れが集中していて後半は
受け入れはなかったが、予定通りに終えること
ができた。

次年度も積極的に実習受け入れを行なってい
く。

交流会（①小学校・②中学校）保幼小連携
会議

不定期 ①4回②数回 振り返り
11月後半に5歳児の小学校交流を予定してい
る。

①１１月に福住小学校１年生と交流（５歳児）
②１２月に上野中学校２年生と交流（４歳児）

短い時間だが、子ども達に合った内容や季節を
感じられる物ばかりでとても楽しむ様子があっ
た。交流があることで小学校のイメージや年上
の人との関りを経験できたと思う。

３月は、摩耶小学校との交流もすることができ
た。次年度もできるだけ開催して子ども達同士
の関わりを深めていきたい。

養成校ボランティア受け入れ 随時 随時 マニュアル
トライやるに参加した卒園児（中学生）が来て
いるが、学生ボランティアはなし。

学生ボランティアの応募なし。
学生ボランティアの応募がなかったので、大学
等にアプローチを入れても良いと感じた。

養成校に向けてボランティア募集の案内を作
成・配布していきたい。

お話ポケット（地域の方読み聞かせを乳幼
児で実施）

４月～１２月（予定） 年１０回 振り返り
2歳児から5歳児クラスで月に1回実施してい
る。

各クラスに入ってもらい、２～３冊の絵本の読
み聞かせを見る。

行事前や感染症が流行ったときには中止にする
等対策をした。

保育者以外の方に絵本を読んでもらえる楽しさ
を感じたり地域貢献も踏まえ行なっていけるよ
うに計画を立てる。

（園内）①なかはらあそびの広場（前年度
の回数を増やす）

②園庭開放

①通年
②随時（木曜日省く）

①年６回以上
②随時

① ・
②

①振り返り
②記録

①あそびの広場は、1２月に3回目を行なう。
年齢に合わせてあそびを考えている。
②上半期利用者は6組。

①参加人数が増えず、開催を見送った。参加予
定にしていた方にはクラスに入ってもらい、保
育体験を行なった。
②下半期利用者は4組。

①前半は子どもの年齢に合わせたあそびができ
た。後半2回は、他の地域の集まり開催人数に
達さなかった為中止となった。
②年々利用者が減ってきているように思う。

①他の地域のあそびと被らないよう日程を考慮
し年間計画を立てる。
②掲示板だけでなくインスタやHPでも積極的
に園庭開放を実施していることをアピールす
る。

（園外）①地域福祉センターでの出前保育
②デイサービス交流
③原田児童館の学童との交流

①12月
②7月、12月

③随時

①１回
②２回
③随時

① ・
②

③ ・

①記録
②③振り返り

①12月に地域福祉センターを訪問し手あそび
や制作を行なう予定。
②感染症の流行が収束していない為実施してい
ない。
③ 現状実施できていない。

①12月に福祉センターで手あそびや制作を行
なった。月齢の低い子どもが多かったが保育者
と楽しむ事ができていた。
②感染症の流行が収束していない為実施してい
ない。
③現状実施できていない。

①出前保育では子ども達が楽しむあそびをでき
た。ベビーキャラバンは事前に年齢などがわか
ると、より楽しめる手あそび等ができたと感じ
る。
②感染症の流行が収束していない為実施してい
ない。
③現状実施できていない。

①今年度同様、事前に余裕を持って準備をして
参加する。
②感染症が収束し行なえそうであれば行ないた
い。
③今後は、原田児童館と交流に向けて話し合
い、実施していく方向で進めていく。

栄養士と保育教諭の連携を密とした食育計
画の充実

通年 年７～８回 ・ 計画案
食育で世界の料理を栄養士と保育教諭で6月～
10月で4回実施した。

食育で世界の料理を栄養士と保育教諭で11月
に1回実施した。1歳児でりんご・ピーマンの
食育、2歳児で玉葱の皮むき、レモンみかんり
んごの食育を行なった。

今年度は、世界の料理の食育を保育士の担当を
決めて行なった。事前に担当を決めていること
でスムーズに事前の話し合いや連携が取れたの
で良かった。また乳児でも見る・触る・食べる
といった様々な食育ができた。

調理室の人員不足などで今年度は食育計画通り
に進めなかった部分があるため、来年度は出来
る限り計画に沿って保育士と連携して進めてい
きたい。

行事食の充実、各クラスでの食材の紹介、
なかよし鍋、
食事マナー（食べる姿勢・正しい食器の位
置・お箸の持ち方を年長児と）

通年 随時 会議議事録
行事食（夏至、七夕）を提供した。食事のマ
ナーでは4歳児にお箸指導を行なった。今後は
もちつきやなかよし鍋を行なう予定。

行事食は冬至（かぼちゃ料理、七草がゆ、恵方
巻）を提供した。もちつきも実施ができた。献
立や食材の話は各クラスで担任から行なった。

行事食は計画通り実施できたが、食事のマナー
は4歳児で2回と継続的に実施ができなかっ
た。なかよし鍋は各クラスでカットした具材を
使用して食した。

行事食やなかよし鍋は引き続き実施し、食事の
マナー（主に箸指導）などは1～2回ではなく
1年を通して継続的に実施していきたい。

クッキング（栽培からのクッキングや食材
の皮むき、旬の食材を使用）
５歳児やりきるクッキング、野菜の栽培や
収穫、新メニューの開発

通年
各クラス

年３～５回
２～５歳児

・
計画案

やりきるクッキングはお泊まり保育まで月に1
回は全員が出来るように設定した。繰り返し行
なうことで子ども達だけで出来るようになっ
た。この経験を活かして別のクッキングも計画
していく。

2歳では発表会にちなんだ果物を使用して食育
を行なったり、4歳ではきゅうりの栽培、塩昆
布和えのクッキング、人参の皮むきを行なっ
た。なかよし鍋も実施。

食材に触れたり調理する機会を受けることがで
きたが、栽培していたきゅうりは実らず、収穫
して食べるまでには至らなかった。新メニュー
も職員からアイデアを募り、取り入れた。

調理器具や食材に触れる経験を積み重ねられる
ように計画的に各クラス実行していく。

保育環境
①乳幼児のコーナー、ゾーンの整頓・整備
②手作りおもちゃの充実

随時 随時
① ・

②
乳幼児会議議事録

①活動や月案に応じて乳幼児クラス共にその都
度整備整頓を行なっている。②各クラスで作成
し写真を撮るようにお願いしている。

①子どもの様子を見たり状況に応じてコーナー
を変更している。
②引き続き作成したものをクラスで写真を撮っ
てもらうように依頼している。

①例年ほとんど変更する点が無く、子ども達も
落ち着いてあそぶ姿がある。玩具の破損や家具
が劣化しているところもあるので点検しその都
度購入していく。
②作成したものが少なく次年度も引き続き作品
の写真を撮影する。

①コーナーの見直しや玩具の購入などは定期的
に実施し変更していく。
②今年度に引き続き各クラスで作品の写真を撮
影することができるように声掛けを行なってい
く。

2023年度 なかはらこども園 事業報告

小学校・養成校など学校との連携

地域の子育て支援

理念に基づいた
教育・保育

教育・保育方針
(同年齢の活動・異年齢の活動Ｗスタンダー
ド）

ボランティアプロジェクト
（対外、対内、両方とも含む）

食育

保育者の関係性向上（同僚性向上）

委員会活動の強化

ア
カ
デ
ミ
ー
（

保
育
&
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地域貢献
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分類 大項目 重点項目（全園） 実施項目（各園） 時期・(場所) 実施回数 担当者 確認事項
途中経過

（半年後）
結果

（2月記入）
ふりかえり

（2月記入）
次年度の取り組み

（3月記入）

①子どもの検診（内科健診、歯科検診、眼
科健診、耳鼻科健診）視力・聴力検査
②職員の健康診断（予防接種・定期健診・
生活習慣病予防検診）

乳がん・子宮がん検診（自己負担）

①５月、6月、
1０、11月

②１０、１１、１２月

①内科2回、他1回
（対象児もあり）

②年1回

① （ ）
②

①健康記録
②健診記録

①嘱託医に連絡を取りながら検診の日程を組
み、予定通り実施出来ている
②計画通り１０・１１・１２月実施中。

①計画通り実施できたが、内科検診日と幼児の
行事が重なってしまった。健診結果記入表を今
年度新しくしたので切り替えていく。
②予防接種、健康診断共に予定通り開催するこ
とができた。

①嘱託医との日程調整を早めに行なったが、確
定までに時間がかかった日もあった。オージオ
メーターの予約はもっと早くしておくべきだっ
た。
②インフルエンザの予防接種は集団接種でス
ムーズに執り行なうことができた。

①看護師と相談しながら早めに嘱託医の予定を
聞いて健診日を決められるようにしていく。
②来年度も予防接種は接種時期を相談し実施日
を決定し、健診は同時期に開催できるように計
画する。

①避難訓練（火災・地震・水害・不審者・
小学校避難・消火訓練）
②ＡＥＤ・アナフィラキシー対応・熱性け
いれん（人形を使用して心配蘇生訓練）
③看護師による保健指導・実演指導・保健
会議（子ども・職員向け）看護師会議

①毎月
②半年に１回

③通年

①１２回
②年間各２回
③年間４回

① ・
②
③

①避難訓練実施報
告書

②記録
③会議事録

①計画通り進んでいる。子ども達も避難訓練へ
の対応力が付いていて自分達で考えて行動する
ことができている。
②6月の全体会でAEDと心肺蘇生法の実践をし
た。
③今後の保健指導や会議での話の予定を話し合
い取り組みを決めていく。

①毎月実施することができた。
②年2回実施することができた。
③話し合いを行ない保健指導を計画した。

①毎月行なうことで、子ども達も保育者も落ち
着いて行なうことができた。
②半年に1回を予定していたが、年度初めに事
故の発生率が高い為5・6月で実施した。
③幼児クラスで手洗いうがい、５歳児で園庭で
のハザードマップ作りを行なった。子ども参加
型にすることにより意欲的に取り組むことがで
きた。

①引き続き毎月実施していく。
②次年度も実践を取り入れながら行なってい
く。
③次年度も同様に話し合いを行ない保健指導計
画を立てていく。

非常食の充実、非常時の具体的対応と持ち
出し品の見直し、災害時の机上訓練、
避難ルート確認、避難訓練のマンネリ化を
ふせぐ、備品の充実

２か月に１回 ６回
危機管理委員会

・
議事録

去年と同様非常時の持ち出し品、非常食内容も
変わっていない。二次避難ルートは各クラスで
準備物、安全面を確認。避難訓練も順調に進め
る事ができ、計画通り進んでいる。

昨年度同様、非常時の持ち出し品・非常食内容
も変わっていない。二次避難ルートは各クラス
で準備物、安全面を確認。避難訓練も順調に進
める事ができ、計画通り進めることができたよ
うに思う。

はじめの委員会の話し合いで、毎月の避難訓練
や緊急事態発生の避難訓練などについて、細か
く話し合うことができていた為滞りなく進める
ことができたと思う。また避難訓練の振り返り
も行なうことで次に繋げる事ができたり、反省
点を改善していけたように思う。

次年度も委員会での話し合いを十分に行ない毎
月の避難訓練を充実させ、様々な見直しを行
なっていきながら危機管理に努めていきたい。
また、非常食のアルファ米を賞味期限が切れる
為次年度に買い換える予定である。

BCPの作成及びマニュアルの見直し 通年 随時 議事録
委員会で分担をして危機管理のマニュアルの改
訂を行なった。

BCPの改訂と不足分のマニュアル作成を完成
させることができた。

外部の専門の方に見てもらう事で、いろいろな
事に気付くことができた。

緊急事態が起こった時でも冷静に判断行動でき
るよう、訓練等に活かし全体周知をしていく。

幼児：プレイルームの充実（コーナー、
ゾーンの充実・研究）
乳児：ピンポンパンデーの確立と充実（乳
児フリーデー）

年１２回 年１２回以上
幼児：
乳児：

資料・振り返り

乳児：ピンポンパンの集まり方を変更した。
コーナーの充実も行なっている。
幼児：各コーナー子ども達が今興味のあるもの
を意識して環境を整えることができていると思
う。

乳児：振り返りを行ない、４歳児クラスの子ど
もはピンポンパンの歌だけに参加することが決
まった。コーナーの充実も引き続き行なってい
く。
幼児：各コーナーで子ども達の意見や姿に合わ
せて行なうことができた。

乳児：感触あそびのコーナも増えた。各コー
ナーに分散してあそぶことができた。コーナー
の充実も行なうことができた。
幼児：コーナーが変わることなく安定していた
のであそびやすく楽しむことができた。

乳児：次年度もコーナーの充実を行ない、安全
にあそべる環境作りを行なっていく。
幼児：引き続き各コーナーの担当を決めて実施
していく。

乳幼児の交流保育（例）２・４歳児の散
歩・５歳のお手伝い保育

５、６、10、
11、３月

年間５回 ・ 記録・振り返り
異年齢で散歩に出かけたり。幼児のリトミック
の様子を乳児が見たり、乳児クラスにあそびに
来てもらったりしている。

異年齢で散歩に出掛けたり、部屋で一緒にリト
ミックをしたり、劇あそびの歌や踊りを一緒に
行なった。

乳児幼児ともに交流をすることでお世話をした
り教えてあげたりと相乗効果が見られ楽しむ姿
が見られた。

日程を調節をして定期的にどんなことをするか
決めて行なえるようにする。

プロジェクト型保育の充実（２～５歳） 毎月 １２回 全クラス
乳幼児会議議事録
全体会議議事録

各クラス年間を通して取り組むことができてい
る。毎月の全体会議では進捗状況を各クラスが
発表し全職員が共有している。また取り組み内
容はフォトレターを作成し保護者に定期的にお
知らせしている。

各クラス進捗状況を会議で伝え合うことで他ク
ラスへの刺激になったり様々な共有ができてい
る。

行事によって進み具合に違いもあったが、子ど
も達の興味はどのクラスも大きく楽しみながら
取り組むことができていた。

子ども達に合った内容で興味のある子を中心に
進めていく。

プロジェクト保育、子どもの話しあいや振
り返りのドキュメンテ―ション作成
→保護者閲覧

随時 随時 各記録

日々のプロジェクト後には話し合いや振り返り
を行ない、次に繋がるような取り組みを実践で
きるように各クラス取り組んでいる。また、そ
の後にはフォトレターを作成し保護者に共有が
できている。

行事で行なうことが難しい月もあるが全体で枚
数をそろえながら、月ごとにプロジェクトを行
なっている。

各クラス、見通しをもって取り組んだり、子ど
も達の興味に寄り添ったりしながらプロジェク
トを進めて、活動、記録ができていた。

来年度も4月からプロジェクトを進めていき、
保護者や来園される方々に揉取り組みを伝えて
いけると良い。また、会議でも様子を共有でき
ることで、新人や、他の職員にも取り組み方法
を学べる機会ができるので引き続き続けていけ
ると良い。

フォトレター 随時 随時 各記録
各クラス毎月2部ずつ作成し、保護者に向けて
回覧を行なっている。

計画通りに進めることができている。
どのクラスも計画を持って活動をし、フォトレ
ターにすることができた。

今後は販売方法などの仕方も工夫していく。

公開保育（対象者） 11月～１２月 ５～６回  日案・振り返り 12月に実施予定。 予定通り開催することができた。
例年細かな行事等が増えてきて開催日を設ける
ことが難しくなってきた。

今後開催日程の時期を無理のない時期を考え予
定する。

ピアノ披露 ６、８、１１、１、３月 ５回 シフト 計画通りに実施できている。 予定通り開催することができた。
個人差はあるが、概ね自身に合った課題に向き
合った曲を選び取り組むことができていた。

次年度も同様に年5回で実施する。

プレライジン、プレスケール、グループ討
議（テーマ毎に）

随時 随時 ・ 乳幼児会議議事録
プレは計画通りに実施できておりグループ討議
も幅広い内容で実施している。

グループ討議は、子どもの人権等を取り上げ頻
繁に開催することができた。

乳幼児会議ではなく全体会で主にグループ討議
を開催した。そうすることで乳幼児の隔てなく
状況共有することができたように思う。

乳幼児会議ではなく全体会議で主に開催できる
ようにする。

私保連の各種研修、キャリアアップ研修
（ZOOM）

随時 随時 研修報告 双方ともに計画通り実施中。
計画通りに実施すると共に数名は追加で受講す
ることができた。

受講人数が多くまた、私保連の受講をあてにし
てしまい本来受講完了したい職員が受けられな
いという事態になってしまった。

私保連だけではなく各自受講先を探し必要項目
数は年度内に完了できるようにする。

ふれあいあそび、ゲームあそびの研修
絵画・造形・保育室の環境（他園の見
学）・室内あそび・楽器あそびや歌

随時 随時
研修報告

全体会議議事録
キャリアアップや法人内の研修等も豊富にあり
なかなか他の研修に行けていない。

積極的に参加することはできなかった。
毎日の業務や行事、キャリアアップ等の研修で
なかなか参加できなかった。

zoom等で気軽に参加できるものを探し参加で
きるようにする。

評価スケール、公開保育 通年 随時 議事録 乳幼児のスケールは計画通り実施されている。 計画通りに実施することができた。
スケールで頂いた評価やアドバイスを保育に取
り入れている。

次年度も計画通りに実施できるようにする。

新任研修、年齢別会議、ひらめき学習会、
動画、ＰＣ研修

通年 随時 ・ 各記録
各研修共に滞りなく参加している。動画、PC
研修においては機会がなく参加できていない。

動画、PC研修においては機会がなく参加でき
ていない。

動画、PC研修は参加の機会がなく参加できな
かった。

機会を見つけて参加できるようにする。

ヘキサゴン （スキルアップ支援プログラ
ム）

①スキルアップとヘキサゴンの実施 ５月、２月 年２回 評価表
現在10月の中間チェックと面談を遂行してい
る。計画通りには実施できている。

2月の面談が3月にずれ込み最終のチェックは
4月初めに完了の予定である。

年度の中で1番忙しい時期なのでどうしても面
談が後回しになってしまった。

面談、及び最終チェックをするのが難しいので
開催期間をもう一度吟味したい。

次世代育成 ミドルが運営への関与と充実 通年 随時 会議事録 随時行なっている。 議題をあげて随時行ない話し合いができた。
時期的に行事と重なり日程調整が難しい時が
あったが調整しながら進めることができた。

早めに日程調整を行ない計画的に行なえるよう
にする。

職員面談 （自己評価・他者評価） 副園長、主任、リーダーとの面談 ５月、２月 年２回 ・ 面談記録 計画通り執り行なうことができている。
2月は行事等にかかる時間が多くなり開催が難
しく3月にずれ込んでしまった。

2月は行事に手を取られまた、新年度準備等も
始まり開催が難しいと感じた。

開催期間を今一度吟味し無理なく開催できるよ
うにする。

メンター・メンティ メンター研修の実施 ５月～２月 １０回 ・
メンターメン
ティー報告書

月に１回メンターメンティを３０分程度行なっ
ている。

５月～２月の間、月１回メンターメンティを行
ない、新任職員の悩みや困っていることを話し
合った。

事前に書いてもらった用紙をもとに、新任職員
と話し合うことが出来た。

途中入社の職員は６回しか行なえていないの
で、次年度の担当に引継ぎをしておく。

ア
カ
デ
ミ
ー

ライブラリー（データベース・ファイリン
グ）

委員会活動の強化 危機管理

法人内研修

外部研修

LLを柱とした
保育実践と研鑚

ラボ（実践＝学び）（研究＝ふりかえり）
スケール（評価）

研修の充実ア
カ
デ
ミ
ー

&
マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト

内部研修

人財育成・人事評価
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分類 大項目 重点項目（全園） 実施項目（各園） 時期・(場所) 実施回数 担当者 確認事項
途中経過

（半年後）
結果

（2月記入）
ふりかえり

（2月記入）
次年度の取り組み

（3月記入）

法人外部評価
第三者評価や施設関係者評価（学校評価）
の活用

マニュアルの総点検  ６月、１２月 年２回
記録

各マニュアル更新
日

改訂が必要なマニュアルを厳選し、係で振り分
けて改訂する。その後は複数の職員に回覧をし
ている。

マニュアルに目を通し、必要なものは改訂を進
めていった。

回覧方法では、特定の人にしてもらうと進みが
良いと感じた。

入職した職員が読みやすい、分かりやすいよう
なマニュアル作成を心掛ける。災害等のマニュ
アルは危機管理委員と相談をしまとめていくと
分かりやすいと思う。

人件費率マネジメント
適正な職員配置（６０％～７０％）
７・１・１の充実（行事係と日常業務のバ
ランス）

随時 随時 ・
予算書・全体会議

議事録
国や市の適正な配置基準は満たしている。 7.1.1は3グループに分かれて行なっている。

7.1.1は毎月の会議で月の集計を出し、全体が
平均的に抜けられるよう配慮していった。

次年度も事務仕事等ができるよう7.1.1を実施
していく。

積立金確保 積立金１０％目標 年度末 年１回 ・  
月次資金収支計算

書

調理器具の故障により機材の買い替えがあるた
め予算の見直しが必要だが目標達成は今のとこ
ろ可能であると思う。

二次補正の時点で目標達成の予定。
補助金のとりこぼしがないように申請業務を行
なった。

次年度も補助金のとりこぼしがないようにす
る。

修繕
エアコンとトイレの清掃、西側倉庫前廊下
の雨漏り修繕

４月～６月に着手 １回 決算書
エアコンは５月に清掃を行なった。トイレは、
今のところ問題なし。西側倉庫の修理は、年度
末までに行なえるか再検討。

計画通りに行なえた。 早めに着手したので計画通り行なえた。 次年度も早めに着手する。

適切な予算立てと予算執行 園内外の財務会議・事務員会議 ６、７月 随時 ・  予算書 第一次補正予算を作成済み。 事務員会議に参加した。 予算積算書をもとに二次補正予算を行なった。 積算書を精査し、月々の業務に取り入れる。

人財定着化と個々の底上げ方法
（マネジメントブック糧の活用など）

マネジメントブック「糧」、コンセプト
ブックを用いたグループ討議

４、７、１２月 年３回 ・ 全体会議議事録
全体会の始まりに音読。グループ討議で議題に
基づいた話し合いを行なっている。

年間通して音読、グループ討議を行なうことが
できた。

音読やグループ討議をすることで、自分の保育
を振り返る良い機会となっている。

次年度も、引き続き月の会議で実施するととも
に、乳幼児会議でも音読等を実施していこうと
思う。

ふれあいあそび、ゲームあそび 通年 随時 ・ 動画

冬頃に、職員数名に手あそびを撮影させてもら
う。ゲームあそびは幼児クラスで行なったもの
を撮影してもらい、全職員が見やすいように作
成していく。

動画の編集が間に合っていないため、引き続き
編集を進めていく。

保育者それぞれが持っている手あそびの内容
を、職員全体に発進できる良い機会だと感じ
た。

次年度も引き続き動画収集、編集を続けてい
く。

チャイルド・ケア・ウエブを実施し、業務
の効率化を目指す（電子連絡帳・登降園シ
ステム）

通年 随時 ・ 記録・更新

電子連絡、登降園システムがスタートしてから
は大きな不具合なく進んでいる。取り組んでい
く中で様々な不備が出てくると思うのでその都
度改善していく。

特に大きな不備もなく行なうことができたと思
う。

今年度電子に変更したとこで新たに必要な物と
そうで無い物が分かったので次年度に活かす。

今年度の気づきを活かしていく。

園の魅力を伝わらせるための広報・宣伝実
践

①HPの活用・更新
②園内見学・案内
③インスタグラム

①②③随時
①月２回
②随時

③月２回

① ・
②
③

①HP更新
②実施記録

③インスタ更新

①年間で内容を決め、１ヶ月に２回更新。
②１１月の時点で６４組の案内を実施。
③各クラス輪番で投稿を実施。その他にも給食
のメニュー等も投稿していく予定。

①毎月乳児と幼児のバランスを取りながら更新
できている。
②園見学に参加された方が園の申し込みをして
くれた。
③フォロワーを増やすため、内容の幅を広げて
投稿を行なった。

①写真を撮ったり活動の様子を見に行く時間を
確保することが難しいと感じた。インスタのよ
うに全体で輪番にした方が内容も豊富になると
思う。
②疑問・質問に丁寧に答えることができた。
③各クラスで輪番制にしていたので内容に偏り
なく投稿することができた。

①引き続き園の魅力を伝えていけるような更新
をしていく。
②次年度も入園につながるよう積極的に行なっ
ていく。
③引き続き子ども達の活動や様子を投稿してい
く。

採用活動の強化
ハローワーク、就職フェアへの参加、実習
生へのはたらきかけ

通年 随時 案内・記録

５月に私保連主催の就職フェアに参加し、学生
へアピールができ、就職へとつながった。実習
生へも積極的に働きかけ就職へとつなげる努力
をした。

学生へのアピールを積極的に行ない採用に繋
がった。

就職フェア、法人内オンライン、園見学等、学
生へアピールすることができた。

次年度も出来るだけ早い段階から取り組めるよ
うにしていく。

制度の活用と改善（ロビー活動など）
ロビー活動の強化（地域自治体・議員・保
育連盟へのアプローチ）

通年 随時
ML発信

（実績報告）
式典やイベントでは、名刺交換を行ない園や法
人のアピールをした。

名刺交換等で自園のアピールができた。 名刺交換をしたことで、繋がりがもてた。
参加できる式典やイベントには出来るだけ参加
し名刺交換を積極的に行なう。

マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト

情報とテクノロジーを活用した運営

運営強化

財務
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分類 大項目 重点項目（全園） 実施項目（各園） 時期・(場所) 実施回数 担当者 確認事項 途中経過
結果

（2月記入）
ふりかえり
（2月記入）

次年度の取り組み
（3月記入）

フリーデーの継続と発展・行事・誕生会・サーキット 通年 随時 議事録
フリーデーは現在までほぼ毎週開
催し振り返りを実施。

2月に感染症の流行がみられるま
では継続して実施。

フリーデーに加え、乳児のスマイ
ルデーも実施し継続している。乳
児のサーキットも発達に合わせて
見直しを行いながら途切れること
なく実施した。

次年度は、子どもの姿からの振り
返りを丁寧に行いながら、継続し
て実施していく。

期案会議（４～6月、7・8月、9月～運動会、運動会～12月、1月～3月） 5期 年5回 期案・議事録
第4期の期案会議まで定期的に実
施。振り返りはメールで発信し全
体で共有している。

第5期までの期案会議は定期的に
実施。振り返りはメールで発信し
全体で共有した。

もう少し具体的な活動への話し合
いができるような工夫が必要。

5期の期案会議に加えてクラス会
議を定期的に行うことで、具体的
な活動への話ができるような会議
にしながら月1回実施していく。

縦割りグループ（４Ｇ）
委員会活動（環境・危機管理・研修・マニュアル）

通年 随時
・
・

議事録・報告書
定期的に会議を開催、全体会議に
て進捗を報告している。

継続して実施。
全体会議に進捗を確認することで
継続して実施できた。

次年度も進捗状況の確認を継続し
て実施することで、活動内容を共
有し継続していく。

交換保育 11月 全職員 交換保育報告書 12月に計画し実施予定。 今年度、実施できなかった。
時期を考えて予定を立てて実施す
る必要がある。

後半にずれ込むと行事と重なり実
施が難しくなるので、前半から定
期的に予定を立てて実施してい
く。

①クラス懇談会
②保育参加・個人懇談

①4月・3月
②6月～11月

①年2回
②随時

クラス担任 記録・報告書
①前期クラス懇談会4/22実施。
②保育参加も順調に実施。11月
に全クラス終了予定。

①4月は実施済。3月は3/2予
定。
②実施済。

①乳児クラスはZOOMで、幼児
クラスは対面で懇談を行うことが
定着してきた。

次年度も継続して実施していく。

保護者アンケート（行事・年度末） 行事・年度末 年4回
行事担当

アンケート集計 11月に実施予定。
11月にコドモンにてアンケート
を実施。

質問・要望については、職員で共
有し3月に回答予定。

次年度はアンケート内容も検討し
実施する。

実習生受け入れ・養成校との連携 通年 随時 議事録・日誌
9月末までに2名受け入れ。養成
校の先生とも話す機会を増やして
いる。

2月末までに7名を受け入れ。
実習生受け入れることで職員の学
びにも繋がることが多い。

次年度は、採用にも繋がる様に養
成校や学生にも働きかけていく。

①近隣施設・小学校・中学校との交流
②ふじねっとプラザへの参加・ふじねっとプラザ連絡会議への参加

①随時
②10月

①随時
②会議5回

案内・記録
藤井寺南小学校の作品展を5歳児
が見学。11月に5年生との交流会
に5歳児が参加予定。

2/29藤井寺南小学校5年生の交
流会に幼稚園と公立保育所と合同
で参加する。

藤井寺南小学校5年生の先生方が
積極的に声を掛けてくれ、交流機
会が増えた。継続していけるよう
努めたい。

次年度は、交流会以外でも繋がり
が持てる様に継続して実施してい
く。

四天王寺大学・常磐会短期大学・大阪公立大学等ボランティア受入れ 通年 随時 議事録
大阪公立大学学生アルバイト継続
中。

大阪公立大学学生アルバイト継続
中。

養成校とも繋がりが持てるような
働きかけが必要。

採用内定の学生を土曜日保育のア
ルバイトで採用することで新年度
の業務の引継ぎがスムーズに行え
た。養成校とも採用以外のイベン
トの機会が持てるように働きかけ
ていく。

藤井寺市社会福祉施設連絡協議会（ボランティア活動、赤い羽根募金） 定例会 月1回 案内・記録
11/30赤い羽根募金に職員4名参
加予定。

藤井寺社協の赤い羽根募金に参
加。

募金活動以外のボランティア活動
に参加できるように、社協と繋
がっていく。

ボランティア活動に繋がるよう、
会議への参加は継続して行ってい
く。

①園庭開放 ②子育て相談事業
①木曜日
②随時

①毎週
②随時

議事録・日誌
①毎週開催。
②園庭解放に来られた保護者の方
に職員から声をかけている。

①雨天以外は毎週開催。
②職員・園児とも交流を持ちなが
ら実施。

①入園状況を聞かれることが多い
が、子育てに関してはこちらから
声を掛けるようにしている。
②園庭解放の参加者は減少傾向。
乳児の参加が増えている。

担当職員を中心に全職員が地域を
意識して取り組めるように継続し
実施していく。

①わんぱく広場
②ベビー広場

①第3木曜日
②第3月曜日

各月1回 議事録・日誌

①わんぱく広場は、定期的に実施
しているが、イベント内容の検討
が必要。
②ベビー広場は、好評で毎回10
組ほどの参加がある。

①ベビー広場からわんぱく広場へ
の参加者が増える。
②毎回好評で参加者保護者の交流
が増えてきた。

①わんぱく広場は、イベント内容
を検討が必要。
②ベビーマッサージの資格取得職
員に頼っているところが大きいの
で、その職員が不在の場合でも実
施できる仕組みを構築する必要が
ある。

①わんぱく広場については、継続
して楽しめる内容を企画する。
地域子育て支援全体においては、
次年度は2歳児クラスを開設を計
画している。1号認定の獲得や園
での活動を知ってもらう工夫をし
ながら実施していきたい。

献立、調理法の見直し改善・改革 通年 毎月 ・ 給食会議
新しいメニューにも挑戦し、味付
けにも変化があり改善されてきて
いる。

メニューの改善は、栄養士を中心
に検討し、実施できたことも多
い。

新任栄養士が姉妹園に1週間研修
に行ったことが、変化に繋がった
と感じる。

姉妹園との連携を大切にし、子ど
も達が食べることが好きになれる
工夫をしながら継続していく。

全体クッキング（カレー・豚汁） 6月・1月 年2回
・

クラス担任
計画書・給食会議

6/20カレーパーティ開催。栄養
士から子どもたちへ3大栄養素に
ついての話をする。

1/12の全クラス参加の豚汁デイ
では、栄養士も園庭での炊き出し
に参加する。

栄養士がクッキングの計画から一
緒にできるような働き掛けを行っ
ていく。

余裕を持って計画しながら振り返
りを丁寧に実施することで、次年
度に繋がる行事にしていきたい。

畑の活用（栄養士・保育士・子ども）とクラスでのクッキング 通年 随時
・

クラス担任
計画書・給食会議

栄養士が畑の活動には参加できて
いないが、2歳児からは各クラス
で野菜を栽培しクッキングに繋げ
ている。

5歳児の冬野菜の栽培から栄養士
のクッキングへの参画ができるよ
うな体制を構築したい。

イベントだけでなく日常の保育に
栄養士も参加できるよう、計画に
入れ込んでいく必要がある。

食育委員会を中心に、栄養士が普
段より子ども達と関わりを持つ機
会を増やしながら実施していく。

素材の収集や調達と整理整頓 月1回 毎月 全体会
毎月、各クラスで輪番で実施し、
必要な教材は購入するシステムが
定着してきた。

継続し実施できている。
職員会議で報告するシステムにす
ることで継続して実施することが
できた。

ロケーションシステムを意識しな
がら継続して実施していく。

保育室の環境整備・コーナーの充実 通年 毎月
幼児クラス
乳児クラス

幼児会議
乳児会議

各クラス定期的にコーナーの見直
しを実施。

継続して実施。
各クラスに委ねているところが大
きい。園内公開保育等の機会で検
証するシステムを組み込みたい。

園内公開保育を活用し、保育環境
の見直しができる仕組みをつくっ
て実施していく。

描画・作品・写真・動画の掲示と掲載 乳児・幼児会議 月1回 クラス担任 議事録
各クラスで定期的に掲示をしてい
る。

継続して実施。
クラスにより回数に差が出てしま
うので確認していく。

各クラスの状況を確認をしながら
実施していく。

施設安全点検の計画と実施/発生通知書とヒヤリハットの検証/BCPの更新 全体会 毎月 議事録
怪我、事故の件数とヒヤリハット
の内容は、看護師が集計し毎月の
全体会議にて報告、検証を行う。

集計については毎月報告ができた
が、検証までには至っていない。

ヒヤリハットの報告はできたが、
検証にまでは至っていない。

看護師と危機管理委員が協力し、
ヒヤリハットの検証が実施できる
ように取り組んでいく。

①子どもの健診（内科健診、歯科健診）看護師による視力・聴力検査
②職員の健康診断（予防接種・定期健診・生活習慣病予防健診）乳がん・子宮が
ん検診（自己負担）

①5・6・10月
②6月～8月

①年1～2回
②年1回

（看護師）
①健康手帳
②健診記録

①内科検診1回目と歯科検診は実
施済。内科検診2回目と視力、聴
力検査は後半で実施予定。
②職員の健康診断は、順次実施
中。

①内科検診2回目実施済。3月に
視力と聴力検査を実施予定。
②実施済。

歯科検診の歯科医師の変更があっ
たが、例年通り検診を実施でき
た。

継続して実施していく。

①避難訓練（火災・地震・水害・不審者・小学校合同訓練・社協連絡会・消防訓
練）
②ＡＥＤ・アレルギー・熱性けいれん・救急法

①通年
②4月

①毎月
②年1回

①
② （看護師）

①避難訓練計画書
②議事録・動画

①定期的に実施中。
②4月に消防署の救急救命研修を
受講する。

①実施中。不審者対応については
確認事項を含め2回目を実施す
る。
②4月に受講できなかった職員に
ついては個別に実施済。

①担当者がいろんな場面を想定し
設定を工夫して実施した。第2、
第3避難所への避難訓練が実施で
きなかった。

第2、第3避難所への避難訓練や
小学校との合同の避難訓練の実施
を計画し実施していく。

2023年度 ななこども園 事業報告

小学校・養成校など学校との連携

地域の子育て支援

理念に基づいた
教育・保育

教育・保育方針
(同年齢の活動・異年齢の活動Ｗスタンダード）

ボランティアプロジェクト
（対外、対内、両方とも含む）

食育

保育環境

保育者の関係性向上（同僚性向上）

保護者対応（保護者支援）

地域貢献

危機管理

委員会活動の強化

ア
カ
デ
ミ
ー
（

保
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分類 大項目 重点項目（全園） 実施項目（各園） 時期・(場所) 実施回数 担当者 確認事項 途中経過
結果

（2月記入）
ふりかえり
（2月記入）

次年度の取り組み
（3月記入）

各クラスパワーポイント作成
年度初「1年間の子どもの発達とクラス保育」
年度末「1年間の保育を振り返って」

年2回 年2回 クラス担任 パワーポイント
5/19「1年間の子どもの発達と
クラス保育」を各クラス発表で
し、全体で共有する。

3/2のクラス懇談会で「1年間の
保育を振り返って」を各クラスで
発表予定。

乳児クラスはZOOMにて、幼児
クラスは対面にて開催をすること
が定着してきた。パワーポイント
は保護者に子どもたちの活動や成
長を分かりやすく伝えることがで
きるので好評。

担任間での話し合いを全体での共
有する機会として継続して実施し
ていく。

法人内外研修等の循環と浸透 全体会 随時 ・研修参加者 議事録・動画

参加者は職員会議で報告する。動
画等についてはメーリングリスト
にて送信し、やったマップで確認
をする。

行事前になると滞りがちになる。
行事の準備開始時期や取り組み方
を見直す必要がある。

意識して確認している職員と後回
しになる職員との差が大きいこと
が課題。

項目を精査して継続して実施して
いく。

ライブラリー（データベース・ファイリング） マニュアルの更新 画像・動画データの整理（フォルダ仕分け） 全体会 毎月 議事録・マニュアル
マニュアルは9月末に更新。画
像、動画については整理中。

保育マニュアルの更新は実施。散
歩マニュアルを追加記載する。

研修として散歩マニュアルを職員
で作成したことの成果は大きい。

マニュアルの更新に動画等も取り
入れながら実施していく。

場面記録の作成と読み合わせと検討会（1人1場面記録作成） 通年 全員分 動画
場面記録は3月までに全員が作
成。検討会は順次開催中。

継続し実施中。議事録を作成し、
姉妹園に発信する。

検討会が日程通りに進まないこと
もあったが、担当者が目標達成に
向けて働きかけたことで実施でき
た。

新任職員が多いので、記録を書く
ことを大切に実施していく。

園内公開保育 通年 6回 振り返り議事録
4クラス終了。参加した職員は公
開保育報告書を作成。メールにて
共有。

5クラス終了。3月に4歳児の園内
公開保育を実施予定。

後半になると行事で難しくなって
しまう。交換保育同様年度当初に
時期の設定を行う必要がある。

次年度は計画的に実施し全体で共
有する機会を設ける。

研修各種・キャリアアップ研修 通年 随時 全職員 研修報告書・全体会 順次受講中。 順次受講中。

キャリアアップ研修も含め、受講
者は受講予定も含め、職員会議の
次第に記入し、報告を実施する必
要を感じた。

継続して実施していく。

発達相談研修（大阪府立大学・関西福祉科学大学との連携） 通年 随時 報告書・全体会
9/7に2歳児の保育観察を実施。
12月に3歳児と1歳児の実施予
定。

その後の様子と今後の対応を検討
していただく。

個別対応も含めて、クラスとして
どのような対応が必要かというア
ドバイスをもらえることが大き
い。

次年度は、発達支援を担当する職
員も参加し継続して実施してい
く。

エカーズ、新任研修、年齢別会議、サーキット研の共有方法 通年 随時 参加該当者 全体会
参加者は、全体会議にて報告し全
員で共有している。

参加者は、全体会議にて報告し全
員で共有している。

姉妹園での活動が刺激になってい
ると感じる。

次年度は、写真等を資料として報
告を行うようにして実施してい
く。

久保研・ひらめき研・藤森研への参加（管理職・リーダー） 通年 随時 参加該当者 全体会

管理職、担任も参加。
録画動画は、メールにて発信。全
体で共有し、やったマップで確
認。

できるだけ職員が参加できるよう
にし、姉妹園の活動内容を知るこ
とで、自園の活動にも変化があり
効果があったと感じる。

成功事例だけでなく上手くいかな
かったことを知ることで、自園で
活かせることも多かった。

次年度も継続して実施していく。

ヘキサゴン （スキルアップ支援プログラム） スキルアップ項目に対する具体的支援策 5月・10月・2月 年3回
・
・

リーダー会

5月に1回目終了。10月～11月
にかけて2回目実施予定。2回目
終了後、リーダー会で管理職と共
有予定。

2回目実施済。
リーダーとの個別の面談は実施で
きたが、リーダー会での共有がで
きていない。

リーダー会議を定期的に開催する
ことで、職員の支援策を共有し職
員育成に繋げたい。

職員面談 （自己評価・他者評価） リーダー面接・リーダー会の定着 通年 随時 ・ リーダー会
定期的な開催には至っていない。
次年度に向けて、後半には定期的
に開催を行っていきたい。

事業計画や保護者からの問い合わ
せ等について、不定期に開催をし
たが、定期的な開催には至ってい
ない。

年間予定に組み込んで実施してい
く必要がある。

定期的はリーダー会議の開催をし
ながら、次期管理職候補も意識し
ていく。

メンター・メンティ メンターの支援とアドバイス 通年 随時 報告書・全体会
毎月定期的に実施。報告書で確認
している。

毎月定期的に実施。報告書で確認
している。

丁寧な報告書で確認できた。
次年度は新任が6名と多いので、
メンターの職員には次年度も継続
して担ってもらい実施していく。

法人外部評価 第三者評価や施設関係者評価（学校評価）の活用 第三者評価受信計画 随時 通年 審査結果 次年度7月の受審に変更する。 次年度7月の受審に変更する。 次年度7月の受審に変更する。 受審に向けて準備を進めていく。

人件費率マネジメント ７・１・１実施のための人材確保（人件費70％以内） 通年 随時
リーダー会

事業活動計算書

パート保育士を6月1名採用。10
月1名、11月1名に採用予定。少
しずつノンコンタクトタイムが取
得可能になってきた。

少しずつノンコンタクトタイムは
取得できている。

日々の事務作業については時間内
でできるようになったが、行事前
になると難しくなる。どこに時間
がかかりすぎているのかを検証す
る必要がある。

事務作業を精査しながら引き続き
ノンコンタクトタイムの取得に努
めていく。

積立金確保 積立金10パーセント目標 通年 毎月 ・ 事業活動計算書
目標遂行中。目標額は昨年と同
額。

次年度の工事に対してどのように
予算を組んでいくのかを本部と相
談して進めていきたい。

次年度の工事に対してどのように
予算を組んでいくのかを本部と相
談して進めていきたい。

本部と相談をしながら安全に効率
よく進めていきたい。

適切な予算立てと予算執行
施設・設備の老朽化に伴う修理等（屋上防水シート・給食室・ホールのエアコ
ン・乳児テラスのスロープ設置等・見守りカメラの増設）

随時 随時 稟議書

今年度予定していた工事で、急が
ない工事は、次年度減価償却費加
算もしくは補助金を利用し行って
いくために、藤井寺市と協議中。

藤井寺市と協議中。
減価償却費加算対象となる工事が
決定すれば予算に反映し、次年度
順次進めていく。

工事内容を確認し優先順位をつけ
て進めていく。

人財定着化と個々の底上げ方法
（マネジメントブック糧の活用など）

理念ブック（コンセプトブック・糧）の活用と浸透 全体会 月1回 議事録
全体会にて研修委員が選び、会議
前に読み合わせを実施。

継続して実施。
糧だけでなく、コンセプトブック
も活用していくこともできればよ
かった。

コンセプトブックと糧の併用をし
て継続していく。

情報とテクノロジーを活用した運営 ICT（コドモン）の活用 通年 随時 ・ マニュアル
登降園管理、保護者からの連絡、
乳児の連絡帳に関してはスタート
し順調に活用できている。

コドモンとGoogleの利用により
ペーパーレス化に繋がる。

コドモンだけでは案内が埋もれて
しまうこともあるので、少量のお
便りも設置して案内を行うように
した。

保護者の意見を取り入れながら次
年度も継続して実施していく。

園の魅力を伝わらせるための広報・宣伝実践 SNS、HPの活用 通年 月2回 ・
ホームページ
インスタ

定期的に更新し採用にも繋がる。
定期的に更新し採用・1号認定児
獲得にも繋がる。

今年度は主任が中心になって行っ
てきたが、職員が意識を持って進
めていける様、仕組みづくりが必
要。

広報担当者を中心に、一緒に仕組
みを考えて継続して実施してい
く。

養成校とのパイプづくり・採用活動 通年 随時 求人票・パンフレット
就活生向け園見学会に学生5名の
参加があり、採用に繋がる。

新卒3名の内定に繋がる。

案内を始めた当初は反応がなかっ
たが、7月ごろより申し込み学生
が増えた。継続した養成校への案
内とホームページ、インスタグラ
ムへの掲載を行った。

継続して養成校へ案内をしながら
検証も含めて実施していく。

ボランティア、実習生への指導・かかわりを丁寧に採用へとつなぐ 通年 随時 議事録・報告書
実習生は、9月までに2名受け入
れ。

2月までに7名受け入れ。
実習生から採用に繋がることはな
かった。

養成校の先生とは、実習生以外で
も繋がりが持てるよう働きかけて
いく。

制度の活用と改善（ロビー活動など） ロビー活動の強化（地域自治体・社会福祉協議会へのアプローチ） 通年 随時 議事録
社協の南大阪ブロックに入会し機
関紙に掲載。

社協の会議は、行事等の日程で定
期的に参加できないことが多かっ
た。

積極的に参加できる様、予定や業
務を整理する。

積極的な参加を目標に継続して実
施していく。

ア
カ
デ
ミ
ー

研修の充実

法人内研修

内部研修

外部研修

マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト

運営強化

人財育成・人事評価

採用活動の強化

財務

ア
カ
デ
ミ
ー

&
マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト

LLを柱とした
保育実践と研鑚

ラボ（実践＝学び）（研究＝ふりかえり）
スケール（評価）
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大項目 重点項目（全園） 実施項目（各園） 時期・(場所) 実施回数 担当者 確認事項
途中経過

（半年後）
結果

（2月記入）
ふりかえり

（2月記入）
次年度の取り組み

（3月記入）

異年齢保育（フリーデー・ハッピーデー） 通年 各週１回 議事録
毎週、異年齢保育の日を設定し継続して取り組んで
いる。乳児は造形あそび、幼児はアトリエでの活動
を積極的に取り組んでいる。

週1回の活動が定着し、安定して活動が出来た。
特に幼児クラスは、アトリエを十分に活用した
活動を活発にすることが出来た。

計画していた内容を異年齢活動で展開することが
出来た。子ども達の姿を会議で共有し、園の造形
活動について検討することが出来た。

定着した活動日の中で、異年齢の活動を浸透させて
いく。

誕生会・季節の行事 通年
月１回
随時

日案 新年度に内容や大切にしたいことを全職員で共有。
職員もシンセサイザーを上手く活用しながら劇を
行っている。テーマを劇としているので取り組みや
すい様子。

担当が見通しを持って行えた。感染症対策をした行
事の行い方から見直しを行った。

来年度は運動会、発表会の開催時期を変更。プロ
ジェクトとして取り組み方ついても再考する。

年カリ・月案会議 通年 月１回 月案
毎月、担任と管理職と保育内容について話し合う機
会として実施。

毎月実施しながら、各クラスの保育の振り返りを
行った。

保育のことを意見し合う場として、有意義な時間と
なった。

次年度も継続。

中堅会議・人材育成委員会・マナー向上委員会 随時 随時 議事録 小グループで話す機会を設けている。
自分の立ち振る舞いや子ども達に対しての対応につ
いて考える機会を作りその都度、見直していった。

少人数で集まる事で定期的に自分の対応を振り返る
機会が出来た。

引き続き、より良い保育が出来るようにお互いに声
を掛け合える環境を作っていく。

交換保育・職種を超えたグループ担当による保育
（発表会・誕生会）

随時 随時 議事録
誕生会は子どもと担当者と話し合い実施。10月より
交換保育実施中。

乳児クラスの中で困っているところをお互い知るこ
とが出来た。

お互いの大変なところや、困っているところを知る
ことによって保育を見直すことが出来た。

次年度も継続。

個人懇談・保育参加・0.1生活ムービー 春・秋・２月 ３回 議事録 事前に日程の掲示。
保護者が見やすいところに掲示、お知らせを出来て
いた。

すべての行事を予定通り行えた。 次年度の担当の方に引継ぎシートを作成。

保護者との連携・保育活動計画の振り返り・エール
まつりプロジェクト・ICTで保護者と連携（連絡帳・
午睡チェック表・健康手帳・給食メニュー）

 随時 随時 アンケート
電子連絡帳はスムーズに定着。園だよりやお知らせ
も送信している。いろいろな機能を利用しながら、
保護者への見える化を広げていく。

電子連絡帳などの導入によって、保護者にも写真を
添付した内容でやり取りすることが可能になった。
エールまつりに向けては、今後検討していく。

チャイルドケアウエブを導入し、徐々に職員・保護
者間での使用がスムーズになってきた。今後もさら
に活かせる機能を十分使っていけるように検討して
いく。

エールまつりプロジェクトについては日程も迫って
いるので、進めていくようにする。さらなるＩCT化
で作業の効率化を図る。

実習生受け入れ・地域学生体験受け入れ・養成校と
の関係構築

随時 随時 レクチャーシート
大阪国際短期大学の学生を受け入れ。来年度の実習
希望の申し込みあり。

現在は主に大阪国際短期大学の学生からの依頼が多
い。先輩方の声を聞いて実習園を選んでいる学生も
多いとのことだった。

実習ノート担当職員を３年目程度の先生にしたこと
で学生も実習保育の内容等も含め、相談しやすかっ
たように感じる。

同じ学校の学生の受け入ればかりなので養成校との
関係構築が大切になる。学生向けの企画など充実さ
せていく。

幼保こ交流・小学校交流 近隣園・学校 ５回 日案 コロナの規制も終わり、４年ぶりに交流実施。 交流会で運動遊び・ふれあい遊びを行った。 各回ねらいに沿って行うことが出来た。 次年度も継続。

元気アップサポーターポイント実施・地域ボラン
ティア活動受け入れ

随時 随時 報告書
近隣住民（寺本さん）の方が、毎日園庭管理や施設
全般の見守りと修繕を担ってくれている。

４月～こいのぼり11月～園庭イルミネーションの設
置・片付け等積極的職員と共に参画。

職員とも関わりながらの作業で任せきりや当たり前
にならないように意識している。

次年度も助け合いながらより良い環境を整えていき
たい。

中学校区連絡会議参加（あいさつ運動） 随時 随時 案内書
毎月一回、民生委員の方と園前であいさつ運動を
行っている。

あいさつ運動は毎月予定通り実施した。
民生委員さんとの繋がりを深め、地域交流を活発に
していく。

民生委員さんとのコミュニケーションを大事にし
て、日頃から繋がりを深めておきたい。

地域の高齢者との交流 随時 随時 訪問依頼
11月に老人ホーム「長寿の里」を5歳児が訪問予
定。

１１月に「長寿の里」訪問を実施した。
訪問だけでなく、お互いが行き来できる機会を作
り、交流を深めていく。

高齢者の方が気軽に園庭に来て頂けるような環境を
整えていく。

園内子育て支援センター事業（各種講座・季節の行
事・身体測定・給食体験・年齢別広場・出前広場）

毎日 随時 通信
毎月季節折々の楽しめるイベントを企画し、実行し
ている。

保護者のアンケートを参考にしながら行った。
イベント予約が取れない方が多く、予約方法を検討
する。

イベント予約はなしで行う予定。ニーズに合わせて
新たなイベントも進めていく。

子育て支援センター事業（ホームページ掲載・広
報）

各月１回 随時 通信 内容を見直しながら工夫している。 内容の詳細を分かりやすく掲載した。
イベント内容や支援室の様子を写真に載せ、掲載し
た。

より保護者に分かりやすく掲載していく。

一時保育・クラス体験 随時 随時 報告書
面接や利用希望順次対応。一時保育の受け入れをし
ている。

随時一時保育の受け入れや面接に対応。
可能な限り一時保育を受け入れ、面接に対応してき
た。継続して利用される方が多く、リフレッシュの
方が多かった。

次年度も継続。

日本の郷土料理・世界の料理を取り入れた食育の実
施

年間各１回 ２回 フォトレター・記録
給食メニューに郷土料理や世界の料理を入れて食育
につなげる。

献立に世界の料理に組み込み、その国について話を
した。

長く食育の時間を設けず、給食前に話をすることで
子ども達も集中して話を聞いていた。

次年度も継続。

クッキング・各年齢別食育活動・お箸指導・レシピ
集の作成・非常時献立作成

随時 随時 フォトレター・記録
随時行っている。さくら組のお箸チャレンジを今後
行っていく。

発表会後から3歳児のお箸チャレンジを行い2月から
4歳児の包丁の練習も行った。各年齢別食育活動も万
遍なく行い食育と繋げてレシピ集も展示した。

全体を通して食育を行えた。
来年度は、活動計画4期の中で万遍なくできれば良い
と思った。

農育・畑拡大・収穫物を使ってのクッキング 通年 随時 フォトレター 栽培したものを使ってクッキングを行っている。
栽培したものを使って給食室と相談して幼児はクッ
キングをする。

育てたものを収穫時期に収穫することが出来ないこ
ともあった。

引き続き取り組み、収穫時期に収穫できるように声
をかけていく。

美化・エコを意識する仕組み作り 毎月 12回 議事録
こまめな節水・節電を大人も子ども意識するよう声
掛けを行う。

掃除チェックは各クラスで行えていた。エアコン
フィルター掃除も月ごとに行えていた。節電、節水
も毎月協力してもらうよう声掛けを行った。

光熱費の金額を全体周知することで、それぞれが節
電節水を意識出来た。

次年度も園全体でエコ活動、美化に取り組めるよう
こまめに声掛けをし、実践していく。

各種マニュアルの浸透を検証、振り返り、 随時 随時 報告書
マニュアルの見直し、修正を行う。チャイルドケア
ウェブで全職員へ周知している。

都度、見直しを行っていく。
マニュアルを用いての新人さんいらっしゃいなどを
行い、活用出来るものを目指していく。

次年度も継続。

在籍する障がい児、配慮児の特徴を勉強、職員間で
共有

毎月 12回 議事録 巡回後には、情報共有を行っている。
会議にて情報共有し、職員全体が把握できるように
している。

子どもが困っている事を共有し、過ごしやすい環境
を整えていく。

保護者と確実にやり取りできるように日程を記入し
た用紙を担任と確認してから手渡し共有する。

各保育室・コーナーゾーンの環境整備 随時 随時 議事録
スケール・研修での学びを活かし環境の見直しを
行っている。

分担しながら議事録を作成。 会議後議事録を提出する流れを徹底出来た。 職員間で協力しながら作成していく。

絵画展示出展・生活展・SDGｓの取り組み 随時 随時 チェック表
絵画展に出品。生活展、SDGsについては継続して取
り組んでいる。

絵画展に多くの園児が入選することが出来た。生活
展では招待状を発送した。

絵画展や生活展を通して、園外の方にも保育の内容
を伝える事ができた。

SDGsについては、各クラスの保育内容に沿いなが
ら、園全体での取り組みを進めていく。

ECC・ウェルネス・リトミック
課外 個人ピアノ教室・ECC（書道・ダンス・プー
ル検討していく）

通年 隔週 報告書 今年度より課外でクラッシックバレエを導入。
ピアノの成果発表会を３月に行う。クラッシックバ
レエも卒園後に本課生として入会される方もいた。

本課、課外共に子ども達の能力を伸ばすきっかけと
なっている。

次年度も現在の正課、課外を継続。

園庭環境の整備及び充実するための仕組み作り 随時 随時 チェック表 その都度修理をしながら環境整備をしている。 破損箇所をその都度修理している。
修理を継続して行い、難しい場合は業者に連絡して
いる。

職員と連携しながら、子どもが安全に過ごせるよう
に環境整備を行う。

各避難訓練（火災・地震・不審者等）・BCP研修参
加計画策定

毎月 １２回 報告書
毎月避難訓練を行い、振り返りシートで各クラスの
振り返りをまとめている。

BCP計画マニュアル随時更新。 月1回の実施、振り返りを行う。 次年度も継続。

職員健康診断・インフルエンザ予防接種・子どもの
健診（視力・聴力・身体測定等）・園医による健診
（内科・歯科）

毎月 １２回 報告書

職員健康診断全員終了。結果を園長と看護師で把
握。職員インフルエンザ予防接種11/29予定。子ど
もの健診は11月末～12月上旬に視力検査を予定。
内科健診は今年度分終了し保護者へ連絡帳アプリに
て報告。歯科検診11/30予定。

歯科検診・内科健診・視力検査・聴力検査が終了し
チャイルドケアウェブより保護者へ結果を報告済
み。

今年度より健康手帳ではなく、チャイルドケアウェ
ブより保護者へ結果を報告できるようになり、作業
効率が格段にあがった。

次年度の同様に実施。

ラボ（実践＝学び）（研究＝ふりかえ
り）
スケール（評価）

ネタ集実践・サーキット研・職員講師（得意分野）
による園内研修・論文作成

随時 随時 報告書 研修で学んできた事を園内研として実施していく。
職員が園内研修をしたり、論文提出をする。また研
修後は全体周知を行う。

ソニーの論文提出や園内研修を行った。 次年度も同様に実施。

食育

保育環境

危機管理

委員会活動の強化

ア
カ
デ
ミ
ー
（

保
育
&
教
育
の
質
の
向
上
）

2023年度  エールこども園 事業報告

理念に基づいた
教育・保育

保育者の関係性向上（同僚性向上）

保護者対応（保護者支援）

地域貢献

小学校・養成校など学校との連携

ボランティアプロジェクト
（対外、対内、両方とも含む）

地域の子育て支援

教育・保育方針
(同年齢の活動・異年齢の活動Ｗスタン
ダード）
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大項目 重点項目（全園） 実施項目（各園） 時期・(場所) 実施回数 担当者 確認事項
途中経過

（半年後）
結果

（2月記入）
ふりかえり

（2月記入）
次年度の取り組み

（3月記入）

委員会活動の強化
ライブラリー（データベース・ファイリ
ング）

パソコンマイスター（ホームページ・データー整理
更新）

随時 随時 動画
日々の活動をインスタ、ホームページにアップして
いる。

必要なデータの整理を依頼、ネット環境の改善を業
者に依頼することも多かった。

ipadを購入、パソコンだけでなく活用しながら業務
を進めることが出来た。

データが多くなっているが、定期的な整理、ホーム
ページの写真等も更新していく。

公開保育（プレスケール・プレライジン） 通年 １０回 議事録 幼児プレスケール、乳児プレスケールを実施。 スケールに向けてプレスケールを行う。 保育を振り返る機会として活用した。 保育の更なる向上に努める。

保健衛生会議（救命安全指導など） 通年 １２回 議事録 毎月保健会議を実施し、報告書を提出。 毎月保健会議を実施し、報告書を提出。 職員のニーズに合わせて実施できた。 次年度も継続。

乳児会議・幼児会議（エピソード・ポートフォリオ
含む）・論文応募

通年 週1回 議事録 毎週各クラスの周知事項等を共有する。 ソニー科学する心の論文応募。 ソニー科学する心の論文が奨励園に選定された。 次年度も継続。

外部研修
アルテコローレ造形(素材研究）・キャリアアップ研
修

随時 随時    報告書 11/６にアルテコローレの研修を開催。 実施した研修を保育に活かすことが出来た。 園外の研修に参加した職員が会議で報告。 他の講師にも研修を依頼し、園内研修をする。

ひらめき会議・久保研・藤森研 通年 １２回    報告書
久保研は管理職、藤森研は正職全員参加。パートは
録画を視聴。

全員で共有できるよう時間内での視聴を行う。 様々な研修を受けながら保育の質の向上に努めた。 次年度は形式を変えて学び合う場を設ける。

スケール・年齢別会議・新任研・キャリア別研修 通年 ２回 議事録
６月に幼児スケール終了。夏には年齢別会議にも参
加して保育の向上を図る。

１１月に乳児スケール、冬に年齢別会議終了。
保育を高め合う姉妹園交流の場として有意義に行え
た。

次年度も継続。

ヘキサゴン （スキルアップ支援プログ
ラム）

スキルアップ支援（シート＆面談） 3ヶ月毎確認 ２回 スキルアップシート 日程を決めて面談を実施。 日程を決めて面談を実施。 周知会として面談の内容をリーダーで共有した。 次年度も継続。

職員面談 （自己評価・他者評価） 目標面談・キャリアアップ面談 随時 随時 ヘキサゴンシート 
6月に第一評価者面談を行いヘキサゴンシートの書き
方について共有した。

秋と年度末に第一評価者面談を行った。
法人の理念研修終了後にヘキサゴン面談を行い、法
人理念の周知を深めた。

次年度も継続。

メンター・メンティ 新任職員と経験者の対話 ５月～２月 １０回   メンターメンティ報告書
記入しやすいように報告書のフォーマットを変更。
毎月実施している。

毎月の開催を依頼し、報告書が描きにくいと報告が
あった場合はフォーマットを訂正。

毎月の開催の確認を全体会で依頼、フォーマットも
書きやすいものにその都度変更した。

次年度も継続。

法人外部評価
第三者評価や施設関係者評価（学校評
価）の活用

第三者審査結果の今後の受審に向けて書類整理・マ
ニュアル更新

随時 ２回 審査結果書類
事務が産休に入り、派遣事務などが短期間で変わり
書類が点在してしまった。整理必要。

マニュアル更新。書類は日々の業務に追われなかな
か整理するまでいかなかった。

事務作業がうまく回らず、本部の援助を受け、何と
か今年度終える事ができた。

事務整理、書類整理していく。

人件費率マネジメント

適正な職員配置・保育教諭資格等取得支援・補助金
確保の為人員増
担任＋1名体制で残業なし。７：１：１確立 ６：
２：１試行

随時 随時 財務会議
担任＋１名での人員配置する。日中に作業行い残業
なし遂行。チーム保育加算２名分死守。

残業０死守。日中の作業は可視化し声掛けあい各ク
ラス偏らず作業するようにした。

作業をたくさん抱えている職員が必然的に作業に出
ているが、子どもと離れる時間も必要なので、調整
必要。

ノンコンタクトタイムの必要性を周知し、職員同士
で調整し合える仕組み作りを行う。

積立金確保 積立金１０％目標 毎月 １２回 会計表 目標遂行中。 目標遂行中。 ２０％の積み立てができた。
次年度も資金収支に注力し無駄をなくし有意義な資
金活用に注力していく。

適切な予算立てと予算執行
本部と連携予算立て・稟議書３社見積もり徹底・補
助金の獲得・コピー機入れ替え・園庭整備・

随時 随時 稟議書 コピー機購入・３社見積厳守・園庭整備２月予定。
雑然とした果樹のエリアを整備する予定だったが、
子ども達の発見や遊び探検など広がっているため追
肥のみで整備を見送った。

コピー機の購入に関して3社見積し姉妹園や本部と共
有することで有効な情報を得る事ができ安く購入で
きた。

3社見積の重要性を徹底。補助金の申請もれがないよ
う死守する。

人財定着化と個々の底上げ方法
（マネジメントブック糧の活用など）

糧・コンセプトブックを使っての勉強会（乳児・幼
児会議で読み合わせ）園長・主任チャレンジプログ
ラム

随時 随時 糧
会議前に読み合わせを実施。読み合わせの中で日頃
の自分の保育を振り返る機会とする。

幼児・乳児会議の際に読み合わせを行っている。 どの職員も子ども理解に努めている。 次年度も継続。

情報とテクノロジーを活用した運営

保育のマネージメント・チャイルドケアウェブの応
用。保護者との連携。連絡ノート廃止チャイルドで
のやり取り。Google使用し行事参加人数や出欠、感
想シートなどペーパーレスにする。

随時 随時 ipad

連絡帳はアプリを使用。日々の子どもの様子や成長
を保護者と共有。行事の出席確認や参加人数確認、
保育活動計画などの振り返りなどは全てGoogleを活
用している。

アプリの不具合で連絡帳が送信できないことがあ
り、チャイルドケアウェブに問合せしその都度解
決。Googleフォームを活用し、すべての感想や意見
をペーパーレスにした。

連絡帳をアプリにすることで、日中の子どもたちの
様子も保護者に伝えやすくなった。また時間も短縮
され効率的だった。Googleフォームを使う事で、ク
ラス別の集計が出しやすくなった。また保護者も電
子端末から入力できるようになり、提出が増えた。

次年度も同様に実施。保護者と保育者の使いやすい
ように、チャイルドケアウェブへ要望を出してい
く。次年度は身体測定の結果が児童票から共有しや
すくなる予定。

園の魅力を伝わらせるための広報・宣伝
実践

ホームページ、インスタの活用、地域広報、新聞折
り込みチラシ配布。近隣ポスター掲示。

随時 随時 SNS ホームページ、インスタグラムの随時更新中。
フォロワー数5919人達成。園の活動を広く広報で
きる媒体として活用していく。

ホームページにインスタと同じ内容のものをupする
などして、インスタ、ホームページの投稿回数を増
やす。

ホームページの更新頻度に偏りがあったため、次年
度は、定期的に行う。

養成校との連携・求人案内票送付・保育教諭確保の
ための資格等取得支援

随時 随時 求人票パンフ
インスタを見て園体験に参加した学生が来年度就職
予定。現在、アルバイトとして勤務をしている。

インスタを見ている方も多いので学生向けのイベン
ト等のお知らせも行う。

同じ学校からの依頼が多い。養成校との繋がりを広
げていく必要がある。

これまで通り、インスタ等を活用していきながら学
生向けの企画など充実させていく。

ハローワーク・就職フェア参加・お友達企画アピー
ル

随時 随時 求人票パンフ 6/4北ブロック就職フェア参加。 6月に就職フェアに参加。
就職フェアへの参加が減少している為、直接養成校
へチラシ、電話等でも対応した。

養成校との繋がりを密にしていく。

制度の活用と改善（ロビー活動など）・
企業と連携

ロビー活動の強化（地域自治体・議員・保育連盟へ
のアプローチ）

随時 随時 イベント案内状・はがき
市長が来園、園の保育や方針・理念をアピール。そ
の後市長の依頼で、現在取り組み中の保育プロジェ
クトチーム来園。

生活展に市長・議員・保育業界の方々に案内状を送
り来てもらった。自園の取り組みを見てもらえる良
い機会となった。

今年度市長に来てもらえたことでインスタフォロ
ワー数も増え地域の方々にも知ってもらえる良い機
会となった。

保育活動の可視化を目指し、市長・議員・保育連盟
会長などに都度お渡しし、アピールしていく。イン
スタ投稿・フォロワーへのアピールも遂行。
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内部研修

法人内研修
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分類 大項目 重点実施項目 実施項目（各園） 時期・(場所) 実施回数 担当者 確認事項 途中経過
結果

（2月記入）
ふりかえり

（2月記入）
次年度の取り組み

（3月記入）

教育・保育方針
(同年齢の活動・異年齢の活動Ｗスタンダー
ド）

理念研修
マネジメントブック「糧」音読

理念研修
職員会議

1人2回参加
毎月

記録
「糧」は職員会議の冒頭にその日の
司会がページを選び、音読し、選ん
だ理由を話してもらっている。

「糧」の読み合わせは継続して行っ
た。

理念研修の各自の振り返りを共有す
る機会を持つことができなかった。

理念研修での振り返りを保育実践に
反映させる。

保育者の関係性向上（同僚性向上） 天王寺リーダー育成プロジェクト
通年・随時

花園会
主任チャレンジP

随時 ・ ・ 面談・記録

キャリアアップメンバーを対象に
リーダーとしての役割を試行してい
るが、メンバーに変動が出ること
や、法人内での主任チャレンジプロ
グラムが始動するので、そちらにシ
フトしていく。

まずはリーダーとしてのそれぞれの
役割を果たせるように職員会議で毎
回それぞれの担当について進捗状況
を報告した。

毎月進捗を報告することで取り組み
が動いていることがよくわかり、保
育リーダーとしての自覚も生まれた
ように感じる。

リーダー同士での話し合いと職員全
体への浸透化を機能させていきた
い。

保護者対応（保護者支援）
クラス懇談会（ＺＯＯＭ＋対面）・保育参加
アンケート（行事、第三者評価）・有志でクラス親睦会

クラス懇談
５月・３月
保育参加

乳6月・幼10月

クラス懇談会
2回

保育参加
年1回

各クラス担任 資料・プレゼン資料
クラス懇談会、保育参加は実施済
み、意見箱も設置している。

12/1こども園化の説明会を実施し
た。

対面での参加が増え、質疑応答など
も活発となり、普段なかなか話せな
いことも話題にあがっていた。

アンケートの実施と保護者代表との
取りまとめについて検討していきた
い。

小学校・養成校など学校との連携
ビジネスフロンティア高校での運動会実施に向けて
学校協議会への参加（桃陽小学校、五条小学校）

運動会
10月

学校協議会
時期未定

運動会
年1回
随時

申請書・承諾書

10/12大阪ビジネスフロンティア
高校の体育館をお借りしての運動会
を実施。保護者席もゆったりと配置
することができた。学校協議会は未
実施。

3/4桃陽小学校学校体験参加した。
3/8桃陽小学校学校協議会に参加し
た。

近隣の施設との関係性が少しずつ確
かなものになりつつある。

繋がりを深めると同時にさらに関係
づくりを広げていきたい。

ボランティアプロジェクト
（対外、対内、両方とも含む）

大阪市私保育連盟養成校との懇談会への参加
常盤会短期大学、大阪教育大学、四天王寺大学からの有
償ボランティア受け入れ

養成校との懇談会
5月

ボランティア
随時

随時 ・ 記録

9/6私保連養成校との懇談会に出
席。在職職員の卒業生の養成校に実
習・ボランティアの受け入れ依頼の
手紙を郵送する。

実習生の依頼が増えた。ボランティ
アの依頼が2名あった。

実習生・ボランティアの受け入れマ
ニュアルが一部の職員にしか浸透し
ていない。

実習生・ボランティアの受け入れマ
ニュアルの整備を進めていく。

地域の子育て支援
園庭開放
子育て支援事業（こども園移行に合わせて試行期間）

通年
週1回

年８回程度
・

参加名簿・実施記録
アンケート

園庭開放は毎週水曜日実施。徐々に
利用数が増えて来ている。

園庭開放参加者にアンケートを実施
している。

月１回の子育て支援活動は実施でき
なかった。

毎月１回の子育て支援事業を実施し
ていく。

食育
大阪市基準から園独自のメニューや献立の確立、保育と
しての食育を考案

通年 毎日 ・ 給食会議

給食会議だけでなく、日頃からでメ
ニューやレシピ、味付け等について
意見を出し合い、できるところから
反映してもらっている。

栄養士が代わり新たな取り組みなど
は実施できていないが、日々の給食
は味付けなども美味しくなった。

野菜の皮剥きやクッキングなど食育
活動も取り組み始めている。

年間の食育計画を栄養士とリーダー
担当者で策定する。

保育環境
安全性、耐久性、遊び込める環境、落ち着ける環境、興
味関心が広がる環境を意識して、環境を豊かにしていく
（今年度から評価スケールへの参加）

通年

期案会議
年8回

評価スケール
年2回

各クラス担任
期案会議

評価スケール

7/12評価スケール（幼児）実施。
フリーデイと各クラスのコーナーの
作り方の難しさが課題。

評価スケール（乳児）公開保育を実
施。また絵本コーナーの環境づくり
をして備品（ソファ、絵本）を購入
した。

評価スケール参加により、クラスご
との環境づくりが向上したまま備品
も増え、場面に応じた環境構成がで
きるようになった。

自然物を用いた活動が展開できるよ
うな園庭の環境づくりをしていく。
フリーでいが展開しやすいようにク
ラス間でおもちゃ設置場所を見直
す。

①子どもの検診（内科検診、歯科検診）視力・聴力検査
②職員の健康診断（予防接種、定期健診、生活習慣病予
防検診）

①6月、10月、2月
②通年

内科年3回
歯科年3回

・クラス担任 Child Care Web
内科検診：6/19、12/4、3/4
歯科検診：7/20（幼児）、8/24
（乳児）

検診などは予定通り実施できた。
内科検診で保護者に質問表を配り、
園医に回答をもらった。

次年度も予定通り進めていきたい。

①避難訓練（火災、地震、不審者、消防訓練）
②ＡＥＤ、アレルギー、熱性けいれん、救急法
③BCP ④クライシスコミュニケーション

①通年
②緊急時の訓練

①毎月１回実施
②会議

③年２回④年２回

①避難訓練担当者
（輪番）
②

③④ ・

①避難訓練実施報告書
②会議録

③④マニュアル
毎月輪番制で避難訓練を実施。 毎月避難訓練を実施した。

毎月輪番性で訓練をしていたが至難
の仕方など全体での周知が曖昧な部
分があった。

避難訓練の担当を決め、１年を通し
て職員全体で避難の仕方などを周知
できるようにする。

ラボ（実践＝学び）（研究＝ふりかえり）
スケール（評価）

実践（研究）、記録、公開の流れを構築（年度末クラス
懇談会でのパワーポイント作成）

年2回 年2回 クラス担任 企画・立案・記録

クラスで掲示したドキュメンテー
ションをパワポに集約している。年
度末に1年分のまとめになる見通
し。

各クラス掲示したドキュメンテー
ションをPDFにし共有フォルダに
格納した。

今回はPDFとパワポに分かれてい
るので次年度はパワポを使う。

次年度からは各クラスパワーポイン
トにて格納する予定。

ライブラリー（データベース・ファイリング） ドキュメンテーションをデータ化と冊子化 通年 毎日 クラス担任 Child Care Web

4月から１週間ごとにクラスで掲示
している普段の保育の様子（ドキュ
メンテーション）をパワポと冊子に
まとめている。

完成したものを冊子にして保育室前
に掲示する。

保護者に日頃の様子を伝えるだけで
なく子ども保育の振り返りにつな
がった。

引き続き掲示していく。

内部研修
園内公開保育（近隣の園や養成校関係者なども巻き込ん
で）

通年 年２回を予定
該当クラスまたは

活動を特定
研修記録

12/19公開保育実施。生野ブロッ
ク加盟園、近隣施設などに呼びかけ
る。

公開保育を実施し、ひらめき研でま
とめを発表した。

近隣の保育園や小学校、姉妹園の先
生方が見に来てくれ、様々な視点の
意見をもらうことができた。

準備・計画を早い段階で始めておく
とよりスムーズにできると感じた。

外部研修 大阪市私立保育連盟、キャリアパス研修 通年 1人1回 正規職員 報告書
11月キャリアアップ研修（障がい
児保育）に参加する。随時、研修に
参加していく。

３年目以上の職員が受講することが
できた。

人権講座を受講できた。
新しく３年目になる職員も加わるの
で１〜２講座受講できるようにす
る。

法人内研修
運動会研、藤森研、ひらめき研、久保研、ライジン、新
任研修
年齢別会議

随時 未定
参加該当者

カバゴンアンケート
記録

各研修参加者が会議で報告し共有す
る形を取っているが、なかなか共有
する手立てや時間を確保することが
難しい。

公開保育からひらめき研への問いと
して継続して園全体で取り組んだ。

全ての研修を共有することは難しい
が、園内の取り組みの中にいかに組
み込んでいくかが課題。

情報過多にならないよう、テーマを
絞り込んで共有する形を考えてい
く。

ヘキサゴン （スキルアップ支援プログラム）
スキルアップ項目の確立とリーダーの役割確立（スキル
アップ面談、メンター・メンティともリンク）

4月、10月、1月 年３回
・ ・
・ ・

評価結果・記録

毎月職員会議の次第に各自の担当箇
所が書き込みできるようにしてい
る。書き込みや口頭で全体共有をし
ている。

スキルアップの話はできたが最終の
話ができなかった。

リーダーの役割については話し合う
ことができた。スキルアップはしっ
かり実施したいと思った。

リーダー会議を行いながら職員全体
のスキルアップを底上げしていく。

職員面談 （自己評価・他者評価） スキルアップシート＆職員面談 4月、8月、1月 年３回 ・ 面談記録・評価シート

毎月１回15分～30分程度実施。保
育における悩みや相談ごとなどを雑
談を交えつつ面談している。その都
度振り返りを記入。

リーダーメンバーのスキルアップ
シートによる面談が実施できなかっ
た。

掲げていた目標に沿って取り組めた
職員と、状況に応じて取り組んだ職
員との差が出た。

面談時は本音で話せるように、スキ
ルアップの面談と分けて行う必要が
ある。

メンター・メンティ メンター・メンティの定着 5月～2月 年10回 ・ ・ 面談

毎月１回15分～30分程度実施。保
育における悩みや相談ごとなどを雑
談を交えつつ面談している。その都
度振り返りを記入。

毎月１回実施。３０分程度面談し振
り返りを行った。

日々の保育の悩みや私的な雑談を交
えて話を共有できた。

新任の人数も増えるので乳幼児での
悩みを共有できると良いと思った。

法人外部評価
第三者評価や施設関係者評価（学校評価）の活
用

第三者評価受審（大阪市民間移管の公募要件） 通年 未定 全職員 令和5年度受審
IRES（評価基準研究所）にて受
審。2/19訪問調査。

訪問調査を終え、現状の課題や整
備・未整備がよくわかった

園としての方向性が見えてきた。 次年度はECEQを受審する。

2023年度 天王寺保育園 事業報告

LLを柱とした
保育実践と研鑚
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人財育成・人事評価

地域貢献

危機管理

委員会活動の強化

研修の充実

-50-



分類 大項目 重点実施項目 実施項目（各園） 時期・(場所) 実施回数 担当者 確認事項 途中経過
結果

（2月記入）
ふりかえり

（2月記入）
次年度の取り組み

（3月記入）

人件費率マネジメント
適正な配置基準と特別支援（加配）や大阪市単独の補助
金を獲得する

通年 随時 事務員・主任

委託費申請書
補助金実施要項

加算申請書
処遇改善申請書

今のところ予算通り補助金等は交付
される見通し。配置基準の適正化を
図るが収入が少ないため人件費比率
の大幅な改善は難しい。

人件費比率は高い。収入が少ないこ
とが原因である。

保護者徴収金もないことも若干の影
響あり。

こども園化により経営状況を改善で
きる見込みである。

積立金確保
財務状況の安定化を図り、姉妹園への返済計画を本部と
調整して決めていく

年4回程度
6月、9月

12月、2月
・ 予算・補正・決算

今年度の積み立ては難しい状況。次
年度（こども園化）より積み立ての
見通しを立て、返済計画を立ててい
く。

現状では積み立てが厳しい状況
福祉医療機構の返済なども踏まえて
返済計画を立てる必要あり。

こども園化により経営状況を改善で
きる見込みである。

適切な予算立てと予算執行
実態に合わせた細かいシュミレーション（予算段階で実
態との齟齬をなくす）

通年 月1回チェック ・ ・
貸借対照表

資金収支計算書
事業活動計算書

毎月の試算表チェックと辻田先生と
の確認を怠らないようにする。

給食材料費が高騰している。固定資
産はプールと日除けを購入した。

物価高騰の影響が出ている。
こども園化により経営状況を改善で
きる見込みである。

人財定着化と個々の底上げ方法
（マネジメントブック糧の活用など）

新人さんいらっしゃい、ロケーションシステムの仕組み
構築と精度の向上
（内部監査）

通年 随時 ・ ・ シフト表

新人さんいらっしゃいの書類作成。
今年度の新任職員は実施済。管理職
とのレクチャーは未完了。来年度、
新人へのレクチャーを予定。

今年度の新任職員に実施できた。
管理職へのレクチャーまではできな
かったので次年度に活かしていく。

実際にやってみて項目の見直しが必
要である。

情報とテクノロジーを活用した運営
Child Care Webをフル活用（連絡帳機能、健康手帳、
午睡チェック、ホワイトボード、緊急連絡、ブログ、書
類PDF）

通年 随時 ・ ＰＣ／ｉPａｄ

日々の連絡帳記入や日誌などの事務
記録に活用している。健康手帳のみ
システム未開発のため来年度以降検
討中。

健康手帳からアプリへと移行。特に
不具合なく実施できた。

特に問題なく進めることができた。
常に業務を改善できるようにしてい
きたい。

新しく活用できるものや今あるもの
をより良くしていきたいと思った。

園の魅力を伝わらせるための広報・宣伝実践 パンフレット制作、Instagram、HPの活用・法人広報 通年 随時 ・ 画像・動画配信

HPはクラスごとに輪番制にしてい
ることで、定期的に更新ができてい
る。Instagramは更新が滞ること
が多いので、HP同様輪番制を取り
入れる予定（年明け頃より開始予
定）。

HP・Instagramの更新も予定通り
行うことができた。

フォロワー数増に向けて取り組んだ
が、一定期間かなり伸びたがその後
横ばいとなった。

配信の頻度を上げたり、内容に変化
を持たせたりして、注目される
Instagram・HPを目指していきた
い。

採用活動の強化
求人媒体の写真や求人票の精度を上げる・大阪市私立保
育連盟保育士支援センターの活用・大阪市私立保育連盟
主催就職フェアへの参加

通年 年２〜3回 ・ パンフ・ホームページ

HPは毎週更新。（各クラス輪番
制）こども園用のパンフレットはた
たき台完成。載せて欲しい情報は何
かを選別中。

Instagram・HP、実習生、養成校
紹介など、求職者からのアクセスで
採用に繋がった。

養成校への求人や就職フェアでの採
用につながらなかったので次年度の
課題である。

園見学会や体験会など対面とオンラ
インなどを交えて、集客力を上げて
採用に繋げていきたい。

制度の活用と改善（ロビー活動など）
大阪市私立保育園連盟・天王寺区社会福祉協議会・こど
も園化

通年 随時 案内・送付物
私保連の会合にて積極的に名刺交換
など行う。社協に交流・連携の案内
文を郵送した。

私保連会長、ブロック会会長、私保
連研修部等の関係者とのやりとりあ
り。

大阪市と大阪市私保連の関係なども
少しずつ見えてきた。

他法人や私保連関係者との関係性を
深める機会を逃さないように行動し
ていく。

財務
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運営強化
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分類 大項目 重点項目（全園） 実施項目（各園） 時期・(場所) 実施回数 担当者 確認事項
途中経過

（半年後）
結果

（2月記入）
ふりかえり

（2月記入）
次年度の取り組み

（3月記入）

各会議（糧、コンセプトブック、園マニュアルの読み合わせ）
各会議・M研

運動会・発表会
年12回

クラス会議録
全体会議録

日頃よりマニュアルを活用しているが、アップデー
トの必要性を感じ、整理整備に取り掛かる。

全体会議にて毎回司会担当が糧のペー
ジを選び、読み合わせ、選んだ理由を
発言する。近況や課題に応して、園長
が解説を加えることを毎回行った。

マニュアルの項目から様々な事を抽出
できる人と記された範囲で留まる人の
傾向が見えた。園が大切にする内容と
理由を明文化する必要性を感じた。

マニュアル等の見直し、明文化した内
容の作成。判断が必要な事案等をピッ
クアップし、経緯を分析した考え方の
幅を各人が掴み取れるよう仕掛ける。

学年会議（0・1歳、2歳、幼児：糧、コンセプトブック、園マニュアルに
沿って検討立案）

毎週 毎週
クラス会議録
全体会議録

週案等振り返る際、マニュアルや発達に沿って話
し、活動を組み立てる時点から深く検討した。

現在の子どもの姿を、どう活動に繋げ
ていくかを考える思考になってきてい
る。

会議の最後の方で討論するような話が
あり、時間を超えてしまうこともあっ
た。理由として、議題となるべき内
容、普段の会話で解決できる内容が混
ざってしまっている時があると分析。

昼の時間帯を保育準備振り返りや同僚
との打ち合わせ、主任への相談に活用
するための職員配置とマインド変換を
めざす。

全体会議 毎月 年12回
クラス会議録
全体会議録

各人が思いや考えを発言できるよう、毎回グループ
ワークを設けた。結果として、新入職者の発言量も
増えてきた。

グループワーク内で話し合う前に付箋
を使って自分の意見を書く時間を設け
るとより深い話ができるようになっ
た。

グループワークを行うことで自分の意
見を発したり相手の意見を聞くことが
増え、対話が活発になった。

明文化されている内容と実際に起こる
事案の幅の中で、どの様なグラデー
ションを持って判断したかを出し合い
ながら、共有していく。

小グループによる活動サポート（保育、行事、係） 日々適時 適時
クラス会議録
全体会議録

各グループ、各担当、連携をとりながら取り組む事
が出来ている。

連携を取りながら進めているが、グ
ループ、担当内だけでやりきる姿があ
る。

行事担当や誕生会係など、係が重なっ
てしまう職員もいて負担がかかること
もあった。

昼時間、ミーティング、全体会議に
て、状況や進捗が常に話題となるよ
う、こまめに聞き出す。

連絡伝達機能（全体連絡ノート、昼ミーティング）
日々

昼ミーティング
随時

昼ミーティング
全体会議録

必要な伝達は、パート職員も含め機能している。
昼MTの全体共有したい内容は、ノート
に蛍光ペンで強調するなどした。

全体会の次第を職員LINEで共有するこ
とで、ペーパーレスになった。

個々の理解度や処理度はさておき、運
用はすっかりと定着したので、充実を
図る。

職員連携見える化（休憩、ノンコンタクトタイム、親コンタクトタイム） クラス会議 毎週 運営会議録
自分が利用する時間以外も意識できるよう、ノンコ
ンタクト担当表を交代で付け替えた。

会議や振休の調整をお互いで行ってい
た。

ノンコンタクトタイムがなくなった
時、なしになるのか、ずれるのかの認
識を統一する。

ずらさず、なしで対応。万が一偏りが
大きい場合は、調整する。

クラス懇談（4月、1月）、保護者参観（6月）、祖父母参観（10月）、
個人懇談（11月）保護者会（７月）、セルフモニタリング（3月）

6・10月 年中受付
懇談議録

個人懇談記録
参加者名簿

対面が可能となり、実際に足を運んで参加してくれ
る方が増えた。

保護者参観、祖父母参観、どちらもコ
ロナ禍前の様にたくさんの参加を頂け
た。

どの会も大きな混乱なく、園運営や想
いをたくさんご理解を頂けていると感
じられた。

意味や意義をしっかりと判断し、伝え
て、対面とハイブリッドを使い分け、
実施していく。

親コンタクトタイム
各クラス
週１回～

随時
体制表

チェックリスト
どの保護者と話をしたか記録をつけ、偏らない様に
取り組めた。

クラス会議で回数等ふりかえること
で、担任同士でも確認することができ
た。

苦手な保護者には意識的に声をかけて
いくことでトラブルの伝達もしやすく
なることを共有する。

偏りなく、積極的に関わること、トラ
ブル報告一辺倒にならぬよう、回数や
内容が残せているので、継続。

小学校・養成校など学校との連携 ①実習生受入れ、ボランティア受入れ②インターンシップの受け入れ 随時
①年５回
②随時

クラス配置表
インターンシップ１名受け入れ。専門学校の実習依
頼が来るようになった。

年度後半、実習生2名受け入れ。
行事期間中の実習生と担任とのふりか
えり時間が不十分なことがあるので、
担任任せにはしないで声かけをする。

2024へ向けた新卒採用の問合せすら
無かったので、そこを意識した関係作
りを行う。例として、2年目職員一緒に
卒業校へ訪問。

施設開放：①園庭開放②サーキット開放③おやつ講座
①月～金曜日
②第4木曜日

①複数回
②年12回

参加者名簿
遊びに来てくれる方が増えたように感じる。
Instagramなど発信を増やすことによって、色々な
情報が広がっていると実感した。

園庭開放やサーキット開放を利用した
方が、夏祭りやマルシェなどの行事に
参加してくれた。おやつ講座は未実
施。

インスタやケアプラザで宣伝が参加者
の増加に繋がったのだと思った。コロ
ナ禍の規制より変化してきているの
で、来年度も続けていきたいと思っ
た。

地域連携で、マルシェ以外の取り組み
集客率は上がっている。よりネット
ワークを広げる。

行事参加（もみの木マルシェ、移動動物園、移動水族館など） 各日程事 各認定事 参加者名簿
HPやインスタで宣伝したため、地域の方の参加が増
えた。

HPやインスタの他に地域の掲示板やラ
フール（市の情報ツール）を利用する
ことで地域の参加がさらに広がる。

地域の方の参加は昨年度より増加。引
き続き情報開示しもみの木を知っても
らうようにする。

地域連携で、マルシェ以外の取り組み
集客率は上がっている。よりネット
ワークを広げる。

他施設赤ちゃん広場との連携（保育・食事・看護） ケアプラザ 年4回程度 年間予定表
園長・看護師・乳児担任で参加した。保活をしてい
る保護者と直接話す機会が多くあった。

ケアプラザで交流があった方が一時保
育を利用し、入園の獲得に繋がった。

顔馴染みが増えた実感を感じる。知っ
てもらうよい機会となっている。

区主催イベントを共催した。継続する
とのこと。1号入園につながったので、
積極参加。

なかよしランチ：食事に関する情報提供 状況次第 状況次第 献立・参加者名簿
1号見学会で食事の提供をし、参加者と食事の悩み
について話し合いを行った。

なかよしランチの実施なし。
一時見学会や一時保育利用者に対する
食事相談のみを行った。今後どのよう
に地域支援を行っていくか検討。

なかよしランチを親子、地域近隣の
方、２バージョンを4月から実施。

ボランティアプロジェクト
（対外、対内、両方とも含む）

園サポート（ハッピークラブ活動、サンタクロースの依頼） 園周り・12月 年3回程度 フォトレター
卒園生の保護者が園庭に苗を植えて、手入れの手伝
いをしてくれた。

まざーる（地域ケアプラザ運営、赤
ちゃん広場）などで、遊びのサポート
を受けたり、たまりんば（近隣NPO法
人運営、憩の場）の人達と子どもと交
流した。

昔の遊びなど、地域の力を借りる方法
の検討。

新たに畑のボランティアを依頼予定。

クッキング計画 随時 随時
保育日誌

給食会議録

クッキングデイリーの作成をし、活動をスムーズに
行うことができた。また、次回の見通しを持つこと
ができた。

定期的にクッキングや食育活動を計画
し、実施することができた。

子どもの興味のあるものを担任と共有
し実施。今後どのように広げていきた
いかをデイリーを活用しながら行うこ
とができた。後半になるとデイリーの
提出が遅くなり、負担になっていると
思うことがあった。

実施回数や取り組み内容の幅が年々広
がっている。園の特徴、特色の1つとし
て、周知を意識して継続していく。

マナー、食事作法 随時 随時 給食会議事録
毎月1回、幼児クラスにマナーや、水分補給につい
ての食育を行った。箸は順調に進んでいる。

毎月1回の幼児クラスへの食育と、2歳
児への手洗い指導を行い、給食前、お
やつ前に手洗いをする子も多く見られ
た。箸もあと数名を残してはいるが、
順調にすすめられたと思う。

箸については、年長児になると持ちや
すい持ち方になってしまう子も多く見
られたので、引き続き声をかけてい
く。

引き続き、担任と連携しながら、継続
して取り組んでいく。

栽培体験 随時 随時 フォトレター

園庭畑：２歳児
プランター：１歳児
2階プランター：幼児
畑：5歳児

担任と給食職員で準備を進め実施。
フォトレターで保護者に知らせること
ができた。

年度後半、行事が増えてくると食育の
計画から実施までの日程に無理が生じ
ることがあり、余裕が必要。

畑の管理者都合により使えない。園庭
やテラスを活用するが、ケアプラザと
連携して、地域の方のサポートを受け
ながら行う。

掃除・美化活動・ロケーションシステム 毎月全体会議 毎月 全体会議録
毎週金曜日を各クラスで環境整備の日として活動。
ロケーション作成も同時進行。

環境整備のチェックリストをクラスで
作成し、確認するようにした。ロケー
ション1/2完成。

ロケーションが使えるものになってい
るかアンケート実施。今後に生かすよ
うに検討中。

ロケーションシステムの完成と運用を
確実に行う。

幼児コーナー、2階テラスの内容充実 幼児会議 毎週 幼児会議録
各コーナーの玩具・環境設定を確認。子どもの様
子、育ってほしい姿に合わせて玩具の入れ替えや購
入、レイアウトの変更を行った。

定期的に環境の見直しを行い、必要に
合わせて変更した。ボール遊び等の時
間を確保できるよう夕方園庭遊びだけ
でなく、テラス遊びも選択できるよう
にした。

子どもの遊びの様子に合わせて随時
コーナーを変更することができた。

畑が使えなくなるので、園庭とテラス
の活用が必須となる。地域の方のサ
ポートを受けながら、暑さ対策など対
応していく。

乳児コーナーの内容充実
ふじ会議
0・1会議

毎週
ふじ会議議録
0・1会議録

っj
パズル、天蓋などを購入し、環境に設
定した。レイアウトもその都度話合
い、変更を行っている。

会議の話合いから、すぐに購入できな
かったので、すぐに実施できるように
したい。

子どもの様子、姿に適宜対応できる
様、クラス内やクラス会議にて確実に
対応していく。

園庭遊びの充実 随時 随時 全体会議録
自然物が減る冬季での園庭遊び充実を園内で検討
中。

未実施。園内から先に進めているので
次のステップで実施したい。

園庭改造の案が決まったので、実施す
る。

冬季に向けて、園庭改造を確実に実施
する。

園外環境の整理（目的、趣旨にあった活用） 随時 随時 全体会議録 外倉庫の整備を実施。ロケーションを作成中。
外倉庫のロケーションは実施済み。不
足分は修正し今年度中に実施予定。

次々に物が増えていく現状があるの
で、仕組みを考えていきたい。

ロケーションシステムの完成と運用を
確実に行う。

①感染症対策②避難訓練③防犯訓練、救急救命 毎月
①随時

②月1回
③年1回

全体会議録

①感染症拡大時にPOPを掲示。
②毎月避難訓練を実施。
③３月に救命救急講習を受講。防犯訓練は１２月に
実施予定。

①②継続して実施。
③12月に不審者侵入対応の訓練を実施
した。

必要に応じて定期的に実施することが
できた。

BCPの見直しと改訂を行う。

危機管理会議（先手の対応対策） 毎月 月１回 危機会議録
過去のヒヤリハットを参考にヒヤリハットマップを
更新した。

ケガの軽減に繋がるよう受傷伝達メモ
の書式を変更した。

ヒヤリハットマップをより有効に活用
できるように危機会議等で話し合いを
していきたい。

引き続き、会議の持ち方と皆の意見を
集め方を意識しながら活用に注力す
る。

子どもと職員の健康診断
子：5・10月

保：6月
子：年2回
保：年1回

看護師
健康台帳

健康診断結果
園児健康診断実施。結果を保護者に報告。
職員健康診断実施。

予定通り実施。
いつも園医（園医・歯科医・学校薬剤
師）との連携がとれ、相談等も対応も
らっている。

引き続き、抜け漏れなく実施する。

ア
カ
デ
ミ
ー
（

保
育
&
教
育
の
質
の
向
上
）

2023年度 つどいの森もみの木こども園 事業報告

理念に基づいた
教育・保育

地域貢献

委員会活動の強化

食育

教育・保育方針
(同年齢活動・異年齢活動、Ｗスタンダード）

保育者の関係性向上（同僚性向上）

地域の子育て支援

保護者対応（保護者支援）

保育環境

危機管理
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分類 大項目 重点項目（全園） 実施項目（各園） 時期・(場所) 実施回数 担当者 確認事項
途中経過

（半年後）
結果

（2月記入）
ふりかえり

（2月記入）
次年度の取り組み

（3月記入）

実践活動目安表（運動遊び、制作活動、リズム＆わらべ）
①基本毎日
②週1回

①基本毎日
②週1回

・ クラス会議録・
全体会議録

クラス会議で週案と共に確認。
引き続き、クラス会議で週案と共に確
認。

目安があったことでどのクラスも定期
的に取り組むことができていたように
感じる。

園内公開保育の際、必ず運動遊び、制
作活動、リズム＆わらべから活動を選
び、実施する。

ポートフォリオ（もみのキッズ）作成と発表
園内掲示

全体会議にて発表
1人年4回 もみのキッズ

各月担当者が作成し、廊下に掲示。書き方を共有
し、共通の視点を持てるようにしている。

パート職員対象の研修で発表をし、保
育で大切にしていることを共有した。

もみのキッズを書くことで、職員が共
通の視点を持ちやすくなり、保育の充
実に繋がった。

共有は充分果たせたので、「なぜ、そ
の言葉や行動をチョイスしたのか」
等、ツッコミを増やし、他人事から自
分事となるきっかけ作りとする。

ライブラリー（データベース・ファイリング） サーキット映像、もみのキッズ 随時 随時
サーキット動画
もみのキッズ

サーキット動画はまだできあがっていない。 もみのキッズは担当職員が毎月発行。
考察を法人や園の理念に結び付けるよ
うにすることで、内容が具体的になっ
た。

映像を懇談会や説明会にて活用する。

園内公開保育 随時 随時
公開保育計画書
観察者シート

振り返りでは観察者に良いところだけでなく、次へ
のアドバイスも必ず伝えてもらった。

２年目の職員も堂々とアドバイスを伝
えるなどよりよくなるようお互いが良
い点、改善点を意見交換することがで
きた。

活動内容は個人に任せたため振り返る
のが難しい活動もあった。

必ず運動遊び、制作活動、リズム＆わ
らべから活動を選び行う。また、観察
者から疑問質問ツッコミを行い、選択
の基準を共有していく。

M研（パート研修） 年１回 12月 研修記録
運営会議で出た事案をパート職員に伝えるため、緊
急で８月に開催。別で１２月にも実施予定。

１２月に実施。
予定通り実施。疑問や困りごとが多く
出た。

これまで通り、悩みや共有を行いなが
ら、役割や立場を明確にしていく。

運動遊び実践 適時 適時 全体会議録
学年毎に取り組んでもらいたい内容を明示し、アー
カイブラリー動画を見て行っている。

クラスでの取り組み頻度が増え、運動
会へ向けた取り組みがスムーズだっ
た。

各人が一定の手応えを持つ事につな
がった。次は、鬼ごっこなど冬季活動
の幅を広げたい。

園内公開保育では、必ず運動遊び、制
作活動、リズム＆わらべから活動を選
び行ってもらう。

行政研修 随時 随時 研修報告 エキスパート研修、各自順調に受講中。
各自で聴講・対面研修に参加。ほぼ受
講できた。

個人の問題ではあるが、聴講時間を作
ることがでなかった者もいるので、研
修申し込みの際の説明を充実させる。

エキスパート研修もほぼ取得。他の研
修への参加も増えてきたので、継続し
ていく。

 講師依頼研修（環境：キッズ岩城） 6月 年１回 研修報告
6/12に実施。課題をクラス会議にて確認し、継続
して課題に取り組んでいる。

継続して、共通言語や認識を持って取
り組むことができている。

年間通して共通言語や認識として持つ
ことができたことは大きかった。

専門的な方に携わってもらえる機会が
沢山あるので、任せきりでなく教育保
育の一部として活かす。

公開保育、スケール ６・７・11月 年3回
研修報告

全体会議録
６月に幼児クラスを実施。 １１月に０,１歳児クラスを実施。

多くの職員が多園を知る事ができた。
同じや違いを目の当たりにして、考え
る機会が持てた。

考える材料や機会を増やす為、引き続
き取り組み事と姉妹園シャッフルを新
たに行う。

藤森研・久保研・平林研（管理職の知の開拓と実践の言語化） 年4回ずつ 年12回
研修報告

全体会議録
研修の内容によっては管理職だけでなく、現場の職
員も参加し、全体に共有。

中間と変更なし。
職員全員との共有は難しいが、思考や
視点の幅は緩やかに広がっているとは
感じている。

形式が変わる事になるが、園内で深め
る事と園外から取り入れる事を今後も
続けていく。

行事見学（アルテ作品展、ハットナラ、せみなーれフェスタ） 年3回 年3回
研修報告

全体会議録
今後参加予定。 自主的に参加する職員のみ実施。

ある意味完成の姿となるので、過程や
普段を知っていく取り組みを行いた
い。

姉妹園と連携して、見て感じる機械を
増やす。

ヘキサゴン （スキルアップ支援プログラム） ヘキサゴン・スキルアップシート 8月・2月 年２回 スキルアップシート
悩みを聞いたり、用紙に記入しながら今後努力する
部分の確認をしたりした。担当で集まり、話の共有
をし、次に繋げている。

年間の予定通りに面談を実施し、スキ
ルアップ会議を行った。

会議の初めに1人ひとりの報告をする時
間を設けた方が良かった。

職員間で関係を持つ機能は果たせてい
るので、専門職として具体的な目標に
つながるよう少し先の自分をイメージ
して書く、そして、宣言する。

職員面談 （自己評価・他者評価）  個人面談（正規面談、パート面談） 中期・後期 年2回 スキルアップシート
スキルアップシートを活用して、園長と主任とで行
う。様々な話ができた。

本人の思い、管理職の願いをより合わ
せる事はできた。

本人達のやり甲斐や達成感へ繋げる
為、決まり事と判断する事をもっと
はっきりさせる必要がある。

躊躇しないで園からの期待を事前に伝
える。

メンター・メンティ 3組にて実施（2年目3人と新入職3名） 毎月 年12回 実施記録
月に1回、面談を行う。仕事での悩みや個人的な相
談などを行っている。

定期的に開催できており、話し合いが
出来た。相談だけではなく、上手く
いったことなどを話すことで自信に繋
げていっていた。

話し合いが同じクラスの担任以外が担
当していたが、時期に合わせて担当を
交代していくと相談もはかどるのかも
しれない。

次年度は新卒採用者がいないので行わ
ないが、その分、スキルアップや係り
などでの連携や関係性の成熟を目指
す。

法人外部評価 第三者評価や施設関係者評価（学校評価）の活用 セルフモニタリングの実施（全保護者対象の園評価） 適時 適時 全体会議時に報告 12月保護者アンケート実施予定。
12月に保護者アンケート、保育士の自
己評価、こども園の自己評価を実施。
懇談会で報告。

スケジュール確認をアンケート直前で
はなく早い時期に検討する必要があ
る。

11月18日に配布し、12月７日〆切と
する。

人件費率マネジメント 適正な配置、業務内容の見える化 随時 随時 体制表
夕方の職員配置を、昼ミーティングで話し合い、子
どもの人数等考慮し、全体共有した。

「夕方〇人必要」という中に、子ども
の出欠を合わせて考えて体制表を見る
ことができた。

年度末に向けて、クラス内の配置を見
直すことで、発表会準備にまわること
ができた。

引き続き必要なタイミングを意識して
配置する。

積立金確保 積立金目標の達成 毎月 毎月 月次収支計算書 積立予定通り達成見込み。 積立予定通り達成見込み。
都度、複数人で確認したことで、大き
な見誤りは、無くなった。

引き続き複数人で話題とし、確認しな
がら取り組んでいく。

適切な予算立てと予算執行
玄関手洗い場、バックヤードフェンス改善、パソコン買い換え、フローリ
ング清掃

毎月 毎月 月次収支計算書
4・6月パソコン買替完了。11月手洗い場設置完
了。

フローリング掃除以外、完了。
フローリングに関しては、園舎の健康
診断にて相談。

来賓下駄箱、バックヤード整備、
iPad5台、見守りカメラ

同僚性の向上 随時 随時 全体会議録
全体会議では必ず小グループでグループワークの時
間を設け、話し合い、発表してもらった。

運動会、発表会では担任だけでなくペ
ア（チーム）で動く。

他クラスの職員と意見交換をすること
で、自分では気が付くことができな
かった子どもの姿を共有していた。

ここ2年ほど意識して取り組んだ結果、
共有共感は充分果たせたので、お互い
を信用して疑問質問を出す機会を意図
的に盛り込む。

業務内容の精査と連携 適時 適時 運営会議録
運営会議を週１回、各クラスから代表者を入れた運
営会議を月１回実施。運営強化に努めた。

ノンコンタクトタイムでは業務内容を
記入し、業務の見える化をした。

見える化は進んだが、内容の吟味は課
題。

引き続き取り組みながら、内容に関す
るツッコミを入れる。

1号獲得にむけて（連携園や地域へ） 適時 適時
ホームページ
Instagram

これまで通り見学や体験を行う事ができたが、入園
まで至らなかった。原因を検証中。

地方から引越された新４歳児が２名入
園決定した。ホームページからの問い
合わせだった。

ホームページを見て、共感頂く頻度は
高いよう。ホームページ閲覧と来園に
導く仕掛けの充実が必須。

Instagram活用と地域イベントへの参
加を実行する。

サーキット中心に発信 随時 随時
サーキット動画
ホームページ

サーキット発信でなく、様々な保育内容発信を行う
ことはできた。

懇談会等において説得力を持たせるた
めに動画の必要性を感じた。

写真は沢山撮れているので、動画を撮
る工夫、写真を活用する工夫を検討。

クラス懇談や説明会等、積極的に活用
する。

地域との連携（他の赤ちゃん広場やサークルとのつながり） ケアプラザ 年４回程度 年間予定表
複数の職員、交代で出向き、様々なご家庭と関われ
た。園の日常や当たり前とは違う方向から物事を聞
いたり考えたりできた。

近隣園や地域の方との交流はあった。
しかし前年度は地域支援施設に毎月足
を運び、交流はあったが今年度は数回
となってしまった。

ケアプラザでお話しした方が、一時保
育の利用や来年度入園してくれるなど
成果につながった。今年から他園と
ローテーションでケアプラザを訪れて
いたため来年度は訪問回数を増やして
も良いと思った。

必要な人へ必要な情報が届く連携は深
まってきたので、今後も連携を保ちな
がら、サポートいただいながら、止ま
らず工夫し、実践する。そのために、
中心となる担当を決める。

ホームページとInstagramの活用 毎月

HP
月２回

Instagram
月３回

ホームページ
Instagram

ホームページ、Instagramを輪番制にしたため係だ
けに負担がかからず、定期的に更新できた。

instagramやホームページを見て園行
事に参加したり、園見学に繋げること
ができた。

instagramの更新頻度を輪番制にした
ため1年間を通して定期的に更新するこ
とができた。来年度も輪番制を取り入
れ定期的にinstagramを更新していき
たいと思う。

ホームページへ導くためのInstagram
活用を意識する。

関東園長会、地域園長会と情報共有、ハローワークや就職フェアへ
情報交換をする中で、どの園も厳しくなっていると
の事。LINE、indeedの活用は多かった。

夏以降、新卒からの問い合わせが無
かった。

待つから動くへのシフトチェンジ。
実績を確認しながらフォーラムなどへ
参加する。

養成校との連携（職員卒業校とのパイプづくり、実習生の引き入れ） 実習生を受け入れることは継続的に行った。
実習生を受け入れることは継続的に
行った。

来てくれる人は拒まないが、来るまで
待たなければならない。こちらから集
める動きも必要。

新2年目職員と卒業校へ訪問する。

公私施設、地域情報の収集
区役所が単独で行っていた未就園児向けのイベント
に参画し、公私連携のモデルとなった。

横浜私保連の手伝いに参加。状況や情
報を知った。

地域連携などは機能し始めたので、違
う場へ顔を出していく時期かと感じて
いる。

様々なイベントに参加できるよう動
く。横浜私保連研修員へ参加。

アンテナ塔として情報発信、ランドマークとして場所提供
情報発信の頻度や種類は増えたが、注目度や影響力
はまだまだ低いよう。

広い世代にある程度、認知して頂いて
いるが、交流はまだ少ない。

発信力や発信内容には、まだまだ課題
がある。

新たな活用として、土曜日に親子運動
を計画。

ア
カ
デ
ミ
ー

内部研修

外部研修

制度の活用と改善（ロビー活動など）

園の魅力を伝わらせるための広報・宣伝実践

マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト

財務

研修の充実

採用活動の強化

ア
カ
デ
ミ
ー

&
マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト

人財育成・人事評価

情報とテクノロジーを活用した運営

法人内研修

運営強化

人財定着化と個々の底上げ方法
（マネジメントブック糧の活用など）

ラボ（実践＝学び）（研究＝ふりかえり）
スケール（評価）

LLを柱とした
保育実践と研鑚

適時 適時 運営会議録

適時 適時 運営会議録
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分類 大項目 重点項目（全園） 実施項目（各園） 時期・(場所) 実施回数 担当者 確認事項
途中経過
（半年後）

結果
（2月記入）

ふりかえり
（2月記入）

次年度の取り組み
（3月記入）

乳児・幼児会議で理念研修（糧・コンセプトブック
読み合わせ）一円会議

通年 各週１回 ・ 乳児幼児会議録
乳幼児会議で毎月1回実施。少人数毎の
形は後半行う。

乳幼児会議の中で実施。少人数ではなか
なか時間が取れなかった。

コンセプトブック・糧を中心に行う機会
を持つことができた。

次年度、派遣職員やパート職員が増え正
規以外の職員への理念研修も必須。

月案会議（理念に基づく） 毎月 年１２回 ・ 月案・振り返り 予定通り実施。
予定通り実施。理念に基づき各クラス
毎、トピックウェブを用いて行った。

各クラス毎に主任と保育の内容をしっか
りと話す機会を持つことができた。

継続して月１回トピックウェブを用いて
行っていく。

運営会議・リーダー会議 毎月 年１３回
・

議事録
運営会議は月1回以上,必要に応じて行っ
ている。3名のため情報共有は必至。
リーダー会月必要に応じて行っている。

運営会議を定期的に行うことができた。
リーダー会議も後半行うことができた。

運営会議の中で園長主任が連携をとるこ
とができた。リーダー会議では担任決め
を一緒に取り組むことができた。

園長の週４勤務、時短主任の中で運営が
滞ることのないよう運営会議を短時間で
効果的に行えるようにする。

全体会議・乳児会議・幼児会議・プレゼン発表 毎月・毎週
①月１回
②週１回

・ 次第・議事録 予定通り実施。
昨年度に引き続き各クラスの発表を全体
会議で行うことで全職員が自園の保育を
理解し関係性が向上した。

全員がプレゼン発表する機会を持つこと
で正規職員のモチベーションが上がり、
聞いている職員も刺激になった。

各クラスの保育を伝えあう機会として次
年度も各クラスのプレゼン発表の機会を
もつ。

園内公開保育 通年 年６回 研修記録
公開保育ではなく、担任交換の形で行っ
ている。

担任交換を適宜実施することができた。
担任交換の中で、各クラスどの場面が大
変かお互い知り合う機会になった。

次年度も行える範囲で年度の後半を中心
に行っていく。

保育説明会（教育、保育内容のプレゼン） ４月 １回 園長・主任 次第、議事録
zoomで行う。100家庭を超える参加者
があり、両親で聴くことができるため、
好評。

４月に実施し、自園の保育・園庭の活
用・諸費を中心に説明できた。

諸費の上乗せ徴収の説明に同意がなされ
ていたと感じたが至らない部分があっ
た。

諸費・体操服導入について納得してもら
えなかった部分を丁寧に説明していく。

クラス懇談会（教育、保育内容のプレゼン） ５・２月 2回 クラス担任 次第、議事録
初めて平日の夕方に開催する。保護者に
は平日土曜のアンケートもとったが半々
だった。予定通り実施。

予定通り各クラス２回実施。各クラスか
らの年度末の保育のプレゼンは好評で保
護者に喜んでもらえた。

担任からの話は良かったが、管理職から
の運営上の話は理解してもらえていない
部分もあった為次年度保育説明会の中で
行う。

平日開催は難しいという意見が多く、次
年度は例年通りに土曜開催とする。ま
た、保育説明会も同日に行う。

保育参観・保育参加・個人面談
６月より
随時

基本
年１回ずつ

保護者感想用紙
面談記録

今年度より、0,1,2歳児クラスも白衣を
着て保育参観で普段通りの姿が間近で見
られ大好評。参観ご参加、給食を食べ、
面談を行っている。

大多数の家庭に保育参観、保育参加して
もらうことができ、個人面談も行い家庭
との連携を取ることができた。

幼児クラスの保育参加を12月まで行っ
たが発表会の時期が早くなっている中、
担任が対応に難しい場面もあり時期を再
考したい。

次年度は幼児５月～１１月、乳児６月～
１２月で行う形に変更する。個人面談は
保育参加後に担任と行う。

実習生受け入れ・育成 随時 随時 実習生記録 予定通り実施。
関東学院大２名、洗足短大３名 、日本
体育大学１名、東京未来大学１名を受け
入れ。

実習生の中から1名正規採用に至った。
（洗足短期大学）

可能な限り受け入れし、採用につなげて
いく。採用LINEの登録も薦めていく。

小学校町探検・地域中学の家庭科実習・地域中学の
職場体験

随時 随時 記録
小学校の町探検はこれから実施。中学家
庭科実習、職場体験の代わりに中学校で
職場講和を主任が行う。

小学校町探検受け入れ、中学校は職業講
和で主任が出向いて講和を行い好評だっ
た。

中学生がこれまでの職業体験から職業講
和という形に代わり、保育士の魅力を発
信できる良い機会となった。

可能な限り受け入れ実施していく。

幼保小連携会議（ZOOM会議、アンケート方式）年
長担当者会議

随時 ４回 記録 予定通り実施。
年長児担任が参加 近隣園年長児との交
流も行うことができた。

コロナ前と同じように対面で年長児会議
や交流が行われるようになった。

可能な限り参加、交流をしていく。

年長児の小学校体験・老人福祉センターとの交流 9・10・1月 年１回 記録
老人福祉センターとの交流はコロナ後初
めて行う。

子どもたちとの交流をご高齢の方々がと
ても喜んでくださっていた。

子どもたちの礼儀やマナーで失礼な部分
も見られたため話し合っていく。

可能な限り交流する機会を増やしてい
く。また関わり方などマナーと伝える機
会も持つ。

新園舎、園庭ボランティア 随時 随時 ・ 計画・記録 未実施。
手伝ってもらうための準備ができず実施
することが難しかった。

何をお願いするか明確にし、時期を設定
していく必要があった。

年度の初めから計画し、保育説明会で事
前に声をかけ実施していけるようにす
る。

お楽しみ夏祭りボランティア ７月 年１回 ・ 計画・記録
ボランティアを募り実施。保護者だけで
なく中学生も参加。

保護者も卒園児にも参加して喜んでもら
うことができた。

手伝いの内容を明確にし手伝ってもら
い、楽しんで参加してもらうことができ
良かった。

早め（保育説明会時）から声をかけてお
願いし、実施できるようにする。

園庭開放（サーキット・乳児お話会・身体測定） 通年 年１２回 ・ 計画・記録
新園舎園庭ができ、園庭開放再開。乳児
園庭や、お話会、サーキットが好評。育
児相談にも来ている。

地域の方、育休の方にたくさん来てもら
うことができた。

お楽しみ企画も好評。４、５月は周知が
足りなかった。

今年度同様実施していく。宮前区の広報
にも出していく。

せみなーれフェスタ（仮） １１月 年１回 ・ 計画・記録

予定通り実施。各ブースとも想像以上の
参加があった。特に職員の人形劇は観客
が多かった。２階の手作りコーナーも予
想を上回る参加者があった。

園児だけでなく、地域の多くの方に参加
してもらえた。各コーナー盛り上がり、
喜んでもらえた。

新園舎で初めてのせみなーれフェスタ
だったが、500名を超える参加があり大
盛況だったが、卒園児の呼びかけが足り
なかった。

卒園児にも多く参加してもらえるように
早めから声をかけていく。地域の園に今
年度同様チラシを持っていき参加いただ
けるようにする。

移動動物園・音楽コンサート 10・１2月 年１回 ・ 計画・記録
移動動物園は、幼児、乳児と地域の2つ
に分けて行うことで、時間、人数共に
ゆったりと見ることができた。

乳児・地域の回は、予約制で来てもらっ
た。地域の方の他、近隣小規模園にも多
数参加してもらえ好評だった。

近隣園への案内が直前になってしまった
ので次年度は前もって伝える。地域の方
の参加も人数枠増やせそうなので早めか
ら告知する。

近隣園、地域の方に多数参加してもらえ
るような働きかけを早めの時期から行
う。

宮﨑子ども支援出前講座・赤ちゃん広場（遊びの講
座）

子ども文化
センター

随時 ・ 記録
赤ちゃん広場は７月に行う。みやまえ
フェスタでは人形劇を披露。ワーク
ショップにも参加。

赤ちゃん広場７月、２月に参加。みやま
えフェスタにも職員３名派遣。

喜んでもらえた。担当だった２名が退職
の為次年度担当者に引継ぎ、行う。

新しい担当者に引継ぎを行い、可能な限
り参加していく。

同園会 ９月 年１回 記録
今年度は同園会を行わず、せみなーれ
フェスタに来てもらう形にした。

HP、Instagram,掲示等で告知したが、
数名の参加にとどまった。参加者は楽し
んでいた。

告知の方法等再考して多くの卒園児が参
加できる方法を考えていく。

せみなーれフェスタ、夏祭りに参加して
もらう形で行っていく。

栽培、収穫、調理・クッキング計画・全園児豚汁
クッキング

随時 随時 各クラス担任 食育記録
新園舎の園庭に畑区画を設けた。幼児ク
ラスの夏野菜の収穫は平年以上で栽培か
らのクッキングにつながっている。

夏冬野菜共に豊作で、栽培したものを調
理して食べる機会を持てた。担当クラス
以外も畑があることで興味を持ち観察し
ていた。

畑区画が出来たことで１年を通じ多くの
植栽を行えた。栽培が得意な先生に頼り
がちになってしまい、皆で行う体制づく
りが必要。

畑の維持管理に詳しい先生と幼児の先生
を外環境の担当になってもらい、畑の維
持管理をしっかり行えるようにする。

乳児クラス食育計画 随時 随時 乳児担任 食育記録 年間計画を立てて食育を行っている。
果物や野菜に触れる機会を多く持つこと
ができた。

食育がライトテーブルなども使い乳児が
興味の持てる内容が豊かになった。

今年度同様、計画に基づき行っていく。

食育献立（郷土料理・野菜の日・カミカミ献立・鉄
人献立・骨太献立・レバーの日・焼きたてパンの
日）

毎月 １２回×６ 食育アルバム
予定通り実施。玄関前に明日の野菜を出
すことによって本物の野菜に触れてい
る。

玄関前の掲示台を新しくし、より見やす
くな多くの子どもの目に留まるように
なった。

展示と共にInstagramでの給食投稿も興
味を持ってもらえた。

給食室の保護者への発信も、Instagram
等用いての発信も次年度も適宜行ってい
く。

幼児コーナー環境 通年 随時 ・ 全体会議録
朝、コーナーの日、夕方のコーナー環境
を話し合い、各ブースの場所を変更、現
在に至る。

幼児コーナー会議の中で担当から適宜発
信してもらい話し合う機会を持ち、コー
ナーの環境改善を行った。

新園舎での幼児のコーナーの場所が今年
度ある程度決まることができた。

各コーナーの充実と、アトリエの活用、
科学の物を設置していけるようにしてい
く。

乳児コーナー環境 通年 随時 ・ 全体会議録
岩城氏の研修後、1,2歳のコーナーを検
討。2歳児クラスは朝夕机上遊びのブー
スを常設することができた。

１，２歳児クラスでのコーナーのある程
度の場所が定まり、２歳児クラスでの机
上の常設ができた。

新園舎での乳児のコーナーの場所が今年
度ある程度決まることができた。

コーナーの玩具の見直しを行い必要な物
を買い足していく。

ア
カ
デ
ミ
ー
（

保
育
&
教
育
の
質
の
向
上
）

委員会活動の強化

保育環境

保護者対応（保護者支援）

地域貢献

2023度 せみなーれ幼保園 事業報告

小学校・養成校など学校との連携

地域の子育て支援

理念に基づいた
教育・保育

教育・保育方針
(同年齢の活動・異年齢の活動Ｗスタンダー
ド）

食育

保育者の関係性向上（同僚性向上）

ボランティアプロジェクト
（対外、対内、両方とも含む）
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分類 大項目 重点項目（全園） 実施項目（各園） 時期・(場所) 実施回数 担当者 確認事項
途中経過
（半年後）

結果
（2月記入）

ふりかえり
（2月記入）

次年度の取り組み
（3月記入）

サーキット 通年 随時 ・ サーキット記録

幼児サーキットは3階で8レーンで子ど
も達が十分運動できるコースができた。
乳児サーキットのコース、時間など前半
は楽しめたが、後半子どもが育った中で
環境設定、時間配分を再検討していく予
定。

幼児サーキットは、ランチルームの場所
まで拡大して、縄跳び等活動の幅を広げ
て行った。乳児サーキットは育った中で
の環境設定を行い、実施することができ
た。

幼児クラスのサーキットは舞台上も使い
十分な運動量を確保できる形が整った。
乳児は特に２歳児が狭い空間でいかに運
動量を確保できるか検討していく。

乳児サーキットの見直しと必要に応じて
用具購入し、子どもに見合った形で行え
るようにする。幼児サーキットは振り返
りの時間確保を考えていく。

園庭環境（乳児・幼児・植栽・畑） 通年 随時
・

全体会議録
緑化地帯を設けたことで砂が入らず植栽
したもの、雑草も育ち、バッタやカマキ
リなどの虫が多く集まった。

畑では夏野菜、冬野菜共に豊作で、それ
以外の場所でも夏前後は雑草が生い茂
り、虫が集まり、活動が豊かになった。

１年を通じ緑化地帯が充実した活動ので
きる場となってきたが、管理維持が特定
の職員になっており皆で行える仕組みが
必要。

外環境の係に植栽の得意な先生を筆頭に
一緒にやり方を伝授してもらい皆で行え
るようにする。

新園舎基本マニュアルの完成 ５～７月 随時 ・ 全体会議録
新園舎の基本マニュアルが8月完成。マ
ニュアルを使って研修もしている。

基本形が出来たことで確認事項がある時
に各々の職員が確認できた。

監査前に新園舎マニュアル完成し、年間
通じて活用していくことができた。

新しく入職した派遣、パート先生にも配
布し基本を押さえられるようにする

保健衛生・美化委員（整理整頓） 通年 年６回
・

全体会議録
年間計画を立てて乳幼児会議の中で職員
に研修をしている。

年間計画に基づき乳幼児会議の中で職員
に研修を行っていった。

計画に基づき行ったが、年度後半時間が
足りず、予定していたが行えない研修も
あった。

今年度同様年間計画を策定し、計画的に
乳児、幼児会議の中で行っていく。

エコ（節電・無駄な印刷改善・やりっぱなし改善） 通年 年６回
・

全体会議録 全体会議で伝え、周知している。
年間を通じ、全体会義で適宜伝え周知し
ていった。

電気代や水道代が年間を通じ新園舎で使
用する量が分かってきた。

電気代、水道代など使用量の増える時期
には前年度との比較の表など出し意識づ
けていく

新園舎危機管理マニュアル作成・散歩マニュアル ５月～10月 随時 ・ 基本マニュアル
危機管理マニュアルは完成。散歩マニュ
アルはあるがそれに沿っての研修ができ
ていない。

危機管理係を中心にマニュアルに沿って
避難、防犯訓練を実施。職員にも周知し
ていった。

危機管理と連携して行ったり、実際他園
で起きた危険事項に対し職員で周知を
行った。次年度、全体でのマニュアル周
知必要。

年度初めに必ず散歩マニュアルの確認を
行い、危機管理マニュアルもしっかり周
知する。

子供の健康診断 毎月 毎月 健康診断記録表 予定通り実施。
園医の体調不良により日程変更する日が
数日あったが予定通り必要回数実施。

園医が高齢により体調不良日が多く日程
変更が余儀なくされる日が多かった。

園医継続のため、日程に余裕を持って実
施していけるようにする。

職員健康診断 ５月 年１回 記録 予定通り実施。 予定通り実施。
昨年同様清水橋クリニックにて予定通り
実施。

清水橋クリニックで５/24実施予定。

①避難訓練の計画、実施 ②安全点検の計画、実施
③防犯訓練

①毎月
②毎日、毎月

③随時

１２回
③年２回

・
避難訓練振り返り
安全点検記録

①②予定通り実施。
③後半実施予定。

①②③予定通り実施した。
総合避難訓練内容来年度検討。防犯訓練
はマニュアル確認中心だったため子ども
のいる中で不審者対応も次年度行う。

総合避難訓練の消火器使用、防犯訓練で
の子どもたちのいる中での避難方法確認
を計画し行っていく。

保健指導の計画実施（幼児クラスの子供向け・職
員）

随時 随時 保健指導計画・記録 指導計画に沿って行っている。
指導計画に基づき行う以外にクラスから
の要望で行う保健指導もあった。

年間で決めていた計画の中で行わずに終
わった物もあり、いつ行うかを明確にす
る。

職員保健指導は年度初めに計画を立てい
つ行うか明確にし実施していく。

ヒヤリハットの検証・分析 乳幼児会議 月１回 ヒヤリハット記録
新園舎のためヒヤリハットだけでなく、
随時危険個所の検証、分析を続けてい
る。

新園舎でのヒアリハットを随時検証でき
た。職員へ全体会で周知も行った。

ヒアリハット件数があまり多くないた
め、ヒアリハットを出す習慣が必要。

ヒアリハットが出しやすい仕組み作り皆
で危機意識持てるようにすすめていく。

各クラスポートフォリオからの子どもの発達（乳児
クラスプレゼン）

全体会議２部 ３回 プレゼン資料・感想 １歳児クラスのクラス発表実施
０.１.３歳児クラスのクラス発表を行うこ
とができた。

各年齢の特色をおさえた発表を全職員で
聞くことができ職員相互理解が深まった

今年度同様、発表の機会を持ち行ってい
く。

コーナー遊び研究 ①幼児 ②乳児
①毎週
②雨の日

①月２回
②月１回

・ 記録
乳幼児会議の中で話し合いを進めてい
る。

乳幼児会議の中でコーナー研究を行って
いくことができた。

コーナーの話を会議の中でより一層深め
られるような働きかけが必要。

コーナーの係になっている職員から研修
や整理整頓を発信していけるような仕組
みを作る。

プロジェクト発表（幼児クラスプレゼン・ドキュメ
ンテーション作成）

全体会議２部 ３回 ・ プレゼン資料・感想 11.12.2月実施予定。 ３.４歳児クラスの発表を実施できた。
５歳児クラス発表のみ担任の体調不良等
により発表機会が持てなかったため次年
度行う。

今年度同様、発表機会を設け職員の相互
理解モチベーションアップを行う。

各クラスポートフォリオ 随時 随時 各クラス担任 ポートフォリオ集
各クラス、予定通りポートフォリオを出
している。

各クラス適宜ポートフォリオ、ドキュメ
ンテーションを作成していった。

ポートフォリオの保護者との共有方法、
職員間の共有方法について考えていける
と良い。

各クラス出しているポートフォリオを紹
介し合えるような機会を設けていく。

チャイルドケアウエブの改善（週日案・月案） 乳幼児会議 随時
・
・

改善結果
週日案の改善、業務日誌と保育日誌を合
わせた形でチャイルドケアウエブに組み
込んだ。

チャイルドケアウェブ係と打ち合わせを
し、改善を行った。

年カリ、月案、等、そのまま引用は活動
の実態に見合わない内容もあり見直しが
必要。

園長主任でのチェック体制を作り、実態
に見合った内容となるようにし適宜変更
していく。

コーナー記録集 毎週火曜日 週１回 幼児担当 コーナー記録 予定通り実施。
園のHP（保護者ページ）上にその日の
うちに直接コーナー写真と活動内容を公
開。

保護者にとってもその日に活動の様子が
分かり、職員も共有しやすい形ができ
た。

HP上に上げたものの管理方法模索し次
年度以降の活動にも繋げられるようにす
る。

個人ポートフォリオ発表・プロジェクトの共有 乳幼児会議 ６回程度 プレゼン資料 １クラス発表、その他はこれから発表予定
平林研修の中行ったプレゼン資料発表を
全体会議の中で全職員でも共有する機会
を持った。

乳児ポートフォリオ発表、幼児コーナー
活動、人形活動の発表を行った。

乳児会議の中でポートフォリオ発表会機
会を今年度より回数多く持てるようにし
ていく。

運動遊び・サーキット 乳幼児会議 ２回 ・ 計画・記録
乳幼児会議の中で話し合いを進めてい
る。

運動遊び・サーキットについて適宜話し
合う機会を持って行った。

３階ホールを活用し行える運動遊び・ふ
れあい遊びをより充実させていけるよう
にする。

ふれあい遊び、運動遊び研修を会長にも
お願いし定期的に行っていけるようにす
る。

ドキュメンテーション作成研修・素材研修・アトリ
エの使い方

乳幼児会議 随時 ・ 研修記録 ポートフォリオ作成研修を行った。
どのように作成するかを伝えていき、各
クラス作成することができた。

素材研究、アトリエ活用があまりできな
い状況だった。

素材研修・アトリエ活用をしていけるよ
う研修、周知会を組み込んでいく。

手袋人形・パネルシアター・わらべ歌・手遊び・さ
くらさくらんぼ

随時 随時 ・ 研修記録
わらべうた、手遊びは乳児会議で月1
回、さくらさくらんぼは4月に全体会議
2部で行った。

手袋人形・わらべうたは研修冊子にＱＲ
コードを付ける作業を係中心に進めた。

さくらさくらんぼ研修は行ったが実施浸
透には至らなかった。QRコードは引き
続き実施。

さくらさくらんぼ研修を再度年度初めに
行い、定期的に実施する機会を作ってい
く。

宮前区研修・川崎市研修・社協研修・保育連盟研
修・キャリアアップ研修

通年 随時 研修記録・修了証 予定通り研修に参加。
日程が調整しきれず、キャリアアップ研
修に最低限の人数しか参加できなかっ
た。

処遇改善Ⅱの川崎市の要件が厳しくなっ
ている事もあり来年度早急に受講が必
須。

キャリアアップ研修を優先的に受講必要
職員の洗い出しと早急に受講できる計画
実施。

宮前区年齢別会議・研修 随時 随時 研修記録 予定通り会議、研修に参加。
年長担任に宮前区年長者担当会議、幼保
小連携会議に参加してもらう。

近隣園との交流、幼保小連携が実施でき
た。

年長会議での年長活動発表予定あり。適
宜参加していく。

他園見学 随時 随時 研修記録 今後、宮前こども園に見学予定。
12月～2月の間に8名の職員が宮前こど
も園見学を実施した。

宮前こども園からも職員が来園し交流す
ることができ学びが深まった。

宮前こども園見学未実施職員引き続き行
く。11月生活展に多数職員で参加す
る。

キッズいわき研修 ６月 1回 研修記録
6月実施。各クラスの環境、ゲームの初
歩の入り方など深い学びにつながった。

学びから、実際のコーナーをどうしてい
くか考えるきっかけになり実施していっ
た。

各クラスの新園舎での保育環境がこの研
修によってより定まってきた。

キッズ岩城研修としてではなく今年度の
学びを生かして環境研究を重ねていく。

法人内研修 公開保育（ライジン） ６・１２月 ２回 記録 予定通り実施。学びにつながっている。
予定通り実施。見に来てもらう機会も見
に行く機会も良い学びとなった。

姉妹園の保育と自園の保育のどちらの良
さや特色も感じられる機会となった。

年3回、乳児・2歳・幼児で行う。
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ライブラリー（データベース・ファイリン
グ）

LLを柱とした
保育実践と研鑚

危機管理

ラボ（実践＝学び）（研究＝ふりかえり）
スケール（評価）
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分類 大項目 重点項目（全園） 実施項目（各園） 時期・(場所) 実施回数 担当者 確認事項
途中経過
（半年後）

結果
（2月記入）

ふりかえり
（2月記入）

次年度の取り組み
（3月記入）

運動遊び・運動会研修 未定 １回 記録
会長の運動会研修で何を大事にしたいの
かがつかめた。

会長の研修により職員の運動会イメージ
を持つことができた上で運動会に臨め
た。

職員にとってとても有意義な機会となり
理念が分かった上で運動会に臨めた。

次年度も運動会の競技模索時期に会長に
よる運動会研修を実施してもらう。

新任研修・年齢別会議・理念研修・藤森研、久保
研、平林研

随時 随時 ・ 記録 予定通り実施。
予定通り実施。各法人研修の中で各々の
学びがあった。

法人研修の種類・量の多さに、学びが多
かった。

カレッジでの研修案に基づき実施してい
く

ヘキサゴン （スキルアップ支援プログラ
ム）

ヘキサゴン・スキルアップシート
4・１０
２月

３回 ・
ヘキサゴン・

スキルアップシート
予定通り実施。後半の面談はこれから実
施。

予定通り実施。後半の面談も行った。
実施は出来たが、評価者同士での情報共
有する時間がなかなか持てなかった。

次年度も引き続き行っていく。

職員面談
4・１０
２月

３回 面談記録 １回目が終了。 予定通り実施。 予定通り実施。 次年度も引き続き行っていく。

職員メッセージ ３月 １回 職員メッセージ ２月に実施予定。
Googleフォームを用いて職員の回答を
もらった。

年度末の時期でなかなか年度中作成が難
しく、次年度初めに当事者に渡すことに
した。

次年度は少し形を変えて年度内に完結で
きるように行っていく。

メンター・メンティ メンターとメンティーの対話 ５月～１月 ９回 ・ 報告書 １名だが未実施。
実施予定だったが、必要なしと判断し未
実施。

必要度が低かったため実施しなかった。 必要に応じ実施していく。

法人外部評価
第三者評価や施設関係者評価（学校評価）
の活用

新園舎マニュアル作成・２０２４年度受審準備 ５月～７月 随時
・
・

基本マニュアル
マニュアルは完成。2024年第三者評価
を受審するための下準備をしていく。

マニュアル整備ができた。
新園舎でのマニュアルの整備が出来、使
用しての研修を次年度適宜行っていく。

第三者評価受診に向けマニュアルの職員
周知、保護者への理念周知等行ってい
く。

人件費率マネジメント 適正な配置・業務の見直し 随時 随時
・
・

シフト表
職員配置表

朝夕の子どもの人数、職員人数で適切な
配置をするため随時会議で話し合ってい
る。

乳児幼児会議での実態把握、運営会議で
の適正配置・業務精査改善を随時行っ
た。

年度後半、産休職員や退職した職員もい
た中適切に人員配置していった。

有給、振休を適切に取得し、研修にも参
加できる体制と業務改善を行っていく。

積立金確保 積立金見直し 年度末 １回 予算書・決算書
新園舎になり毎月の収支を細かく見て
いっている。

新園舎になりかなり切り詰めて運営を
行っていったため積立金確保分が増え
た。

新園舎での運営での財政見通しが１年間
で持つことができた。

新園舎での運営での財政見通しが２年間
で持てた為、見越しての積立て金確保を
行う。

適切な予算立てと予算執行 本部と連携予算建て・補助金の獲得 随時 随時 収支予算書 サテライト補助金を獲得。 本部と連携し予算建てを行っていった。
サテライト補助金を獲得できた。今後も
積極的に補助金獲得に動いていく。

本部と連携し行う。こども園化に向けて
も動いていく。

マネジメント研修参加 随時 随時 資料
マネジメント研修に順に参加してもらっ
ている。

マネジメント研修受講を予定していたが
手違いにより受講できなかった。

研修開催方法、場所を本人だけでなく管
理職も把握伝達していく必要があった。

計画的にキャリアアップマネジメント研
修受講させていく。

糧・コンセプトブックの勉強会 乳幼児会議 年１２回 乳幼児会議録
理念研修、会議での糧・コンセプトブッ
クの勉強によって人格育成につながって
いる。

人権研修の中でも糧を使用。人格育成に
つながっていった。

事あるごとに糧・コンセプトブックを用
いて研修し、職員に浸透していった。

派遣職員も増える中で、働く皆が同じ方
向性を目指せるよう理念研修を行ってい
く。

業務の精査・改善・時間の有効活用 運営会議 随時
・
・

運営会議録
乳幼児会議で実態把握、運営会議で業務
の精査改善につなげている。

乳幼児会議で実態把握、運営会議で業務
の精査改善をしていった。

年度後半の人員適正配置予定を年度初め
から伝え実態に合わせて適宜行っていっ
た。

引き続き行っていく。

時短勤務主任になっての全体業務の見直し 運営会議 随時
・
・

運営会議録
難しい部分もあるが、1番難しかった職
員からの相談が昼間になってきている。

なるべく時間内で収まるように業務改
善、会議、面談時間改善行っていった。

改善はしたが、時短勤務の中ではの中で
おさまらない部分が多かった。

会議や面談の持ち方、開催方法検討。業
務改善を引き続き行っていく。

情報とテクノロジーを活用した運営

①childcareweb・ホームページ・その他情報の整理
②Instagram、
③ホームページの保護者のページ（ポートフォリ
オ）

随時 随時
・
・

記録
更新

①チャイルドケアウエブでの発信によ
り、紙ベースでの発信はなくなった。情
報整理もできている。②は当番を決め
行っている。③も保護者にも浸透してい
る。

①CCW＋HPでの発信が基本になった。
②フォロワー数も増え関心を持って見て
もらえている。
③保護者に浸透しよく見てもらえてい
る。

①CCW＋HPでやり取りがしやすくなっ
た。
②当番制で年間通じ様々な情報を発信で
きた。
③保護者に関心を持って見てもらうこと
ができた。

①引き続きCCWでの発信を基本として
いく。
②保護者のみならず同業、他職、地域に
も関心を持ってもらう。
③保育士の業務過多にならない範囲で継
続する。

園の魅力を伝わらせるための広報・宣伝実
践

①ホームページ・Instagramでの広報（外部向け）
②ホームページ（ポートフォリオ）Instagramでの
広報（保護者向け）

随時 随時
・

更新

インスタグラムを見て保育士、栄養士の
見学、応募が数件あった。つながったの
は今年度は1件。保護者のページもよく
見てくれている。

Instagramで様々なな業種業態、地域の
方に興味を持ってもらえるようになっ
た。

InstagramやHPを見て園に興味を持っ
てくれ採用につながった方もいた。園見
学、地域への行事参加配信はHPを見て
きた方が多かった。

引き続き園活動や取り組みを
Instagram、HP、公式LINEも用いて広
報していく。

制度の活用と改善（ロビー活動など）
子ども園化に向けて、行政、議員等へのアプローチ
地域の保育園との連携

随時 随時
イベント案内状
保育園お披露目会

せみなーれフェスタに川崎市議会議員を
招待。1名来園され、理事長と保護者で
政治家の方、延長4名で会談。子ども園
化のアプローチを続けている。

市議会議員の方が議会での動きがあると
報告をして下さり、園としてどのように
動くのが良いか考える手立てを示してく
れている。

市議会議員の方と繋がりができ、川崎市
の動向も分かるようになった。川崎市の
アプローチと保護者への情報発信も引き
続き必要。

２０２６年度こども園化を目指し、保護
者への情報発信や、地域、議会への発
信、川崎市へのアプローチを引き続き
行っていく。

関東園長会との情報共有・就職説明会 随時 随時 記録 園長会で情報共有している。
園長会で情報共有、オンライン就職説明
会の中でアプローチしていった。

InstagramやHPを見て園に興味を持っ
てくれる方もいた。

就職説明会のブース出展も含め様々な場
所で発信していけるよう取り組む。

養成校との連携 随時 随時 記録 養成校にアプローチしている。
近年毎年来てもらっている養成校の実習
生から今年も採用に至った。

実習で来た養成校の先生にアプローチす
ることで今年度も採用に至った。

養成校に就職説明会のお知らせや就職情
報を適宜発信。実習生の獲得も行ってい
く。

法人内研修研修の充実

マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト

運営強化

人財育成・人事評価

人財定着化と個々の底上げ方法
（マネジメントブック糧の活用など）

財務

職員面談 （自己評価・他者評価）

採用活動の強化

ア
カ
デ
ミ
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分類 大項目 重点項目（全園） 実施項目（各園） 時期・(場所) 実施回数 担当者 確認事項
途中経過
（半年後）

結果
（2月記入）

ふりかえり
（2月記入）

次年度の取り組み
（3月記入）

運営会議・職員会議・カミセブン会議（リーダー会議）・乳幼児会議 通年 ４～１２回 ・ 次第・議事録
計画通り実施。乳児会議について
は、世田谷区の実践コーディネー
ターと共に行っている。

計画通りに実施。世田谷区保育実践
コーディネーター派遣事業について
区への報告書提出。

クラス会議は定期的に実施できた。

会議は定期的に行い、必要に応じて
開催し内容を深めていく。また、乳
児クラスのエピソード会議は継続し
ていきたい。

全体的な計画の見直し、年案、月案（トピックウェブ）の作成、実施、振り
返り

随時 ２～４回
・

全体的な計画・指導計画
世田谷区の一般指導検査にて指導が
あった箇所を変更。

随時実施、変更なし。 定期的に見直しを行った。
月案作成を管理職も参加し作成す
る。ねらいに基づいた振り返りをき
ちんと行う。

小グループでのワーク（ECEQ方式での課題抽出、問い作り） 通年 12回以上 ・ 付箋ワーク・議事録 随時、適宜取り入れている。 内容によって取り入れた。 随時、適宜取り入れている。
世田谷区のミドル研修受講を継続し
ていく。

乳幼児連携副担任制度 通年 通年 ・ 議事録
各行事、プロジェクト、5歳児保育
にて機能している。

継続的に機能している。
自分がサポートに入っている幼児ク
ラスへのサポートを意識的に行って
いる。

来年度も担当クラスを変更し、継続
していく。

カミ7による人材育成システム作り・Ｓ４制度 通年 通年 ・ 議事録・資料
カミ7を中心とした保育がなされて
いる。

リーダーとして機能しなかったり、
退職者がいた。

リーダーとしての素質があるのかど
うか、また本人にへの確実な意向確
認が必要。

メンバーの人数や選定を変更してい
く。

懇談会（4月クラス懇談会 ２月クラス懇談会） 4月・２月 ２回 ・ 懇談会次第
4月は対面で全体会とクラス懇談会
を実施。2月はZOOMで開催予定。

予定通り開催。クラスの半分以上の
保護者が参加している。

開催後編集し、録画配信も行う。発
表会準備と直後なので、時期の見直
しを行う。

来年度も継続していく。

保育参加・個人面談・苦情解決委員・行政機関との連携（児相、子家セン） 通年 １２回以上 ・ 面談記録・アンケート
今年度から保育参加を6月と11月
に実施。他も計画通り実施及び実施
予定。

個人面談は、随時実施。後半の保育
参加も予定通り実施。

保育参加を予定通り実施。また随時
受け入れを行っている。

随時参加できるようにし、保護者の
保育理解を深められるようにする。

実習生受け入れ及び実習生からの学び 通年 １２回以上 実習記録
6月に2名実施。2月に1名実施予
定。

計画通りに実施。
計画通りに実施。(株)明日香からの
保育体験も受け入れた。

要望があれば、来年度も同様に実施
する。

小・中・高校生の保育体験・地域の学童保育職員との合同研修実施 通年 ２０日以上 記録・アンケート 計画通り実施。 出来る時に実施した。
子ども達が自由に来園する日が増
え、卒園児はボランティアも積極的
に行っている。

いつも地域に開かれている場所であ
りたい。

ハットナラプロジェクト（専門家によるワークショップ・ハットナラ実施） ４月～１１月 １０回 実施計画書・記録
ハットナラに向けてシャケちゃんか
ら手遊びの研修を受け、自分達で手
遊びを作成中。

レクチャーを受けた手遊びは日々の
保育で行なった。

歌遊びは子どもにも浸透していた。
生活発表会で使用できる歌遊びを教
えてもらい実践した。

来年度も継続して行っていく。

ハタチプロジェックト、ハットカミング（卒園児、保護者との連携強化） 通年 １０回 ＳＮＳ
夏休みボランティアの募集。
ハットカミングの実施

ハットナラの招待、ボランティア募
集。

定期的に発信を行った。 継続して行っていく。

子育て支援講座（キッズヨガ・親子ワークショップ・離乳食講座・親子でふ
れあい歌あそび）・一時保育事業

通年 １２回以上 計画書・記録
毎年、行っているイベントは徐々に
参加が増えている。その他は未実
施。

『はっとくらぶ（外部講師による地
域に向けたイベント）』は平均して
参加者がいたが、『キッズヨガ』は
参加率が低迷した。

新たな取り組みができずに終わって
しまった。

地域の方のニーズに合った内容をリ
サーチし、講座の企画を行ってい
く。

体験保育（育児不安の軽減・出産を迎える親の体験学習） 通年 ６回以上 ・ 計画書・記録
外部の方の受け入れは未実施。職員
のみ。

一時保育で、リフレッシュ利用者が
増えた分、需要はあると思われる
が、実施に至らなかった。

見学会の参加者は、出産を控えてい
る方が増えてきたので、何らかの形
を考える必要があると思った。

人的配置が取れるなら、看護師も参
加しての乳児の発育測定会や相談会
を再開しても良いと思う。

園だよりの発行・ＦＢ・Instagram、Twitterでの情報発信 通年 １２回以上 ・ 園だより・SNS 随時更新中。 随時、発行・更新を行っている。 計画通りに実施できた。 来年度も同様に実施する。

食育の日の計画実践（イッテ給・行事食・世界の料理・地域の料理） 通年 １２回以上 食育計画書・記録
イッテ給・行事食は実施。世界の料
理・地域の料理は未実施。

イッテ給・行事食は実施。世界の料
理・地域の料理は未実施。

世界や地域の料理は、計画を練る必
要あり。

継続して行っていく。

クッキングの実践（カレープロジェクト・味噌作り・うどん作りその他） 通年 １２回以上 ドキュメンテーション
カレープロジェクト・うどん作りは
実施。味噌作りは実施予定。

各クラスごとのクッキングを実施。
プロジェクトと定期的なクッキング
を計画して行った。

来年度も同様に実施する。

野菜の栽培 ５月～１０月 随時 給食室 ドキュメンテーション 計画通り実施。 計画通り実施。冬の野菜も行えた。 計画通り実施。 来年度も同様に実施する。

SDGs（教材・水道・光熱費使用量の管理・消耗品、教材の使用量管理と削
減）

通年 １２回以上 ・ 記録
子ども達とエコについて話をする機
会を作っている。

エコについてや、残食を減らす取り
組みを行った。

子ども達との取り組みをもっと行う
と良かった。

身近なものから子どもたちと一緒に
エコについて考えていく。

図書・貸し出しライブラリー・おはなし（朗読・読み語り） 通年 随時 記録
毎月、新刊や話題になった本を購
入。

随時、購入をした。 子ども達からの要望本も購入した。
来年度も毎月新刊を購入していく。
また、人気の絵本は故障もしてくる
のでその都度、購入する。

清掃・衛生・消毒 通年 随時 記録
随時園内の清掃、整理整頓の声かけ
をしている。

計画通りに実施した。
園内の床に物が散乱しないように心
掛けた

来年度も怪我に注意して整理整頓、
感染拡大防止の清掃をする。

STEM（科学コーナーの充実・数・不思議） 通年 随時 記録
月に１回テーマに沿った実験を5歳
児中心に行っている。

スポット的には展開できた。継続で
きたテーマはなかった。

通年でのプロジェクトを考えてもよ
かった。

通年のプロジェクト＋スポット的な
題材で進めるのがベストだと思っ
た。

園内装飾（各行事の飾りつけ、発信・デザイン） 通年 週１ 記録 季節の自然物は玄関に展示。
季節や行事に関連した展示は、計画
通りに実施できた。

整えることをねらいに取り組んだの
で、継続していきたい。

次年度に持ち越した物は、経年劣化
が主なので、購入を検討する。

音楽・リズム（楽器研究、職員の演奏技術の向上） 通年 週１ ・ 記録 未実施。
ハットナラ、もみの木マルシェ、古
希祝で演奏した。

イベントの際などに練習を行ない、
技量を高めていった。

イベントの際に定期的に練習、演奏
を行っていく。

アトリエ（環境設定・教材の研究） 通年 週１ 記録
アトリエの改装に向けて、片付けを
行なったが、アトリエとしての環境
を整えられていない。

定期的に片付けを行ったが、環境を
整えるところまで出来ていない。

行事準備で使う事も多く、いつでも
制作の出来る環境を保つことが難し
かった。

アトリエの改装後に素材の配置や使
い方について話し合い、実行してい
く。

園庭環境の充実（ツリーハウスを中心した多様な遊び環境） 通年 １２回以上 ・ 記録
係で定期的に話し合いが出来ていな
い。

園庭の玩具や表示の修理はできた。
動植物を子ども達と一緒に育ててい
く環境づくりはできなかった

子ども達と一緒に園庭を作っていく
ためにどのような方法があるか色々
なアイデアを出していく。

POP掲示での全体周知や当番制を
導入して園庭や生き物への意識を高
めていくような工夫をする。

サーキット（発達に合わせた組み方・職員周知・園だよりでの発信） 通年 １２回以上 記録・動画
回数は満たないが、継続的に行なっ
ている。

各クラス振り返りを6回実施。
会議内で時間を取ることで話し合う
ことができた。

来年度以降も実施していく。

ヒヤリハット・事故報告書・リスクマネージメント 通年 ４回～６回 記録 随時、実施中。 みまもりログで記録した。
定期的にヒヤリハットを集計でき
た。

来年以降も実施していく。

アレルギー対応 月１回 １２回 記録
月に１回のアレルギーチェックを継
続実施中。

計画通りに実施した。
保護者と担任、栄養士と毎月の確認
が行えた。

来年度以降も実施していく。

消火避難訓練の実施・報告・防災用品、備蓄の管理 月１回 １２回 ・ 記録・備蓄表
備蓄に関しては行事で使用したため
その分追加した。

備蓄に関しては行事で使用したため
その分追加した。

備蓄に関しては行事で使用したため
その分追加した。

来年度も同様に実施する。

プロジェクト型保育・保育、教育の記録・ドキュメンテーション 通年 １２回以上 ・ ドキュメンテーション 実践後、随時作成中。 随時、作成発信中。
計画的によりも、子ども達の活動の
姿に合わせて記録している。

定期的に行っているものは継続しつ
つ、子どもの姿に合わせて作成して
いく。

誕生会プロジェクト・プレゼンテーション 月１回 １２回
ドキュメンテーション

ＰＰ
随時実施中。園内研修化している。 計画的に実施。

全体会議内でディスカッションする
ことで考える機会となった。

来年度以降も実施していく。

サーキット研 月１回 １２回 記録
回数は満たないが、継続的に行って
いる。

体育遊びの際には、月1回以上は指
導者と振り返りを行った。

体育指導者と連携を密に取りながら
進められた。

来年度以降も実施していく。

ＤＩＹプロジェクト・木育 随時 月１回以上 記録
夕方のコーナー遊びの際に行ってい
る。

後半はそら組も一緒に木育遊びを
行っている。

行事前はどうしても止まってしまう
ので、コンスタントに行っていきた
い。

引き続き定期的に継続して行ってい
く。

ア
カ
デ
ミ
ー
（

保
育
&
教
育
の
質
の
向
上
）

2023年度 世田谷はっと保育園 事業報告

小学校・養成校など学校との連携

地域の子育て支援

理念に基づいた
教育・保育

教育・保育方針
(同年齢の活動・異年齢の活動Ｗスタンダード）

ボランティアプロジェクト
（対外、対内、両方とも含む）

食育

保育環境

危機管理

ラボ（実践＝学び）（研究＝ふりかえり）
スケール（評価）

委員会活動の強化

LLを柱とした
保育実践と研鑚

保育者の関係性向上（同僚性向上）

保護者対応（保護者支援）

地域貢献
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分類 大項目 重点項目（全園） 実施項目（各園） 時期・(場所) 実施回数 担当者 確認事項
途中経過
（半年後）

結果
（2月記入）

ふりかえり
（2月記入）

次年度の取り組み
（3月記入）

チャイルドケアウェブ・ＩＲＥＳデジタル連絡帳・動画ライブラリー 通年 毎日 ・ ＣＣＷ・ＩＲＥＳ 継続的に実践、改善している。
度々、システムの不具合が頻発して
いる。

昨年度よりすぐに対応してもらえる
ようになった。

業者については随時検討していき、
いずれは1本化できるとよい。

ドキュメンテーション（運動会・発表会の取り組み他） ９月～２月 ２回 ・ ドキュメンテーション 実践後、随時作成中。
発表会は、日々クラスの1日での様
子に発信中。

まとめてはいない。 来年度も実施していく。

新人研修、公開保育、実践発表、ECEQ 通年 １２回以上
・

研修記録 随時、実施中。 計画的に実施。
子どもの育ちに目を向け、保育を考
える機会となった。

来年度以降も実施していく。

キャリアパスとファシリテート研修、造形研修、積み木遊び、ままごと研修 通年 8回 カミ７ 記録 随時、受講中。 計画的に実施。
研修を受けたことが実践に結びつい
ている。

来年度も計画し継続していく。

世田谷区研修・子どもの文化学校・キャリアアップ研修・オンライン研修 随時 随時 計画書・研修記録 随時、受講中。 計画的に実施。
全職員で同じ内容の研修を数回に分
けて受講することができた。

来年度も継続して受講していく。

海外研修2名派遣（レッジョエミリア他） 5月ｏｒ11月 計画書・研修記録 未実施。 計画見直しの為未実施。
コロナの影響が残っており各種団体
でのスタディーツアーが計画されて
いなかった。

年度当初より適正な人材の選定を
行った上で実施計画を作成する。

新任研修・理念研修・藤森研修・久保研・ひらめき研 通年 ３回以上 研修記録 計画通り実施中。 計画通りに実施
研修のねらいや目的に合わせ受講者
を選定した

法人の研修のねらいに沿って受講者
を選定し職員全体で共有していく

公開保育（ライジン）・ＥＣＥＱ・ふれあいあそび 通年 ４回～６回 記録 計画的に実施。 おおよそ計画通りに実施。
公開保育の必要性を改めて感じるこ
とができた。

継続的に実施する。公開保育後の子
どもの姿をきちんと押さえられるよ
うな仕組み作りを意識する。

スキルアップ支援（スキルアップシートと面談） ４月・９月・２月 ３回以上 スキルアップシート 計画通り実施中。 計画的に実施。
目標に関しては、もう少し具体的な
内容で立てる必要がある

来年度以降も実施していく。

キャリアパス制度を基準にしたスキルアップ １０月・２月 ２回 ヘキサゴン 未実施。 未実施。
評価しずらい表現が多い為、どのよ
うにするのか再考する。

スキルアップシートを軸に据えて進
めていくようにする。

職員面談 （自己評価・他者評価） 個人面談 ９月～２月 ３回以上 カミ７ 記録 計画通り実施中。 計画的に実施。
期間を決めることで仕組みが機能し
た。

来年度以降も実施していく。

メンター・メンティ OJT 通年 随時 カミ７ 記録 計画通り実施中。 計画的に実施。
担当者が常に意識できるような働き
かけを考えていきたい。

クラス編成を加味しながら担当者を
決めていく。

受審結果の振り返り ４月～５月 １回
・

受審表 今年度は受審予定なし。 今年度は受診予定なし。 今年度は受診予定なし。 来年度に受診予定。

受審結果内容の精査と課題解決 通年 １回～２回
・

評価表 今年度は受審予定なし。 今年度は受診予定なし。 今年度は受診予定なし。 来年度に受診予定。

人件費率マネジメント 職員適正配置 月１回 １２回 シフト表 適正に配置されている。 適正に配置されている。
適正に配置されている。作成者の変
更を行う。

適正に配置していく。

積立金確保 積立金目標達成・こども園化に伴う改築のための積立 ９月・２月 ２回 予算書・決算書 子ども園化予算は補正予算で修正。 第一次補正予算で補正を行う。
世田谷区保育課との交渉により実施
の可能背がない事がわかり早期に補
正ができた。

来年度も改修予算を確保する。

適切な予算立てと予算執行 園庭整備（フェンス改修工事）・木育推進事業による室内木質化 随時 随時 稟議書・収支計算書 計画通り実施中。
フェンス工事は見送り・木育事業は
実施。

第２次補正予算により修正。 フェンス工事は次年度に実施予定。

人財定着化と個々の底上げ方法
（マネジメントブック糧の活用など）

理念研修・カミ７、Ｓ４制度による運営強化、ファシリテート力強化 毎月 １２回 ・Ｓ４ 事業計画書 計画通り実施中。 ほぼ、計画通りに実施。 ほぼ、計画通りに実施。 来年度も継続して実施する。

情報とテクノロジーを活用した運営 ICTの活用・SNSの活用・ＰＣマイスター活用 随時 随時 ・Ｓ４ ＳＮＳ・ＨＰ
zoom等を利用しリモート会議、研
修等で活用中。

職員の技術が向上。 ほぼ、計画通りに実施。 来年度も継続して実施する。

園の魅力を伝わらせるための広報・宣伝実践 メディアによる地域発信・公開保育・実践発表会への参加 随時 随時
・

ＳＮＳ・ＨＰ 随時更新、実施中。 定期的に随時更新中。 定期的に随時更新。 来年度も継続して実施する。

採用活動の強化 養成校教員との関係の構築 通年 随時
・

求人票・ＨＰ・SNS
求人サイトへの掲載、又は就職
フォーラムへの参加。

保育研究会への実践発表を実施。 計画通りに実施。 来年度も継続して実施する。

制度の活用と改善（ロビー活動など） ロビー活動の強化（自治体・厚労省との関係強化、有識者との関係強化） 通年 随時
・

各種団体会議・園長会 有識者、政治家との関係を構築中。
保育研究会で実践を発題することで
有識者との関係を構築

世田谷区議会議員等の政治家、子ど
も家庭庁との関係構築には至らな
かった。

園長会を通して世田谷区庁内との関
係構築、政治家との人脈の構築。

ライブラリー（データベース・ファイリング）
LLを柱とした
保育実践と研鑚

カミ7とは・・・ミドルリーダー
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人財育成・人事評価

法人外部評価

ア
カ
デ
ミ
ー

&
マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト

研修の充実 外部研修

S4とは・・・園長を除く管理職（副園長・主任・副主任）

ヘキサゴン （スキルアップ支援プログラム）

法人内研修

内部研修

第三者評価や施設関係者評価（学校評価）の活用
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大項目 重点項目（全園） 実施項目（各園） 時期・(場所) 実施回数 担当者 確認事項
途中経過

（半年後）
結果

（2月記入）
ふりかえり

（2月記入）
次年度の取り組み

（3月記入）

理念研修（糧、種）、職員会議、全体会議 通年 １２回以上 ・ 次第･議事録 予定通り職員会議、研修を実施。
法人内、月1回の職員会議内で予定通
り実施した。

繰り返し読むことで、価値観の共有が
できた。

継続して実施し理念浸透、情報共有、
実践検討を行っていく。

管理職会議、リーダー会議 通年 ４～１８回 ・ ・ 次第･議事録
予定通り実施。方向性、今後の見通し
の確認。

必要に応じ管理職会議実施、リーダー
会は予定通り実施。

リーダー会で討議、情報共有、検討し
意識を高めた。

リーダー会で方向性を決定し、周知し
ていく。

クラス別保育、異年齢交流、アート活動、行事 通年 随時
・ ・

・
月案、週案、行事計画案

予定通り実施。幼児での異年齢交流が
進んだ。

クラスで行事ごとのアート活動を実施
し、発信した。

遊びでの異年齢交流はできたが、Wス
タンダードまではいきついてない。

こども園化の計画内容を検討中、異年
齢での活動を具体的に進めていく。

朝礼、終礼、職員掲示板、インカム活用 通年 毎日 ・ 次第･議事録 予定通り実施している。
予定通り、朝礼・終礼、掲示板とイン
カムを活用した。

情報とヒヤリハットの共有、インカム
を有効活用できた。

継続して実施し情報共有の即時性を高
め連携を図る。

乳児会、幼児会、ケース会議、一円会議 通年 毎月・毎週 ・ 次第･議事録 予定通り、毎月開催している。
主任、トップリーダーがファシリテー
トし予定通り開催。

ファシリテートや付箋ワークで個々の
意見を引き出せた。

担当を交代し聴くことに注力しつつ意
見を引き出す。

OJT、リーダー･サブリーダー制
アトリエリスタ、教育コーディネーター

通年 随時
・ ・

・
スキルアップシート

リーダー中心にOJT実施。チーム保育
の確立を目指し努力している。

リーダーが中心で人材育成に尽力し
た。アトリエとコーディネーターは実
践で活躍。

アトリエ、コーディネーターによる実
践の体験が理論として浸透していな
い。

実践の振返りを通して、保育と子ども
の学びについて深める。

保護者懇談会、第三者委員の紹介、苦情解説制度の説明 5月、1月 年2回
・ ・

クラス担任
懇談会次第・記録

対面での保護者会を行うことができ
た。次回1月を予定。

対面での保護者会開催、保護者間の懇
談ができた。

対面での保護者会は、子どもの様子の
スライドショーが好評だった。

保護者間交流の場を次年度も提供して
いく。

保育参加･個人面談、連絡帳のやりとり、保育内容の掲示 通年
各家庭年1回

毎日
クラス担任 面談記録

保育参加、個人面談は、期間を設定し
実施中。

ほぼ全家庭の保育参加、面談ができ
た。

連絡帳、日々の保育内容の掲示は保護
者との共有のツールとなっている。

デジタル化へ向けてCCWの活用を拡
大していく。

行事参加（ファミリーデー、運動会、アート展、生活発表会） 各年１回 各1回 各行事担当
計画案・実施記録

ドキュメンテーション
ファミリーデー、運動会を対面で実
施。

アート展、生活発表会実施。
各行事で子ども達の成長、発達、学び
を保護者と共有できた。

それぞれの行事の意義を職員全体で共
有、浸透させていく。

実習生、インターン、ボランティアの受入れ 通年 6人以上 ・ ・担当 実習記録
実習生予定通り受入れ。今後の予定も
あり。

予定通り実習生を受入れ。
実習からボランティア、アルバイトへ
つながった。

学生から保育者が学び、雇用へつなが
る取り組みとする。

小・中・高校生の保育体験 通年 12日以上 ・ 保育体験記録
卒園児が在園児に折り紙を教える等実
施できた。

小学校の長期休暇を利用し受け入れる
ことができた。

中高生のボランテフィアスタッフとし
て定着している。

卒園児、地域からの保育体験の受入れ
を継続する。

近隣小学校交流 随時 6回以上 ・ 園日誌･保育日誌 近隣小学校展覧会参観、交流今後。
年度末に就学へ向けて年長児学校体験
を予定。

日常的な交流が少ない。
地域園と連携も図り、小学校交流を拡
大したい。

地域年長児交流、年長児の小学校体験・保幼少接続交流 通年 ２回 ・ 保育日誌 地域年長児交流再開。
6園交流から1園との重点交流として
実施した。

回を重ねるごとに交流を深めた。
地域園との交流を進め、小学校との連
携も図りたい。

ボランティアプロジェクト
（対外、対内、両方とも含む）

栽培ボランティア、お話しボランティア、演奏ボランティア 通年 12回以上 ・ ・担当
計画案

ドキュメンテーション
お話しびっくり箱、栽培ボランティア
予定通り実施。

お話会は年5回、演奏1回、畑は随時
ボランティアを受け入れた。

定期的な開催により、園児交流と学び
の場となっている。

次年度も実施し、専門分野のスキルか
ら楽しみ関心を高める。

園だより・ホームページの公開 通年 12回以上 ・ 園だより･ホームページ
予定通り園だよりUP。ブログは持回
りで発信。

予定通り、配信した。採用ページなど
工夫した。

採用ページなどホームページのさらな
る活用が必要。

関係各所及び地域への情報発信をより
充実させていく。

見学・育児相談会、保育所体験（地域サーキット遊び） 通年 12回以上 ・ ・ 実施記録
予定通り見学会、地域サーキット開
催、好評。

予定通り実施。マタニティヨガの参加
が少なかった。

地域へ向けて取組みが定着。好評を得
ている。

地域子育て支援事業の広報、浸透を図
り選ばれる園づくりを行う。

産前産後ケア・出産を迎える親の体験学習（マタニティヨガ、ベビーマッサー
ジ、離乳食講習会）

通年 ６回以上 ・ 実施記録
ベビーマッサージ開催、好評。マタニ
ティヨガは参加が少ない。

ベビーマッサージは両親ともに参加さ
れる家庭も多く、親子のコミュニケー
ションの場となった。

今年はベビーマッサージに加え、ふれ
あい遊びも取り入れ好評だった。

離乳食講習会を充実させ、定着を図
る。HPやSNS配信により産休・育休
中の参加者を募る。

行事食（誕生会、伝統行事）、旬の食材・和食中心の給食、防災食 通年 20回 ・ 献立表・食育だより
旬の食材展示、引取り訓練時に防災食
を提供した。

節分行事の一環として、鰯の手開きを
見学し、柊鰯の作成準備を実施。給食
では行事食を提供した。

行事食を通して季節や伝統的な食文化
を身近感じることができてよかった。

日本の伝統行事にちなんだ行事食を提
供し、文化継承を図る。

食事マナー、ビュッフェスタイルの配膳、当番活動 通年 毎日 ・担任
日誌、実施記録

食育だより
お花を飾る等、食卓の環境を整えた。
年長児は配膳当番実施。

ビュッフェスタイルの配膳が定着。マ
ナーはその都度声掛けを行っている。

ビュッフェスタイルでの配膳が定着。
子ども自身が食べる量を把握し選択し
ていた。

テーブル設定、BGMなど食環境を整
え、食と生活のつながりを意識し、浸
透させていく。

栽培･収穫･調理（クッキング）、アイランドキッチンの活用 通年 随時 ・
計画案

ドキュメンテーション
畑の野菜予定通り栽培、収穫。旬の食
材に触れるなどした。

畑での栽培、収穫を実施。大根の収穫
時に切り干し大根を作り体験した。

栽培・収穫・調理過程に関わることで
喫食状況も良くなった。

栽培・収穫に加え調理に携わることで
食への関心を深めていく。

食育コーナー（食材紹介・献立紹介）、旬の食材展示 通年 随時 ・
ホームページ・食育だより

ドキュメンテーション
季節ごとに旬のものを展示。献立紹介
実施。

毎日の給食を展示した。また、園内の
畑での収穫物も展示している。

降園時に給食の展示を見ることで、親
子での対話が広がっていた。

食材や調理、味覚への関心を深め、家
庭での食生活へつなげる。

アトリエ活用（アート活動による対話的保育の実践）、素材研究 通年 随時 ・ ・ 写真データ
年長児とケーキプロジェクト継続。新
たな素材を活用。

各クラスでアート活動を実践した。
アート展へ向けて個々のドキュメン
テーションを作成し学びとなった。

個々の制作におけるプロセスをたど
り、子どもの表現を共有、理解を深め
る。

幼児保育環境（絵本・ままごと・積み木・ブロック・LaQ、ゲーム、制作コー
ナーの充実、ピースルームの活用）

通年 随時 幼児担任・絵本担当 議事録・写真データ
制作コーナーの充実など状況に合わせ
てコーナーを見直し中。

制作コーナーが定着。子どもの興味に
合わせてコーナーを展開。

定番のラQやクーゲルバーンの発展な
ど子どもがコーナーで遊びこんでい
た。

環境に変化を加えることで雑多になり
がちだが、遊び込めるコーナーを継続
していく。

乳児保育環境（発達に応じた遊び・生活環境、手作り玩具の充実、ちびっこ
ガーデン整備）

通年 随時 乳児担任 議事録・写真データ
月齢に合った環境設定に随時見直して
いる。

乳児の成長や発達に合わせ環境を整え
た。

子どもの発達に合わせた環境づくりが
できた。

おおむね年間を通して変化を加える時
期の見通しを持つ。

表現活動（音楽あそび：楽器、劇・ごっこ遊び：パペット・変身コーナーの充
実）

通年 随時 ・
写真データ

ドキュメンテーション
変身コーナーが人気、コーナーをつな
ぐ遊びも広がっている。

変身コーナーでのごっこ遊び、発表会
へ向けてのリズム遊びを実施。

ごっこ遊びが劇あそびへ、音楽表現や
劇表現へ発展した。

早い時期から劇あそびを意識して環境
設定していく。

運動遊び（サーキット）、ふれあい遊び、ゲーム遊びの充実 通年 毎週 ・ 日誌、デイリー
予定通り毎週サーキット実施。ふれあ
い遊び随時実施。

予定通り実施し、子どもの動きたい欲
求を満たすことができた。

子どもの動きたい欲求を満たし、子ど
も同士の関係も深められた。

引続きサーキットを継続し、ふれあい
遊びの充実も図っていく。

イングリッシュイマージョン（異文化交流）、ベトナム園との交流 通年 毎日 ・ ・
日誌

ドキュメンテーション
ネイティブスピーカーによる英語体験
を継続中。

ベトナムとの交流は進まなかった。イ
ングリッシュイマ―ジョンは生活の中
で実施できた。

ネイティブスピーカーとの自然な関り
で英語や異文化に親しむことができ
た。

イングリッシュイマ―ジョンを通して
継続して異文化に触れる体験を実施す
る。

屋上園庭の活用、植栽の管理、木育・花育事業 通年 随時 ・ ・ 写真データ、稟議書
ファミリーデーで屋上の植栽を利用し
た活動をした。

秋・冬の剪定で植栽を整え管理した。
水やりなど子ども達が親しみ関心を持
つことができた。

保護者を巻き込み植栽の管理など行っ
ていく。

エコ委員会（SDGs理解、節電･節水、消耗品管理）、地域環境員による園内外
の清掃･美化、ロケーションシステムの構築

通年 毎月 エコ担当・ 議事録、稟議書 地域環境委員を中心に実施中。
地域環境委員が地域清掃に貢献し美化
に務めた。

地域清掃を通して、近隣との良好な関
係を築くことができた。

清掃を通して近隣との良好な関係を維
持していきたい。

防災用品･備蓄の管理、避難訓練･防犯訓練、BCPの改訂 通年 毎月 ・ 備蓄表、訓練計画･記録
避難訓練毎月実施。地域防災訓練に年
長児参加。

毎月、予定通り実施。BCPの見直しに
至っていない。

避難訓練等で防災意識を高めたが、
BCPの見直しが必要。

備蓄の管理等を含めBCPの見直しを行
い、災害に備える。

リスクマネジメント（アレルギー、安全チェック、ヒヤリハット、事故報告の
検証）、AED対応

通常 毎月 ・ ・

アレルギー献立
安全チェック簿
ヒヤリハット

事故･ケガ報告書

毎月の職員会議でヒヤリハットを共
有、分析と対策を話し合っている。
AED研修実施。

毎日のヒヤリハット共有により、起こ
りやすいケガや事故が明確化されてき
た。

AED研修に加え異物除去研修も実施
し、職員の危機管理意識も高められ
た。

これまでの実施を踏まえ対策を強化し
ていく。起こりやすい事故に対する研
修を継続的に行っていく。

委員会活動の強化

ア
カ
デ
ミ
ー
（

保
育
&
教
育
の
質
の
向
上
）

食育

保育環境

2023年度 アルテ子どもと木幼保園 事業報告

理念に基づいた
教育・保育

教育・保育方針
(同年齢の活動・異年齢の活動Ｗスタンダード）

保護者対応（保護者支援）

地域貢献

小学校・養成校など学校との連携

地域の子育て支援

保育者の関係性向上（同僚性向上）

危機管理
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大項目 重点項目（全園） 実施項目（各園） 時期・(場所) 実施回数 担当者 確認事項
途中経過

（半年後）
結果

（2月記入）
ふりかえり

（2月記入）
次年度の取り組み

（3月記入）

委員会活動の強化 危機管理 園児健康管理（保健指導の充実）、職員健康管理、感染症対策 通年 毎月 ・ 健康診断記録、保健だより
感染症対策、園児・職員の健康管理を
実施。

2回の胃腸炎流行で保健所報告。消毒
等速やかに対策。

嘔吐処理・下痢等の対応等を実施し職
員全体で習得した。

年度始めに嘔吐･下痢等の対応を職員
に周知徹底する。

サーキット研、運動遊び、ふれあい遊び研修 随時 6回以上 ・
議事録、写真
振り返り記録

予定通り毎週サーキット実施。ふれあ
い遊び随時実施。

姉妹園主任中心でサーキット研、職員
会議内でふれあい遊び実施。

自園でのサーキットへの意識を高めて
いくために研究会が必要。

自園でサーキット研究会が実施できる
よう仕組みを整えていく。

誕生会プランナー（ポートフォリオ作成）、ケーキプロジェクト（ドキュメン
テーション作成、発表、共有）

通年 随時 ・担当 ドキュメンテーション
毎月、予定通り実施。ドキュメンテー
ション作成。

毎月の誕生会、アート展等の行事でド
キュメンテーションを作成。

ドキュメンテーション作成で保育の共
有、スキルの向上を図れた。

継続してドキュメンテーション等の記
録を作成し共有を図る。

アート活動を中心にしたテーマ型の対話的プロジェクト保育の実践（ドキュメ
ンテーション作成、アート展での発信、共有）

通年 随時 ・ ・ ドキュメンテーション
スズムシや青虫の飼育で生き物への興
味や関心が高まった。

ケーキプロジェクトは、担当者がド
キュメンテーションを作成した。

ドキュメンテーション作成から担当が
得た学びは大きかった。

対話のファシリテート、素材研究、ド
キュメンテーション作成の浸透を図り
たい。

プロジェクト、論文応募（ソニー科学する心を育てる） 9月 1回 ・ 応募論文
幼児実践「毒ジャガイモの実践」をソ
ニー論文応募。

園内実践発表で職員に共有。優良園に
選定された。

論文作成における職員個々の意識の向
上が必要。

職員全体で論文への理解を深め、実践
の共有と浸透を図りたい。

ChildCareWebによる計画案・記録・デイリー作成 通年 毎日 ・ ChildCareWebデータ 予定通りCCWを活用している。 不備なく活用を継続。 活用を継続していく。 活用用途を拡大していく。

ドキュメンテーション（行事、造形、誕生会、各種プロジェクト）
Shareホルダー活用

通年 随時 ・ ・各担当 ドキュメンテーション
各行事、プロジェクトのドキュメン
テーションを作成、掲示や職員会議で
共有した。

ドキュメンテーションは定期的に各担
当者が作成し学びとなっている。

情報の共有はできているが、振り返り
による浸透には至っていない。

ドキュメンテーションを基に振返り浸
透を図り、次の保育へつなげていきた
い。

理念研修、人権研修、マナー研修、実践検討会、ロールプレイング 毎月 12回 ・ ・ 研修計画、議事録
計画通り園内研修実施、法人内研修に
参加。

充実した法人内研修の参加、園内研修
が定着した。

法人内研修の充実、園内研修の定着が
図られた。

園内研修の内容の研さんと法人内研修
への参加を引続き行う。

リスクマネジメント研修（ヒヤリ･ハット検討会） 毎月 12回 ・ ・担任 研修資料・議事録
毎日の終礼で各クラスのヒヤリハット
事例共有。

類似のヒヤリハットが多く、起こりや
すさが明確化した。

共有することでケガへの意識が高まっ
た。

4コマまんがを活用としたヒヤリハッ
ト集の作成を試みたい。

区･都･東社協･民保協研修、各種養成校主催研修･研究会
キャリアアップ研修、子どもアートプラットホーム養成講座

通年 随時 ・ 研修計画、研修報告
園内外の研修に参加。キャリアアップ
も積極的に受講。

オンラインも含め多くの研修に参加で
きた。

個々の研修参加の意識が高まり、研修
申請も増えた。

キャリアアップ研修含め、職員自ら学
ぶ姿勢を奨励し自己研鑽と発揮、園へ
の還元につなげたい。

実践発表（園内、養成校など） 5月 1回 ・ ・ 発表資料
養成校2校で2年目保育士が実践発表
を行った。

２大学、法人内新任研、理科授業で実
践発表した。

実践発表のとりまとめが学びとなって
いる。

引続き、養成校等の実践発表の機会を
得て実施したい。

海外研修
ベトナム乳幼児施設との連携、イタリアパンタレイとの交流

通年 随時 ・ 発信資料・記録
海外研修は見送りとなった。ベトナム
より視察があった。

海外研修に向けて、養成講座の開催が
復活した。

園児交流はできなかったが、職員交流
に向けて準備している。

養成講座への会場提供等を通してイタ
リア、からの学びを得ていく。ベトナ
ム交流も進める。

新任研、年齢別会議、主任会（花園会）、久保研、ひらめき研
保育環境研修（藤森研）

通年 未定 ・ 研修報告、研究資料
ZOOM利用で職員が参加でき、良い
学びを得た。

それぞれの立場で参加し法人内研修で
学びを得た。

管理職が参加する研修はマネジメント
の学びになったが浸透にいたっていな
い。

法人内研修が理念浸透となり実践へ反
映される仕組みの構築を行う。

公開保育、保育士交流 未定 未定 ・ 各記録
法人内公開保育実施、姉妹園の公開保
育に参加。

主任が中心で予定通り実施。クラス間
保育士交流を実施。

公開保育からの学びを次へ活かす話し
合いができた。

公開保育を継続。保育士クラス間交流
と職種間交流を実施する。

ヘキサゴン （スキルアップ支援プログラム） スキルアップシート、ヘキサゴン ４月、２月 2回
・

・ ・
スキルアップシート

主任との面談を踏まえ、各自で取組ん
でいる。

主任、リーダーが中心となり面談、記
入を実施した。

自身のスキルアップと求められている
ことを合わせて努力できた。

評価者の視点、人材育成力を高めるた
めの実践として継続する。

職員面談 （自己評価・他者評価） スキルアップ面談、管理職面談、会長・理事長面談 ６月、3月 2～3回 ・ ・ 面談記録
年度始めに面談と立案を実施。中間振
返りを行なった。

評価シートに基づいて実施した。
客観的な視点で自己を振返ることがで
きた。

個々の成長を目指し継続して実施して
いく。

メンター・メンティ 新入職員サポート（メンター養成） 通年 随時 担当 報告書
メンターメンティー実施、随時声を掛
けている。

メンティが園に馴染むようにメンター
は意識し実施。

メンターからの報告で管理職は手立て
を図れた。

新入職サポートとして実施していく。

法人外部評価 第三者評価や施設関係者評価（学校評価）の活用 第三者評価受審のための資料作成、ECEQ受審計画 未定 1回 ・ 審査書類
今年度実施がないため、今後の計画を
立てていく。

こども園へ向けて、基本資料を作成。 ECEQ受審へ向けて検討していく。
今後へ向けて、計画案等の見直しを行
い、受審へ向けて備える。

人件費率マネジメント 職員適正配置、業務の見直し、７・１・１の充実 通年 随時
・
・

予算書・シフト表
入退職の状況確認。休憩時間の確保に
努めている。

適正配置を行うことができた。給食室
の業務見直しを実施した。

給食室を含め業務見直しとチーム力の
向上を目指した。７･１･１の実施には
至らず。

業務内容の見直し、必要な人材の確保
と育成により７･１・１を目指す。

積立金確保 積立金10％目標 年度末 1回 ・ 決算報告書 予定通り積み立て見込み。 予定通り積立て見込み。 補助金、加算等の増収に努めた。
こども園化による増収を見越して積立
てする。

適切な予算立てと予算執行 法人内監査、本部よる予算執行の確認 通年 毎月 ・ 稟議書･収支計算書
予算執行状況を確認。物品購入等のた
め補正。

予算執行状況を確認。執行状況を把握
した。

補正はしたが、おおむね予定通り執行
できた。

法人内監査の対応し、予算執行を行っ
ていく。

人財定着化と個々の底上げ方法
（マネジメントブック糧の活用など）

糧の活用、各種業務内容の精査･改善、仕事環境の整備、処遇改善 通年 毎月
・ ・

クラス担任
各会議録

優先事項の確認、役割分担等職員の協
力体制を強化。

職員会議内での糧の活用、会議での業
務検討を実施。

職員間の協働性を高めて業務分担でき
た。

理念の浸透を図り、得意分野の活躍、
業務の効率化を図る。

情報とテクノロジーを活用した運営 CCWの活用、ICT化による情報管理、発信 通年 毎日 ・ ・
ChildCareWebデータ
ホームページ、ＳＮＳ

CCWの継続運用。毎月データバック
アップ保存中。

保護者への写真でのケガの報告に活用
を始めた。

怪我のやり取りに対して活用すること
で保護者との情報共有がスムーズにで
きた。

活用用途を拡大していく。

園の魅力を伝わらせるための広報・宣伝実践
ホームページ公開、SNS（Instagram、Facebook）配信
アート展開催、エントランス展示、見学会、地域子育て支援

通年、1２月 毎月、1回 ･ ・
ホームページ、
開催案内･記録

ブログを定期的に配信。Instagramの
フォロワー数を上げている。

SNSとホームぺージを活用し、園の
実践を発信した。

ホームページから採用へつながった。
SNSは定期的な配信が難しかった。

HP、SNS等の配信、広報活動を充実
させていく。

採用活動の強化
養成校教員との連携、インターネット情報への掲載
法人就職説明会、学生アルバイトの雇用

通年 随時 園日誌等
求人の案内、アルバイト雇用、研究生
受入れ等の連携を実施。

養成校の先生と盛んにやり取りし、採
用見学の学生を受入れした。

採用に向けて見学はあったものの応募
にはいたらないケースもあった。

主任と協力し広報活動に努める。養成
校の先生と密に連携を図る。

制度の活用と改善（ロビー活動など） こども園化、行政との連携・議員等へのアプローチ 通年 随時 ・ 経営会議議事録
行政と連携を取り、こども園化の準備
を進めている。

認定こども園へ向けて準備を行った。
行政とのやりとりは法人本部が窓口と
なり進めた。

園の発信に努め、行政・議員との連携
も深めていく。

ア
カ
デ
ミ
ー

運営強化

マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト

人財育成・人事評価

ライブラリー（データベース・ファイリング）

財務

研修の充実

内部研修

外部研修

法人内研修

ア
カ
デ
ミ
ー

&
マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト

LLを柱とした
保育実践と研鑚

ラボ（実践＝学び）（研究＝ふりかえり）
スケール（評価）
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分類 大項目 重点項目（全園） 実施項目（各園） 時期・(場所) 実施回数 担当者 確認事項
途中経過
（半年後）

結果
（2月記入）

ふりかえり
（2月記入）

次年度の取り組み
（3月記入）

児童が主役となれる環境設定、活動時間・場所の保障、他
児を認められる教育、高学年によるリーダーシップ力育成

運営会議 １０回 運営会議議事録
予定通り実施している。
仕掛けや仕組みを考えてこども達が興味
を持つ内容を考えている。

仕掛けや仕組みづくりを考えてはいた
が、ルール作りなど職員が介入しすぎの
部分があり、もっと子ども主体にしてい
く。

こども会議を定着させていくことで、子
供たち自身で考える力が身に付き、自治
にもつながっていくので、こども会議の
持ち方、参加できる児童の顔ぶれも考え
ていく。

年度が替わると児童の顔触れが変わるの
で、グループ分けや実施回数など考えた
上で、継続して実施していく。

乳幼児会議、学童運営会議 毎月 月各１回 輪番制
乳幼児会議議事録
運営会議議事録

予定通り実施している。今年度よりグー
グルドキュメントを活用して職員に書き
込みをしてもらっている。

事前書き込みをしたり、他の職員のもの
を見たりすることで、会議に備えられ
た。

会議等の書き込みを行う意識の違いはあ
るものの、徐々に浸透してきている。事
前書き込みを行うことで、提案、質問が
あれば会議前までにやり取りができ、ス
ムーズな進行につながった。

来年度も同様に実施していく。

保育者の関係性向上（同僚性向上）
①打ち合わせ会議
②キラキラ（付箋）
③場面記録④グループ討議

随時
①②毎日
③④随時

①② ・
③④ ・

記録
①②前日の振り返りを打ち合わせ会議な
どで情報共有している。
③④実施できていない。

当日の振り返りを５時の送りの後に行
い、その日の状況を周知しあった。ま
た、日誌にその内容を記載し、翌日出勤
の職員にも伝えるようにした。

その日の振り返りは１５分～２０分程度
なので報告にとどまることが多いが、担
当していないところを知れるのは有意義
だった。

来年度も同様に実施していく。

保護者対応（保護者支援）

①子育て支援事業
②学童保育
③個別懇談会
④入会・進級説明会

①②随時
③学期

④年に１回

①②随時
③３回
④1回

① ・
②

③④ ・
記録

①②気づきがあれば職員間で情報共有し
ている。
③④案内やミマモルメなどで出席を呼び
掛けている。

個別懇談や継続児童の入会説明会では出
席者が少ないので日数を増やしたり時間
帯を夕方に変え来てもらいやすいように
変更し、たくさんの保護者に参加を促し
丁寧な対応を心掛けた。

出席者が増えるような手立てを考え実行
したが、意識を変えることができなかっ
た。

来年度はミマモルメで案内するのはもち
ろんだが、アンケートをとったり、保育
参加を企画したりして保護者の意識を
もっと児童館に向けていく手立てを考え
て実施する。

交流会（コーナー・小規模園・こども園・小学校・中学
校）

随時 随時 ・ ・ 記録

法人の小規模とは長期休みに、こども園
とは年長児との交流を実施した。岩屋
コーナーとは土曜日に交流を行ってい
る。

実施できた。
2023年度、岩屋学童保育コーナーが土
曜日にだいな幼児園と合同保育すること
になったので、新たな活動を検討する。

小規模やはっとこども園との交流は継続
する。また、土曜日は灘の浜学童保育
コーナーと交流したり、近隣の公園を活
用したりする。

①トライやるウィーク
②ワークキャンプ
③小学校との連絡会
④小学校校長との情報交換

不定期
③は学期に1回
④は月に1回

・ 記録
トライやるウィークやワークキャンプで
は積極的に受け入れをしている。

実施している。

受け入れらる人数を検討したうえで受け
入れを実施した。中高生は児童との年齢
が近く、異性との距離間に注意が必要な
時がある。

今年度同様実施していく。

ボランティア受け入れ ７月・８月 随時 ・ 案内 積極的に実施している。
養成校、学生などから連絡があれば面談
を行い、学童の遊びやおやつのお世話な
どを行っている。

実施している。 今年度同様実施していく。

①おたのしみこどもライブ②けん玉の会 通年
①年3回
②月１回

①
②育成室２担当

案内
地域の方に来ていただき、定期的に実施
している。

こどもライブでは身近な曲を演奏しても
らい、一緒に歌ったり踊ったりして盛り
上がった。
けん玉の会では技を習うだけではなく、
ゲームあそびも取り入れてあり、興味を
引いている。

児童の姿を見るととてもワクワクして参
加している。特に、ライブでは知ってい
る曲では大きな声で歌い踊り、発散して
いる感じがうかがえた。
けん玉は参加者が限られるが、楽しんで
いる。

今年度同様実施していく。

（館内）
①すこやかクラブ
②赤ちゃんサロン
③ちびっこ広場

①５月～３月
②③８月以外

月４回 ・ ・
①記録・振り返り

②記録
担当者を決め、年齢に合わせて遊具、お
もちゃ、絵本など工夫している。

頻繁に使用しているものは、古くなった
り、コマなどのピースが足らなくなった
り、本が破れたりした時は廃棄し、新た
なものを購入した。

乳幼児の遊具、おもちゃ、絵本は９月
末、３月末に見直し、不衛生なもの、壊
れているものなどを整理し、新しい物を
購入して衛生的で使いやすい物を用意す
る。

点検月までに廃棄するもの、購入するも
のの整理やリストアップをしておき、遊
具、おもちゃ、絵本の入れ替えをスムー
ズに行う。

（館外）
①子育てサークル
②ふれあいまちづくり協議会

①学期毎
②7月・8月

①３回
②２回

・ 記録 地域と協力しながら実施している。
開催時期が近付けば詳細を打ち合わせ、
実施してきた。

来年度も継続して実施していく。
来年度も地域の子育てサークルには年3
回出向き交流を図る。

居場所づくり事業、学習支援（脇浜・灘浜） ４月～３月 週２回 ・
案内・記録・補助金申

請

なぎさ小学校の児童を対象に毎週木曜日
に実施している。（長期休みは実施せ
ず）

小学校で学習しているところがわからな
くて困っているという児童は見かけな
い。どちらかと言うとスタッフに問題を
作ってもらって説いている。

年度が替わり、新たに募集を掛けると毎
年何人か学習が困難な児童が見受けられ
るので継続していく。

今年度同様実施していく。

畑にてサツマイモのツル植え、収穫 ７月～１０月 年２～３回 ・ 計画案
残土と肥料や腐葉土を混ぜ土づくりをし
てサツマイモのツル植えをした。

収穫までは、担当が児童に声を掛けて短
時間でも土に触れる機会を多く持てるよ
うに仕掛けと仕組みを考えた。

１０月下旬に芋ほりを行ったが、９月以
降は帰館時間が遅く児童と一緒に草抜き
や水抜きなどがなかなかお世話ができな
かった。

児童が土にふれあう機会を多く持ち、土
作りから収穫まで意欲的になれたり、収
穫の期待を持てたりできるような関わり
をしていく。

クッキング（収穫したサツマイモを利用） 未定 年２～３回 担当 記録
収穫したサツマイモを使ってスイートポ
テト作りを行う予定。

自分達で世話をして収穫したものをつ
かってスイートポテトづくりをして食べ
た。

自分達が世話をして収穫したもので調理
師味わえたので満足感が溢れていた。

今年度同様実施していく。

飼育・栽培（生きもの・植物）・・・当番活動へ 通年 随時 ・ ・ 記録
職員が、生き物の世話や花を植えたりし
ているが、こども達を巻きこめていな
い。

児童に声を掛けて生き物の世話や花植え
を行ったが、当番制にはせず状態を見な
がら児童に声を掛けその都度募って活動
をした。

当番として決めてしまうと、飼育栽培に
興味を持つ児童が休みや早帰りなどでで
きない日があることがわかった。

できるだけ多くの児童が飼育栽培に興味
が持てるように声をかけたり、職員がし
ている手伝いをすることから実施してい
く。

制作（手作り玩具、プレゼント、飾りなど）、廃材の活用 通年 月１回実施 ・ 計画と児童への紹介
自由に制作ができるようにしている。材
料は職員が用意しているが、今後は保護
者に協力を仰ぐようにする。

毎週金曜日に自由制作が出来るようにし
た。

ハサミやテープなど道具の使い方や置き
場所を繰り返し伝えていかなければいけ
なかった。

自由制作がしやすいように材料の用意を
したり、道具の使い方や直し方などを伝
えたりして、丁寧に使うように伝えてか
ら実施する。

室内遊具・玩具の安全チェックと個数確認、遊戯室・図書
室の備品の充実

通年 随時 環境・エコ委員会 記録
日々、安全チェックは実施している。気
になる点は随時、職員に周知する。

気になる点は日々の打ち合わせ会議内や
職員会議内で周知し、修繕・交換をして
いる。

実施できた。 今年度同様実施していく。

エコ
水道光熱費・消耗品の使用量を前年度比と比較（試算表か
ら）

随時 随時 全職員 振り返り
電気、ガス、水道など細目なチェックを
行うように周知している。

比較はしなかったが、夏・冬など特に使
用が多くなってくる時期には、職員間で
節電、節水を心掛けるように伝えた。

エコを心掛けて生活を送る事で、酷暑、
厳冬の期間が長期化したり、値上げがあ
る中でも当初予算内で終えることができ
た。

来年度もこまめな室温調整をしていきな
がら節電、節水を意識した生活を送る。

ヒヤリハットの定期見直し・作成 ９月・３月 年２回 危機管理委員会 記録・議事録
日々の日誌の裏に必要に応じて記録をつ
けている。

実施できた。記入者の氏名が抜けている
ことがあったので、その都度、氏名を記
入するように伝えていった。

周知することで、ヒヤリハットに対する
職員の意識が向上した。

出来るだけ細かなことも日々の打ち合わ
せ会議で報告し意識する集団にしてい
く。

職員の健康診断（予防接種・定期健診・生活習慣病予防検
診）

５月
（はっとこども園）

年1回 ・ 健診記録 例年通りはっとこども園で実施した。 実施済み。 実施済み。
はっとこども園と連絡をとりながら５月
に実施する。

避難訓練（火災・地震・津波・水消火訓練）、不審者対応
ＢＣＰ見直し

毎月 月１回実施 危機管理委員会 避難訓練実施報告書
年間計画表を作成し実施している。地域
の防災訓練に参加している。

実施済み。 実施済み。 今年度同様実施していく。

LLを柱とした
保育実践と研鑚

ラボ（実践＝学び）（研究＝ふりかえり）
スケール（評価）

ホームページの充実 毎週 週１回実施 ・ ・
職員による
ネットアップ

担当を決め実施している。 実施している。
特に、午前中の親子間事業やイベントご
とは日にちを置かないことを意識して情
報発信した。

今年度同様実施していく。

保育環境

ア
カ
デ
ミ
ー
（

保
育
&
教
育
の
質
の
向
上
）

2023年度 なぎさ児童館 事業報告

小学校・中学校・養成校など学校との連携

地域の子育て支援

理念に基づいた
教育・保育

教育・保育方針
(同年齢の活動・異年齢の活動Ｗスタンダー
ド）

ボランティアプロジェクト
（対外、対内、両方とも含む）

危機管理

委員会活動の強化

食育

地域貢献
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分類 大項目 重点項目（全園） 実施項目（各園） 時期・(場所) 実施回数 担当者 確認事項
途中経過
（半年後）

結果
（2月記入）

ふりかえり
（2月記入）

次年度の取り組み
（3月記入）

ラボ（実践＝学び）（研究＝ふりかえり）
スケール（評価）

ＡＥＤ・アナフィラキシー対応・熱性けいれん
未定

（なぎさ・はらだ）
各１回 運営会議議事録 今後、事例をもとに実施していく予定。 実施できていない。 実施できていない。

原田Ｇと合同で実施していくことを検討
する。

ライブラリー（データベース・ファイリン
グ）

遊戯室、図書室の充実、コーナーの充実 通年 随時 環境委員会
打ち合わせ会議内

での報告
季節感を考えたりや古くなったものの見
直しなどをしたりしていく。

クリスマス会のサンタクロースからのプ
レゼントとして子どもたちが興味を持っ
ているおもちゃやゲームブロックなどを
増やしていった。

古くなったり、壊れて使いにくくなった
ものを処分した。アンケートをとり、子
ども達の意見をくみ取ることで、とても
興味関心を持ち、大切に使う姿が見られ
た。

古くなって使いにくくなったものや壊れ
てしまったものなどは廃棄し、新たなも
のに変えたり、子ども達の様子を見たり
意見を聞いたりして見直していく。

ライジン、施設間交流 随時 年３回 ・ 振り返り
施設の規模を考慮し、リーダー職員から
施設交流を実施し情報共有をしている。

実施した回数が結果的に2回しか実施で
きなかった。

他施設を知る事で、新たな視点を持つこ
とができ、レイアウトを変えたり、段取
りを考えたりできるようになった。

来年度も継続して実施していく。

制作物作成（掲示板用、壁面用他） 毎月 月１～２回 掲示
担当者は季節感を考え、子どもたちの作
品がメインになるように提案する。

毎月、児童の作品を作成し掲示したり、
飾ったりしていた。

決まった児童が準備段階から手伝いたい
という児童が見られた。また、学年・男
女問わず興味を持って制作する児童が増
えてきた。

来年度も児童が作成したものを見える化
できるように、掲示したり、飾ったりし
ていく。

外部研修 社協・青少年課の各種研修 随時 随時 研修報告
案内が来ていることを周知し、積極的に
参加している。

研修に出席したいと申し出てくる職員が
偏っていた。

研修内容によっては管理職から指名し、
出席を促す。

研修に出席することで自分を高め、ひい
ては児童の為になる事を伝えていく。

法人内研修 児童館・コーナー等の保育環境・保育実践 通年 随時 ・ 研修報告
リーダー会議、運営会議（職員会議）な
どで報告する。

各施設内にとどまっている。
他施設の報告を受けるだけになってお
り、どの施設にも共有できることが少な
く感じた。

他施設の報告を受けるだけになってお
り、共有方法を検討する。

目標チャレンジシートのチェック 6月・11月・3月 年３回 記録 実施できていない。
１１月面談時に記入してもらい、コー
ナー長との面談時に活用した。

実施している。
職員が得意なことを児童と共に過ごせる
ように考えや思いを整理して伝えやすい
ようにしていく。

スキルアップ支援（ホームページ、折り紙、ゲームあそ
び）

前期・後期 年2回 全職員 評価表 実施できていない。 実施できていない。 実施できていない。
どのようにすれば実施できるのか検討す
る。

職員面談 （自己評価・他者評価） 館長・リーダーと面談 ６月・11月・3月 年３回 ・ 面談記録 1回目は実施済み。
2回目以降はコーナー長が実施し、じっ
くり話を聞けた。

じっくり話を聞く機会になり、職員から
の質問、意見、要望なども聞くことがで
きた。また、管理職側の思いも伝える事
ができた。

来年度も継続して実施する。

人件費率マネジメント 適正な職員配置 会計打ち込み時 月１回確認 ・ 会計データ

各施設、建物の構造や活動内容によっ
て、適正以上の職員数の配置が必要にな
る。人件費率が多くなることは否めな
い。

人件費、事務費、事業費の予算案につい
て、執行率を確認しながら見通しを持っ
た運営を心掛ける。

実施できた。 来年度も継続して実施する。

適切な予算立てと予算執行 財務会議 補正時期・年度末 ２回 ・ 決算報告書
毎月、執行率を確認している。極端に突
出している場合は原因を確認した。

継続して行った。
執行率を確認しながら、突出している支
出があればその都度事務職員と根拠を確
認した。

来年度も継続して実施する。

人財定着化と個々の底上げ方法
（マネジメントブック糧の活用など）

コンセプトブック・マネジメントブック・糧を使った読み
合わせ

毎月 １２回 ・ 会議議事録
職員が集まったときに糧を中心に読み合
せを行っている。ページを選んだ職員が
読む。

実施できている。
糧の内容や理由などを選ぶときに考える
ことがとても大切で、現場に向かうとき
の心構えにもつながっている。

来年度も継続して実施する。

情報とテクノロジーを活用した運営 iPad、ICT活用し広報 随時 通年 ・ 情報共有・振り返り 担当者を決め実施している。 実施できている。 実施できている。 来年度も継続して実施する。

園の魅力を伝わらせるための広報・宣伝実
践

ホームページ活用 随時 随時 ・ 原則週１回の広報活動
午前中の親子館事業や午後からの学童保
育の活動を中心にＨＰに掲載し、広報し
ている。

児童館の魅力（午前中の親子間事業や学
童の様子）を掲載し、可視化した。

親子のプログラムの様子や学童の日常の
遊びや生活、行事などをＨＰに掲載した
が、どれくらい反響があるのかはつかめ
ていない。動画は投稿できていない。

地域からきている親子にはどのような情
報を求めているのか直接聞いたり、アン
ケートをとったりして有益な情報を発信
する。

採用活動の強化
口コミ・地域児童課・ボランティア等連携大学、ハロー
ワーク・タウンワークの利用

随時 随時 ・ 案内・面接
在職している職員から情報を優先してい
る。採用者が増えるとタウンワークやハ
ローワークを活用している。

2023年度中は職員からなかなか採用に
ついての情報は得られなかった。タウン
ワークに連絡を取り、雑誌に掲載をして
もらった。

タウンワークは学生の応募が多く、卒業
後は退職することになるので、むつかし
く感じた。

職員からの情報はもちろんだが、種の会
の採用サイトやタウンワーク、ハロー
ワークを活用していく。

制度の活用と改善（ロビー活動など）
ロビー活動の強化（こども青少年課・地域自治体・近隣児
童館へのアプローチ）

随時 随時 ・ 記録
電話やメールを活用して随時連絡を取っ
ている。

こども青少年課とは積極的にやり取りを
したが、地域自治体や近隣児童館とは、
会議やイベントごとのみでの情報交換に
なった。

地域自治体とは、次年度のイベントごと
などの共催に関して話をさせていただい
た。積極的にかかわりを持っていく。

地域自治体や近隣児童館とも、なぎさ児
童館側からアクションを起こしていくこ
とを意識していく。

研修の充実

内部研修

ヘキサゴン （スキルアップ支援プログラ
ム）

人財育成・人事評価
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LLを柱とした
保育実践と研鑚
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分類 大項目 重点項目（全園） 実施項目（各園） 時期・(場所) 実施回数 担当者 確認事項
途中経過
（半年後）

結果
（2月記入）

ふりかえり
（2月記入）

次年度の取り組み
（3月記入）

人件費率マネジメント 適正な職員配置 会計打ち込み時 月１回確認
・

会計データ 実施できている。 実施できている。 次年度も同様で実施。 次年度も同様で実施。

適切な予算立てと予算執行 財務会議 補正時期・年度末 ２回
・

決算報告書 実施できている。 実施できている。 次年度も同様で実施。 次年度も同様で実施。

人財定着化と個々の底上げ方法
（マネジメントブック糧の活用など）

糧を使った読み合わせ、活きたマニュアル作成、職員役割の明確化 毎月 １２回 ・ 運営会議 実施できている。 実施できている。
役割の明確化とやりがいを感じられる仕
組みづくりやモチベーション維持の為の
仕掛けの構築。

役割の明確化とやりがいを感じられる仕
組みづくりやモチベーション維持の為の
仕掛けの構築。

情報とテクノロジーを活用した運営
iPadの活用、プロジェクターを使用しての遊び、Zoomで学童施設
を繋いでのイベントの実施

上半期 随時 ・ 記録 実施できている。 実施できている。 次年度も同様で実施。 次年度も同様で実施。

園の魅力を伝わらせるための広報・宣伝実践
月２回のHP活動ブログUP、画像だけでなく動画投稿による保育の
『見える化』

月２回 24回 ・ HP 動画の投稿はできていない。 動画の投稿はできていない。 タイムリーな更新。 タイムリーな更新を目指す。

採用活動の強化 HPの活用、必要に応じてタウンワークに掲載 随時 随時 HP 採用活動の必要性なし 採用活動の必要性なし 安定した雇用の実現を目指す。 安定した雇用の実現を目指す。

制度の活用と改善（ロビー活動など） ロビー活動の強化（こども青少年課・地域自治体アプローチ） 随時 随時 ロビー活動報告書 できていない。 できていない。
地域との交流や意見交換。午前親子事業
の地域への周知。

地域との交流や意見交換。午前親子事業
の地域への周知。

財務

マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト 運営強化
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2023年度 灘の浜学童保育コーナー 事業報告

分類 大項目 重点項目（全園） 実施項目（各園） 時期・場所 実施回数 担当者 確認事項
途中経過

（半年後）
結果

（2月記入）
ふりかえり

（2月記入）
次年度の取り組み

（3月記入）

コーナーでの過ごし方（ルール作り）をこどもと共に取り組む、
高学年の役割の明確化

随時
長期休み初日

随時 全職員 記録
夏休みの過ごし方やクラブハウス使
用方法など高学年を中心に話し合い
ルール作成と運用ができている。

実施できた。 次年度も同様で実施。 次年度も同様で実施。

運営会議
役割別委員会の設置

毎月 最低１０回
議事録

申送りノート

委員会からの事前書き込みと全職員
からの発言をしてもらうことで当事
者意識を持ってもらう。

委員会とキラキラ、悩み、提案を書
き込みしてもらうことで意思表示の
機会を設けることができた。

次第発信をコーナー長が実施してい
た。3施設分の発信は負担が偏ってい
た。

次年度はリーダー職員に次第発信を
委ねる。

保育者の関係性向上（同僚性向上）
①ドキュメンテーション会議
②毎日のミーティング ③申し送りノートの活用

①月1回
②③毎日実施

①最低１０回 全職員 議事録
できていない月もある。今後は3か月
に1回のペースが現実的と感じる。

ドキュメンテーション（エピソー
ド）会議は各月に変更したが、12月
以降実施はできなかった。

エピソード会議をリーダー職員を中
心に毎月実施していく。

毎月の実施。

保護者対応（保護者支援） ①個別懇談会 ②保護者説明会
①６月、12月

②２月～3月

①年2回
②年2回

（継続、新規）

・
記録 実施できている。 実施できている。 次年度も同様で実施。 次年度も同様で実施。

交流会（コーナー・小規模園・こども園・小学校・中学校） 随時 随時 ・ 行事記録

毎週土曜日合同保育や夏休みの高学
年のはっとこども園との乳児保育体
験を実施。もっと長時間実施しても
良いかと思う。

8月以降実施できなかった
冬休みや春休みも実施できればよ
かった。

法人姉妹園に冬休みや春休みも交流
する機会を持つ。

近隣児童館へのアプローチ 随時 随時 報告書 実施できていない。
児童館へのアプローチはできなかっ
たが、情報交換会などで刺激を受け
る機会があった。

他施設の取り組みを聞き、取り入れ
る。

他施設の取り組みを聞き、取り入れ
る。

校長・小学校教員との連携 随時 随時 ・
必要に応じて議事録

申し送りノート

校内コーナーやその他協議が必要な
際は校長、教頭とも密に連携が取れ
ている。

しっかりと連携がとれた。校庭開放
メンバー（地域）とも連携ができ
た。

今年度同様、継続していく。 今年度同様、継続していく。

ボランティア受け入れ 随時 随時 ・ 案内 実施無し。
地域と意見交換する機会を設けるべ
きだった。

地域と意見交換する機会を設けるべ
きだった。

地域と意見交換する機会を設けるべ
きだった。

市民図書ボランティアとの関係構築 長期休業日 6～8回 ・ 学校開放委員会
個別懇談会や職員の休憩場所として
の使用。個別懇談会での使用など良
好な関係を築けている。

良好な関係を築くことができた。職
員にも個人的な付き合いがあり、よ
り深い関係性を持つことができた。

今年度同様、継続していく。 今年度同様、継続していく。

地域の子育て支援 （館外）子育てサークル 学期毎 ３回 写真
10月と2月にぱんだっこクラブに
コーナー長が参加する。

2月はなぎさ職員が出向いた。継続し
て実施する。

今年度同様、継続していく。 今年度同様、継続していく。

外あそび
多様な玩具の提供（縄跳び・フープ・ボール・野球・バドミント
ン）

通年 随時 全職員 運営会議
岩屋から竹馬をもらう。野球バット
とボールを購入し遊びの充実が見ら
れる。

サッカーゴールやバドミントンなど
充実させることができた。

今年度同様、継続していく。 今年度同様、継続していく。

室内遊び
多様な玩具の提供、クラフトタイム（廃材工作）の充実、
楽器（ピアノ・アコースティックギター・エレキギター）の提供

通年 随時 全職員 運営会議

クラフトタイムや楽器の貸し出しは
継続的に実施中。学生職員による製
作イベントなどを取り入れ実施済
み。

貸出おもちゃ表を作成し、多数の児
童がいても「誰が」「何を使った
か」を可視化できた。

子どもの意見を取り入れ購入してい
く。

意見箱を設置し、活用する。

飼育・栽培（生きもの・植物）・・・生き物飼育要検討 通年 随時 ・ 運営会議

6月からカニ2匹の飼育開始。10月
からザリガニ5匹の飼育開始。担当職
員とこども同士で役割を決めお世話
ができている。

ザリガニは全滅。カニは継続して飼
育中。子どもが「生き物ノート」を
作成し自然に生き物委員会が発足し
ている。

別の生き物を飼育しより活性化して
いく。

別の生き物を飼育しより活性化して
いく。

制作（手作り玩具・プレゼント）
・廃材の活用 ・木工遊び

通年 月１回実施 ・
運営会議
行事記録

工作は毎月実施できている。木工遊
びは実施できていない。

木工遊びは実施できなかった。
具体的な計画を作成する必要があっ
た。

具体的な計画を作成する。

室内ヒヤリハットの点検 通年 随時 ・
運営会議

申し送りノート
日々のミーティングや申し送りノー
トで情報共有できている。

日々のミーティングで共有し実施で
きている。

次年度も同様で実施。 次年度も同様で実施。

エコ 節電・節水、消耗品の使用方法の検討 随時 随時 全職員 運営会議 実施できている。 実施できている。 次年度も同様で実施。 次年度も同様で実施。

申し送りノートの活用、 判断基準のフローチャート作成 毎月 11回 ・ 記録・議事録
11月に不審者対応訓練を灘警察より
レクチャーを受けた。フローチャー
トを現在作成中。

実施できている。 次年度も同様で実施。 次年度も同様で実施。

職員の健康診断（インフルエンザ予防接種・定期健康健診） ５月・11月 年1回 健診記録
5月に健康診断、11月にインフルエ
ンザ予防接種を実施。

実施できている。 次年度も同様で実施。
次年度、インフルエンザは１０月中
旬に実施する。

避難訓練（火災・地震・津波・消火訓練）不審者対策訓練 月１回 ①月１回実施 ・
避難訓練実施報告書

グーグルドキュメント
振り返り

実施できている。 実施できている。 次年度も同様で実施。 次年度も同様で実施。

リーダー会議 月1回 最低１０回 ・ 議事録
次第、議事録を輪番にして実施でき
ている。会議場所も6施設を輪番で回
している。

実施できている。 次年度も同様で実施。 次年度も同様で実施。

ＡＥＤ・アナフィラキシー対応・熱性けいれん ６月・12月 2回
・

記録 できていない。 できていない。 原田Gと合同で実施を目指す。 原田Gと合同で実施を目指す。

ライブラリー（データベース・ファイリング） HP・iPad・共有フォルダの活用 随時 随時 ・ 記録・申送りノート 実施できている。 実施できている。 次年度も同様で実施。 次年度も同様で実施。

理念研修 4月・10月 年2回 振り返りシート
10月に正規・パート・学生全職員で
実施済み。4月はできなかった

10月に実施した。4月はできなかっ
た。

年間1回実施 年間1回実施

学童G全体研修会 6月・11月・３月 年間３回 振り返りシート 4月は実施。11月は延期になった。
11月分を2月に実施。3月に最終を
予定。

次年度も同様で実施。 次年度も同様で実施。

外部研修 社協・青少年課の各種研修及びその他研修 随時 随時 参加者 研修報告書 随時、参加済み。 随時職員参加している。 次年度も同様で実施。 次年度も同様で実施。

法人内研修 計画に基づき参加 随時 随時 振り返り・記録 コーナー長が参加できている。 実施できている。 次年度も同様で実施。 次年度も同様で実施。

研修の充実

内部研修ア
カ
デ
ミ
ー

&

マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト

ア
カ
デ
ミ
ー
（

保
育
&
教
育
の
質
の
向
上
）

保育環境

危機管理

理念に基づいた
教育・保育

教育・保育方針
(同年齢の活動・異年齢の活動Ｗスタンダード）

ボランティアプロジェクト
（対外、対内、両方とも含む）

地域貢献

委員会活動の強化

小学校・養成校など学校との連携

LLを柱とした
保育実践と研鑚

ラボ（実践＝学び）（研究＝ふりかえり）
スケール（評価）
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分類 大項目 重点項目（全園） 実施項目（各園） 時期・場所 実施回数 担当者 確認事項
途中経過

（半年後）
結果

（2月記入）
ふりかえり

（2月記入）
次年度の取り組み

（3月記入）

スキルアップ支援プログラム 研修への参加、PC作業のレクチャー 随時 随時 学生職員 振り返り
学生職員を中心にパート職員とも連
携をとり実施できている。

Googleフォト写真整理などリーダー
職員が担っている。

ML発信、会議次第発信などのルー
ティン作業をリーダーに委ねる。

ML発信、会議次第発信などのルー
ティン作業をリーダーに委ねる。

職員面談 （自己評価・他者評価） 年間３回コーナー長と面談（内1回は雇用契約締結時） ６月・12月・2月 年３回 ・ 面談記録 実施できている。 実施できている。 次年度も同様で実施。 次年度も同様で実施。

メンター・メンティ 新規職員入職時に実施 随時 随時 担当職員 新人さんいらっしゃい 実施できている。 途中入職者に提供。実践済み。 都度、更新していく。 都度、更新していく。

人件費率マネジメント 適正な職員配置 会計打ち込み時 月１回確認
・

会計データ
館長と事務員が連携し実施してい
る。

実施できている。 次年度も同様で実施。 次年度も同様で実施。

適切な予算立てと予算執行 財務会議 補正時期・年度末 ２回 ・ 決算報告書
館長と事務員が連携し実施してい
る。

実施できている。 次年度も同様で実施。 次年度も同様で実施。

人財定着化と個々の底上げ方法
（マネジメントブック糧の活用など）

糧を使った読み合わせ、活きたマニュアル作成、職員役割の明確
化

毎月 １２回
・

学生職員
運営会議

面談で職場の悩みを早いうちから吸
い上げる。また個々に適した役割を
与えることで個々にやりがいを感じ
られるように業務分担を実施してい
る。

実施できている。 実施できている。
役割の明確化とやりがいを感じられ
る仕組みづくりやモチベーション維
持の為の仕掛けの構築。

情報とテクノロジーを活用した運営
ipadの活用、プロジェクターを使用しての遊び、Zoomで学童施
設を繋いでのイベントの実施

上半期 随時 学生職員 行事記録
トランプのスピード大会のルールを
統一かするためにYouTubeで動画を
上映した。

実施できている。 実施できている。 次年度も同様で実施。

園の魅力を伝わらせるための広報・宣伝実践
月２回のHP活動ブログUP、画像だけでなく動画投稿による保育
の『見える化』

月２回 24回 ・ HP
役割分担はできているが更新頻度は
徹底できていない。慣れの部分もあ
りもう少し時間が必要かと思う。

動画の投稿はできていない。 動画の投稿はできていない。 タイムリーな更新を目指す。

採用活動の強化 HPの活用、必要に応じてタウンワークに掲載 随時 随時 HP
2023年度校内コーナー稼働に向け
てタウンワーク等を使用し採用活動
する必要あり。

2月中旬までタウンワークを掲載。退
職者が多く、難しさを痛感する。

雇用と退職者のバランスはより慎重
に取り組むべきである。

適正なバランス。

制度の活用と改善（ロビー活動など）
ロビー活動の強化（こども青少年課・地域自治体へのアプロー
チ）

随時 随時 ロビー活動報告書

灘の浜過密化に伴い、地域と連携し
より良いこどもの居場所が作れるよ
うに実施済み。
令和7年度を見据えて行動していく。

地域の方と協議し場所の選定や職員
採用を進める。

地域の方と協議し場所の選定や職員
採用を進める。

計画的な選定と採用を進める。

マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト

財務

運営強化

人財育成・
人事評価

ア
カ
デ
ミ
ー
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ー
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ン
ト

-101-







分類 大項目 重点項目（全園） 実施項目（各園） 時期・(場所) 実施回数 担当者 確認事項
途中経過
（半年後）

結果
（2月記入）

ふりかえり
（2月記入）

次年度の取り組み
（3月記入）

児童が主役となれる環境設定、活動時間・場所の保
障、他児を認められる教育、高学年によるリーダー
シップ力育成

運営会議 １０回 運営会議議事録
職員会議、こども会議にて周知、
実践中。

グループリーダーとしての役割を
担う。

文化として形成していくにはまだ
まだ時間が必要。こちらからの仕
掛けとともに実践していきたい。

毎週のこども会議の実践を継続し
て行なっていく。

学童運営会議 毎月 月１回 運営会議議事録 毎月実施中。
夏休みの長期休暇除く毎月実施で
きた。

会議内において施設長を中心とし
た理念・マインドを子どもの関わ
りから話し、これは継続して行
なっていく。

会議内でも「保育」についての時
間はできるだけ確保して話してい
く。

保育者の関係性向上（同僚性向上） 場面記録、打ち合わせ会議、グループ会議 随時 １０回
・

記録
グループ内のリーダー同士で毎週
実施中。

下半期より毎週実施数することが
できた。

共有・検討課題などタイムリーに
話すことで円滑に業務にあたるこ
とができた。

次年度も継続して取り組んでい
く。

保護者対応（保護者支援） ①学童保育②個別懇談会
①随時

②学期に１回
①随時
②３回

① ・
② ・ 記録 小学校の懇談に合わせて実施。

小学校懇談日だけでなく別日でも
個別で実施した。

小学校懇談に併せてと都度実施
し、柔軟な対応が必要であると感
じる。

継続して取り組んでいく。

交流会（コーナー・小規模園・こども園・小学校・
中学校）

随時 随時 ・ 記録 夏休み等の長期休みで実施。 交流を実施、継続して実践中。
様々な形で交流を図れていると思
うので、継続して進めていきた
い。

可能な限り、いろいろなところと
交流を深めていきたい。

トライやるウィーク、ワークキャンプ 不定期 未定
・

記録 都度、受け入れ中。
トライやる・ワークキャンプとも
に受け入れた。

振り返りを通じて少しでもこの経
験を通じて興味・関心をもっても
らえたらと感じた。

継続して受け入れていく。

自治会館活用・小学校多目的室の活用 過密状態の施設の子ども達の人数緩和のための措置 月～金 平日、毎日 職員輪番制 記録
10月度より、複数個所、新コー
ナー・稗田学童保育第二コーナー
が誕生。

施設間の連携を図り、随時工夫し
て進めることができている。

まだまだ課題はあるが、リーダー
と話し合いを重ねて進めていく。

リーダーミーティング等で課題を
抽出し、1つひとつクリアにして
いく。

ボランティア受け入れ 随時 随時 案内
行事等を通じて、都度受け入れ
中。

行事などを通じて地域の方が足を
運んでくれている。

巻き込めるものはすべて発信して
取り込んでいきたい。

継続して発信していく。

①おたのしみライブ②けん玉の会 通年
①月１回
②月1回

案内
不定期だが、頃合いを見て実施
中。

①ライブは年2回実施できた。
②ボランティアではなく施設名で
大会を実施。

いろいろな体験を考えて、実施し
ていきたい。

継続していくのはもちろん、新し
いことにもチャレンジしたい。

赤ちゃんサロン・ちびっこ広場・すこやかクラブ・
なかよし広場

学期毎 ３回 ・ 記録 実施中。
学童長期休み期間以外毎週実施し
た。

親子からのニーズを引き出し、子
育て支援に繋げていきたい。

継続して実施していく。

交流イベント（施設内イベント・戸外イベント） ４月～３月 週２回 ・ 案内・記録 実施中。
月1回ずつ（お話の会・制作教室
など）実施した。

職員の得意分野等を活かしながら
考え、進めていきたい。

継続して進めていく。

道具を使う活動（縄跳び・フープ・ボール・一輪車
など）

通年 随時 全職員 計画案 実施中。
人数規模に合わせて、検討・購入
した。

様々な経験ができるよう常に考え
ていきたい。

継続して進めていく。

道具を使わない活動（鬼ごっこ・かくれんぼ・ケン
パなど）

通年 随時 全職員 記録 実施中。 都度、実践した。 継続して実践していきたい。 継続して実践していく。

制作（手作り玩具・プレゼント・飾りなど）、廃材
の活用

通年 月１回実施 全職員 計画と児童への紹介 実施中。
制作や誕生日などオリジナリティ
を出して進めることができた。

今後も様々な経験ができるよう考
え、実践していきたい。

継続して実践していく。

室内遊具・玩具の安全チェックと個数確認、図書
コーナーの充実

通年 随時 ・ 記録 都度見直し、改善中。 都度見直し、配置替えを行なう。
環境構成をどのように見直してい
くか、検討しなければならない。

リーダーミーティングで議題にあ
げ、見直しを図っていく。

エコ 節電・節水、消耗品の使用方法の検討 随時 毎週 ・ 振り返り 振り返りできていない。 都度、振り返りはできていない。
そもそものシステムがないので検
討が必要。

リーダーミーティングで議題にあ
げ、見直しを図っていく。

ヒヤリハットの作成、定期見直し 四季 毎月 ・ 記録 共有ノート・職員会議にて周知。
定期見直しはできていないが、共
有はできている。

共有方法についてどのような効率
化が図れるか今後も検討が必要。

リーダーミーティングで議題にあ
げ、見直しを図っていく。

職員の健康診断（予防接種・定期健診・生活習慣病
予防検診）

５月
（予防医学協会）

年1回 ・ 健診記録 実施中。 実施済。 継続して進めていく。 継続して進めていく。

避難訓練（火災・地震・津波・消火訓練）不審者対
策訓練

月１回 月１回実施 ・ 避難訓練実施報告書 毎月実施中。
イレギュラーにより実施できない
月もあった。

年間計画を立てて、進めていく必
要がある。

リーダーミーティングで議題にあ
げ、見直しを図っていく。

ホームページの活用 月2～3回 月2～3回実施 ・
職員による

ホームページアップ
毎月実施中。 継続して実施中。

回数より内容にこだわっていく必
要があると感じる。

継続して進めていく。

ＡＥＤ・アナフィラキシー対応・熱性けいれん
未定

（なぎさ・
はらだ）

各１回 ・ 運営会議議事録 未実施。 職員会議内において実施。 年1回は必ず必要だと感じる。 継続して進めていく。

ライブラリー（データベース・ファイリング） 保育室・図書コーナーの充実 通年 随時 ・ 打ち合わせ会議内での報告 都度改善、見直し中。
リーダーミーティングにて課題を
共有できた。

限られた空間でどのように環境構
成していくか常に検討が必要。

リーダーミーティングで議題にあ
げ、見直しを図っていく。

ライジン、施設間交流・見学
6月・11月・

3月
年３回 人事考課目標シート

保育者交換研修を実施、振り返
り。

リーダーを中心に実施した。
保育の質や対話の質の深化が必須
であると感じた。

継続して実践していく。

制作物作成（掲示板用・壁面用他） 毎月 月１～２回 掲示
季節のものを中心に壁面制作実施
中。

毎月実施した。
季節感を大切に子どもたちもでき
るだけ巻き込んでいきたい。

継続して実践していく。

外部研修 社協・青少年課の各種研修 随時 随時 ・ 研修報告 職員が都度研修に参加。 都度研修に参加した。
研修内容を現場に還元することが
必須だと感じた。

継続して実践していく。

法人内研修 児童館・コーナー等の行事に参加する 通年 随時 ・ ・ 振り返り
保育者交換研修やリーダー会議で
の施設輪番制にて実施。

都度、行事に参加した。
お互いの良いところを知る良い機
会であった。

継続して実践していく。

ア
カ
デ
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ー

&

マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト

地域貢献

研修の充実

内部研修

保育環境

2023年度 稗田学童保育コーナー 事業報告

小学校・養成校など学校との連携

地域の子育て支援

LLを柱とした
保育実践と研鑚

理念に基づいた
教育・保育

教育・保育方針
(同年齢の活動・異年齢の活動Ｗスタンダード）

ボランティアプロジェクト
（対外、対内、両方とも含む）

危機管理

ラボ（実践＝学び）（研究＝ふりかえり）
スケール（評価）

ア
カ
デ
ミ
ー
（

保
育
&
教
育
の
質
の
向
上
）

委員会活動の強化

校庭あそび
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分類 大項目 重点項目（全園） 実施項目（各園） 時期・(場所) 実施回数 担当者 確認事項
途中経過
（半年後）

結果
（2月記入）

ふりかえり
（2月記入）

次年度の取り組み
（3月記入）

目標チャレンジシート作成・振り返り
6月・11月・

3月
年３回 ・ 記録 職員面談にて実施。 全職員実施した。

今後も何気ない対話・コミュニ
ケーションを大切にしたい。

継続して実践していく。

スキルアップ支援（サーキット・制作・ゲームあそ
び）

前期・後期 年2回 全職員 記録 研修にて習得。 制作やゲームは都度、実施した。
学ぶ機会を多く作っていきたいと
感じた。

継続して実践していく。

職員面談 （自己評価・他者評価） 館長・コーナー長と面談
６月・11月・

3月
年３回 ・ 人事考課表・目標評価表 実施中。 全職員実施。

今後も何気ない対話・コミュニ
ケーションを大切にしたい。

継続して実践していく。

人件費率マネジメント 適正な職員配置 月1回 月１回確認 シフト確認 都度確認中。
イレギュラーもあったが、遂行で
きた。

柔軟な対応と考え方が必要だと感
じた。

継続して実践していく。

適切な予算立てと予算執行 財務会議
補正時期・
年度末

２回 ・ 決算報告書 都度確認中。
限られた中で進めることができ
た。

継続して実践していく。 継続して実践していく。

人財定着化と個々の底上げ方法
（マネジメントブック糧の活用など）

コンセプトブック・マネジメントブック・糧を使っ
た読み合わせ

毎月 １２回 会議議事録 職員会議にて都度実施。 職員会議内において実施した。
理念研修の時と同様、継続して実
践していく。

継続して実践していく。

情報とテクノロジーを活用した運営 iPad・ICT活用、広報 随時 通年 情報共有・振り返り 保育はじめ都度活用中。
ICTツールは様々なところで活用
している。

広報にも注力していきたい。 継続して実践していく。

園の魅力を伝わらせるための広報・宣伝実践 ホームページの活用 随時 随時 月2～3回の広報活動 毎月活動の様子を掲載中。 毎月掲載するように実践した。
内容にもこだわっていきたいと感
じた。

継続して実践していく。

採用活動の強化
お友達企画・地域交流センターボランティア等連携
大学へのはたらきかけ・口コミ・ハローワーク・タ
ウンワーク

随時 随時 案内・記録 都度、採用活動実施中。 都度、採用活動から活躍中。
常にアンテナを張って、発信して
いきたい。

継続して実践していく。

制度の活用と改善（ロビー活動など）
ロビー活動の強化（こども青少年課・地域自治体・
近隣児童館へのアプローチ）

随時 随時 記録
行事や催事等中心に都度参加、協
力している。

都度、アプローチ含めお互いに協
力し合うことができている。

常にアンテナを張って、発信して
いきたい。

継続して実践していく。
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ヘキサゴン （スキルアップ支援プログラム）
人財育成・
人事評価

財務

マ
ネ
ー

ジ
メ
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ト 運営強化
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分類 大項目 重点項目（全園） 実施項目（各園） 時期・場所 実施回数 担当者 確認事項
途中経過
（半年後）

結果
（2月記入）

ふりかえり
（2月記入）

次年度の取り組み
（3月記入）

児童が主役となれる環境設定、活動時間・場所の保
障 他児を認められる教育 高学年によるリーダー
シップ力育成

運営会議 最低１０回 運営会議議事録
職員会議、こども会議にて周知、実践
中。

グループリーダーとしての役割を担
う。

文化として形成していくにはまだまだ
時間が必要。こちらからの仕掛けとと
もに実践していきたい。

毎週のこども会議の実践を継続して行
なっていく。

学童運営会議 毎月 週１回 ・
すこやか保育・
子育て会議録
運営会議議事録

毎月実施中。
夏休みの長期休暇除く毎月実施でき
た。

会議内において施設長を中心とした理
念・マインドを子どもの関わりから話
し、これは継続して行なっていく。

会議内でも「保育」についての時間は
できるだけ確保して話していく。

保育者の関係性向上（同僚性向上） 場面記録、打ち合わせ会議、グループ会議 随時 最低１０回 記録
グループ内のリーダー同士で毎週実施
中。

下半期より毎週実施数することができ
た。

共有・検討課題などタイムリーに話す
ことで円滑に業務にあたることができ
た。

次年度も継続して取り組んでいく。

保護者対応（保護者支援） ①学童保育 ②個別懇談会
①随時

②学期に１回
①随時 ②３回

① ・
② ・

記録 小学校の懇談に合わせて実施。
小学校懇談日だけでなく別日でも個別
で実施した。

小学校懇談に併せてと都度実施し、柔
軟な対応が必要であると感じる。

継続して取り組んでいく。

交流会（児童館・コーナー・小規模園・こども園・
小学校・中学校）

随時 随時 ・ 記録 夏休み等の長期休みで実施。 交流を実施、継続して実践中。
様々な形で交流を図れていると思うの
で、継続して進めていきたい。

可能な限り、いろいろなところと交流
を深めていきたい。

トライやるウィーク・ワークキャンプ 不定期 未定 記録 都度、受け入れ中。
トライやる・ワークキャンプともに受
け入れた。

振り返りを通じて少しでもこの経験を
通じて興味・関心をもってもらえたら
と感じた。

継続して受け入れていく。

自治会館活用・小学校多目的室の活用 過密状態の施設の子ども達の人数緩和のための措置 月～金 平日、毎日 職員輪番制 記録
10月より、複数個所、新コーナー誕
生。

施設間の連携を図り、随時工夫して進
めることができている。

まだまだ課題はあるが、リーダーと話
し合いを重ねて進めていく。

リーダーミーティング等で課題を抽出
し、一つひとつクリアにしていく。

ボランティア受け入れ ７・８月 随時 案内 行事等を通じて、都度受け入れ中。
行事などを通じて地域の方が足を運ん
でくれる。

巻き込めるものはすべて発信して取り
込んでいきたい。

継続して発信していく。

①おたのしみこどもライブ
②けん玉の会

通年 月１回 案内 不定期だが、頃合いを見て実施中。
①ライブは年2回実施できた。
②ボランティアではなく施設名で大会
を実施。

いろいろな体験を考えて、実施してい
きたい。

継続していくのはもちろん、新しいこ
とにもチャレンジしたい。

食育
クッキング(原田児童館・稗田学童保育コーナーと合
同保育）

毎月 月１～２回 ・ ・ 計画案 未実施。 下半期で2回実施できた。 今後も機会を考えて実施していく。 継続して取り組んでいく。

栽培（植物）・・・当番活動へ 通年 随時 記録 都度子どもたちとともに実践中。
都度、子どもたちとともに実践でき
た。

今後も機会を考えて実施していく。 継続して取り組んでいく。

制作（手作り玩具・プレゼント・飾りなど）、廃材
の活用

通年 月１回実施 計画と児童への紹介 実施中。
制作や誕生日などオリジナリティを出
して進めることができた。

今後も様々な経験ができるよう考え、
実践していきたい。

継続して実践していく。

室内遊具・玩具の安全チェックと個数確認、図書
コーナーの充実

通年 毎週 記録 都度見直し、改善中。 都度見直し、配置替えを行なう。
環境構成をどのように見直していく
か、検討しなければならない。

リーダーミーティングで議題にあげ、
見直しを図っていく。

エコ 節電・節水・消耗品の活用方法の検討 随時 毎月 振り返り 振り返りできていない。 都度、振り返りはできていない。
そもそものシステムがないので検討が
必要。

リーダーミーティングで議題にあげ、
見直しを図っていく。

ヒヤリハットの定期見直し、作成 ９・３月 随時 ・ 記録 共有ノート・職員会議にて周知。
定期見直しはできていないが、共有は
できている。

共有方法についてどのような効率化が
図れるか今後も検討が必要。

リーダーミーティングで議題にあげ、
見直しを図っていく。

職員の健康診断（予防接種・定期健診・生活習慣病
予防検診）

５月
（予防医学協会）

年1回 健診記録 実施中。 実施済。 継続して進めていく。 継続して進めていく。

避難訓練（火災・地震・津波・消火訓練）不審者対
策訓練

月１回 月１回実施 ・ 避難訓練実施報告書 毎月実施中。
イレギュラーにより実施できない月も
あった。

年間計画を立てて、進めていく必要が
ある。

リーダーミーティングで議題にあげ、
見直しを図っていく。

HPの充実 週1回 月１回実施 ・
職員による

HPネットアップ
毎月実施中。 継続して実施中。

回数より内容にこだわっていく必要が
あると感じる。

継続して進めていく。

ＡＥＤ・アナフィラキシー対応・熱性けいれん（原
田G）

職員会議 各１回 職員会議議事録 未実施。 職員会議内において実施。 年1回は必ず必要だと感じる。 継続して進めていく。

ライブラリー（データベース・ファイリン
グ）

保育室・図書コーナーの充実 通年 随時
打ち合わせ会議内

での報告
都度改善、見直し中。

リーダーミーティングにて課題を共有
できた。

限られた空間でどのように環境構成し
ていくか常に検討が必要。

リーダーミーティングで議題にあげ、
見直しを図っていく。

ライジン（児童館、コーナー、分室職員見学）
6月・11月・

3月
年３回

人事考課
目標シート

保育者交換研修を実施、振り返り。 リーダーを中心に実施した。
保育の質や対話の質の深化が必須であ
ると感じた。

継続して実践していく。

制作物作成（掲示板用・壁面用他） 毎月 月１～２回 掲示 季節のものを中心に壁面制作実施中。 毎月実施した。
季節感を大切に子どもたちもできるだ
け巻き込んでいきたい。

継続して実践していく。

外部研修 社協・青少年課の各種研修 随時 随時 ・ 研修報告 職員が都度研修に参加。 都度研修に参加した。
研修内容を現場に還元することが必須
だと感じた。

継続して実践していく。

法人内研修 児童館・コーナー等の保育環境に参加する 通年 随時 研修報告
保育者交換研修やリーダー会議での施
設輪番制にて実施。

都度、行事に参加した。
お互いの良いところを知る良い機会で
あった。

継続して実践していく。

目標チャレンジシート作成・振り返り年間目標
6月・11月・

3月
年３回 ・ 記録 職員面談にて実施。 全職員実施した。

今後も何気ない対話・コミュニケー
ションを大切にしたい。

継続して実践していく。

スキルアップ支援（ゲーム遊び、リズム遊び） 前期・後期 年2回 全職員 記録 研修にて習得。 制作やゲームは都度、実施した。
学ぶ機会を多く作っていきたいと感じ
た。

継続して実践していく。

職員面談 （自己評価・他者評価） 館長と面談
６月・11月・

3月
年３回 ・

人事考課表・
目標評価表

実施中。 全職員実施。
今後も何気ない対話・コミュニケー
ションを大切にしたい。

継続して実践していく。

2023年度 稗田学童保育コーナー分室 事業報告

小学校・養成校など学校との連携

LLを柱とした
保育実践と研鑚

理念に基づいた
教育・保育

教育・保育方針
(同年齢の活動・異年齢の活動Ｗスタンダー
ド）

ボランティアプロジェクト
（対外、対内、両方とも含む）

危機管理

ラボ（実践＝学び）（研究＝ふりかえり）
スケール（評価）

ア
カ
デ
ミ
ー
（

保
育
&
教
育
の
質
の
向
上
）

委員会活動の強化

地域貢献

ア
カ
デ
ミ
ー

&
マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト

研修の充実

保育環境

内部研修

ヘキサゴン （スキルアップ支援プログラ
ム）

人財育成・人事評価
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分類 大項目 重点項目（全園） 実施項目（各園） 時期・場所 実施回数 担当者 確認事項
途中経過
（半年後）

結果
（2月記入）

ふりかえり
（2月記入）

次年度の取り組み
（3月記入）

人件費率マネジメント 適正な職員配置 会計打ち込み時 月１回確認
本部事務・

・
会計データ 都度確認中。

イレギュラーもあったが、遂行でき
た。

柔軟な対応と考え方が必要だと感じ
た。

継続して実践していく。

適切な予算立てと予算執行 財務会議 補正時期・年度末 ３回
・

決算報告書 都度確認中。 限られた中で進めることができた。 継続して実践していく。 継続して実践していく。

人財定着化と個々の底上げ方法
（マネジメントブック糧の活用など）

コンセプトブック・マネジメントブック・糧を使っ
た読み合わせ

毎月 １２回 ・ 会議議事録 職員会議にて都度実施。 職員会議内において実施した。
理念研修の時と同様、継続して実践し
ていく。

継続して実践していく。

情報とテクノロジーを活用した運営 iPad・ICT活用、広報 上半期 ４・５月 ・ タブレット 保育はじめ都度活用中。
ICTツールは様々なところで活用して
いる。

広報にも注力していきたい。 継続して実践していく。

園の魅力を伝わらせるための広報・宣伝実践 HPの充実 随時 随時 ・
原則月１回の
広報活動

毎月活動の様子を掲載中。 毎月掲載するように実践した。
内容にもこだわっていきたいと感じ
た。

継続して実践していく。

採用活動の強化
お友達企画・地域交流センターボランティア等連携
大学へのはたらきかけ・口コミ・ハローワーク・
ワークタウン

随時 随時 ・ 案内・記録・面談 都度、採用活動実施中。 都度、採用活動から活躍中。
常にアンテナを張って、発信していき
たい。

継続して実践していく。

制度の活用と改善（ロビー活動など）
ロビー活動の強化（こども青少年課・地域自治体・
近隣児童館へのアプローチ）

随時 随時 ・ 記録
行事や催事等中心に都度参加、協力し
ている。

都度、アプローチ含めお互いに協力し
合うことができている。

常にアンテナを張って、発信していき
たい。

継続して実践していく。

財務

マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト 運営強化
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分類 大項目 重点項目（全園） 実施項目（各園） 時期・(場所) 実施回数 担当者 確認事項
途中経過

（半年後）
結果

（2月記入）
ふりかえり

（２月記入）
次年度の取り組み

（３月記入）

委員会活動の
強化

環境
コーナーの充実（玩具の入れ替え・充実・
研究）

毎月 月１回 全体会議事録

季節に合わせた視覚教材の掲示を随時行なった。
子どもの発達や興味に合わせて、玩具の入れ替え
を行なった。赤ちゃんのお世話コーナーが充実で
きるよう、新しくお風呂セットを加えた。

毎月、視覚教材を入れ替えた。
視覚教材を入れ替えることで、季節の行
事に親しむことが出来たと思う。

次年度も変わらずに、子どもの発達に合
わせて玩具を入れ変えをしていきたい。

リズム
リトミック（さくらさくらんぼ）・ふれあ
いあそびの研究

通年 随時 週案
園内研修やスキルアップ研修を用いて、新任職員
にリトミックを知ってもらい、主活動にも積極的
に取り入れることが出来た。

運動会や保護者親睦会など行事のプログ
ラムにもふれあいあそびを取り入れるこ
とで、積極的に取り組むことができた。

週に１回程度主活動にリトミックを取り
入れたり、夕方の時間を活用した。

次年度も同じように継続して行なう。

サーキット サーキットの環境整備・研究 通年 随時 週案・写真 子どもの姿や発達に合わせて、なのは乳児園の職
員と協力してコース決めを行なっている。

１０月より２歳児のサーキットの場所が
だいな幼児園の２F保育室舞台前に変更と
なる。狭さはあるが工夫して取り組ん
だ。

毎週火曜日なのは乳児園と年齢別サー
キットの他、主活動の中に取り入れたり
夕方の時間も活用し取り組んだ。

次年度２歳児のみ前期はだいな幼児園、
後期はなかはらこども園でのサーキット
を予定している。

絵画・造形
教材研究（素材・環境の整備、ドキュメン
テーションの発信）

通年 随時
週案

ドキュメンテーション

子どもの興味関心や季節に合わせて行なう事がで
きた。また、様々な種類の素材を使って取り組ん
だ。ドキュメンテーションは協力しながら発信す
ることができている。

毎週、週案会にて環境について話し合い
をした。

園外研修で素材について学び製作などに
活かしたり、行事ごとにドキュメンテー
ションを発信した。

次年度も引き続き、週案会などで話し合
いながら取り組む。

プランターでの植栽 通年
シーズン毎

１つ
週案・園芸食育記録

季節に合わせて、様々な野菜や花を植えた。収穫
した食材を目の前で調理し、収穫後すぐに簡単
クッキング行ない食べる事ができた。

秋にミニ大根を植えミニクッキングをし
た、春に向けて、かぶ・じゃがいも・茎
ブロッコリーを植栽中。

季節ごとに旬の食材を植えるようにし
た。冬の時期は、寒さに強い品種を育て
るべきだった。

季節に合わせて、事前に何を植えるか決
めておいてもいいと思う。

簡単クッキング 通年 年数回 週案・園芸食育記録
月に1回程度クッキングを行なった。簡単な作業
（袋に入れて揉み込む、割く、ピーラーなど）を
取り組んだ。

引き続き、月に１回だいな幼児園の栄養
士の食育やサンドイッチやクッキーなど
を作った。

週のリーダーを中心に定期的にクッキン
グを行なえた。

月に１回、簡単クッキングを入れれるよ
うに努めていきたい。

生き物 生き物の飼育 通年 通年 週案 子ども達が興味を持ちながら虫の飼育をすること
が出来た。

11月頃に亀の飼育を始め、子ども達の動
物への興味関心がより深まった。

後半に亀を飼う事で子どもがいつでも観
察でき、お世話をする（餌やり）楽しみ
や亀に対しての親しみがでてきた。

観察や餌やりなど子どもを誘い、生き物
と触れる機会を作っていきたい。

外部研修
①私保連の各種研修 ②キャリアアップ研
修

随時 随時
研修計画
研修報告

園長会での研修に参加し、キャリアアップ研修は
対象職員は参加し、随時研修報告を行なってい
る。

印象に残った研修内容は職員間で共有し
た。キャリアアップ研修は対象職員は全
項目完了した。

研修報告は全体会で全職員へ報告するこ
とで、学んだ事を共有することができ
た。

外部研修に参加した際には、引き続き全
体会や週案会などで職員間で内容を共有
していく。

園内研修（保育内容・理念ブック） 期毎 年8回 輪番制 研修振り返り

期ごとに小規模4園間でスキルアップ研修を行な
い、コンセプトブック、糧の読み合わせを行なっ
ている。また、保育の中で職員間の連携を強化さ
せるために園内研修を行なった。

計画通り年8回 スキルアップ研修を行
なった。

糧の読み合わせで時間が多く取られ、研
修内容が短くなり深掘りできないことが
多かった。

次年度も必要に応じて園内研修を行なっ
ていきたい。スキルアップ研修は内容を
充実させる為、糧の読み合わせは全体会
で行なうこととする。

ピアノテスト 7月・11月 年2回 面談シート
全員行なうことができた。練習量や場数を踏む必
要があるので、朝の集まりでピアノを取り入れ
る。

全員が取り組めた。
ピアノが苦手な職員に対しては実践の場
を設け、職員間で声を掛け合いながら意
欲的に取り組めたと思う。

引き続き、年に2回行なう。

小規模４園との保育者交換
９・１２・２

月
研修計画・振り返り

小規模4園間で6月・9月と保育者交換を行なっ
た。互いに意見を交換し合い、姉妹園の環境や保
育を取り入れる良い機会になった。

1月に行なったが、姉妹園職員が体調不良
で1日しか実施できなかった。

姉妹園の職員から貴重なアドバイスがも
らえる機会で有難い。後半は自園での保
育に1日のみの参加になったことが残念
だった。

予定していた日程で職員が急遽休みに
なった場合は、別日で再調整するなどし
て、できる限り実施できるようしていき
たい。

法人内研修
理念研修・藤森研・運動会研修・評価ス
ケール実施・年齢別交流会・園自慢

通年
各園振り返り

全体会議議事録

理念研修、藤森研は全員が参加し、普段の保育に
活かすために週案会や全体会でさらに振り返りを
行なった。

園自慢がなくなった。木の実幼稚園の造
形展に参加した。

様々な研修で保育をより学ぶことができ
た。実践に活かせるようしていきたい。

次年度は日程が合えばエールこども園の
せいかつ展に参加してみたい。

ヘキサゴン
（スキルアップ支援プログラム）

ヘキサゴン面談による支援
正職員…スキルアップシート、ヘキサゴンの実
施
パート職員…目標チャレンジシートの実施

面談
7月・12月

シート
４月・10月

3月

年２回
スキルアップシート
チャレンジシート

施設長及びリーダーでスキルアップシートを元に
面談を行ない、職員育成の為のコミュニケーショ
ンを積極的に行なっている。

予定してた日程と多少ずれたが、全員面
談を行なった。
面談とは別に、正規職員に対してヘキサ
ゴンを用いて自身の自己チェックを行
なった。

スキルアップシートの進捗状況がわかり
づらかった。ヘキサゴンを元に面談する
ことで、職員自身と管理職との認識の差
異を理解する目安となった。

週案会でスキルアップシートの進捗状況
や実践結果などをこまめに確認し、職員
間で共有することで目標達成に繋げてい
く。

職員面談 （自己評価・他者評価）
保育リーダーとの面談（必要に応じて施設
長）

５月・１０月
３月

年３回 面談記録
普段より職員間でコミュニケーションを密にとっ
ているが、スキルアップや個人の課題などについ
て話すことができた。

行事や会議、職員の休み等で予定より実
施日が遅くなったが全職員面談を実施し
た。

リーダー同士が日程を調整することが難
しかった。

次年度はリーダーの面談回数を減らし
て、普段の保育の中や週案会などでコ
ミュニケーションをとっていく。

人件費率マネジメント 適正な職員配置 随時 随時 予算書 職員の不足なく、必要な時間帯でシフトを組んで
いる。

不足の時は施設長が保育に入ったり、超
勤対応をし不足が出ないようにした。

小規模間で職員の休みが重なった時は、
不足が出て調整が大変だった。

小規模間で急遽休みが重なった場合は、
神戸フリー職員を配置し不足が出ないよ
うに調整する。

積立金確保 積立金１０％目標 年度末 年１回 月次資金収支計算書 確保できている。 確保できた。
具体的な数字をまだ理解できていない部
分があるので、会計の勉強をしていきた
い。

次年度も予算内で運営していく。

小規模4園の連携 小規模４園施設長MT 通年
週1回

（月or火）
年間・月の業務リスト

週に1回MTを行ない、TODO確認をする事で業務
に漏れがなく取り組めた。悩みや課題があると、
相談することで早急な対応ができた。

概ね週1回MTを行なった。
1年間続けることで、姉妹園でお互いに助
け合う姿勢ができ施設長間の関係性が強
くなったと感じる。

引き続き次年度も週1ＭＴを行なってい
き、施設長間の協力強化に繋げていく。

採用活動の強化
ハローワーク、就職フェアへの参加、養成
校へのはたらきかけ

随時 随時 案内・記録 各媒体に来年度求人の更新を行なった。
求人の更新と共に必要に応じてチラシを
玄関前に掲示した。

求人活動はHP更新や各媒体のみで積極的
でなかったように感じる。

HPの見直しやinstagramにて求人者に向
けてのアピールをしていきたい。

制度の活用と改善 制度理解・活用 通年 随時 施設長会議議事録 施設長会議や各会議の議事録を確認し、必要な場
合は職員間で周知している。

規定などが改訂した際には全体会で必ず
職員周知を行なうようにした。

全ての会議の議事録は確認漏れもあっ
た。配信があればすぐに確認するように
していく。

各会議の議事録を漏れがないようにしっ
かり確認した上で職員周知を行なう。

内部研修

ア
カ
デ
ミ
ー

全職員がいず
れかに２回以
上参加する

食育

LLを柱とした
保育実践と研鑚

マ
ネ
ー
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メ
ン
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運営強化

人財育成
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研修の充実
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分類 大項目 重点項目（全園） 実施項目（各園） 時期・(場所) 実施回数 担当者 確認事項
途中経過

（半年後）
結果

（2月記入）
ふりかえり

（2月記入）
次年度の取り組み

（3月記入）

０・１・２歳児のカリキュラム（年間カリキュラム・期
案）の情報交換

毎月 月１回
・

全体会議事録
毎週の週案会で情報共有を行いながら
即した活動になるように試みている。

毎月参加し、意見交流や問題解決の場
にもなった。

はらだ乳児園の職員の交流の場にもな
り、意見交換も活発に行うことができ
ていた。

引き続き行っていきたい。

期の振り返り 各期の最終週 年８回
・
・

期の振り返り
毎月期の振り返りを行ない、次の期に
反映できるように心掛けている。

期の振り返りを行うことで、子どもの
成長に即したねらいを立てることがで
きた。

期の振り返りにチェックを入れること
で、できていることできていないこと
を明確にすることができた。

引き続き行っていきたい。

週案会議 毎週木曜日 週１回
・
・

週案
なるべく全員で情報共有できるように
日程調節をしながら行っている。

毎週行うことができ、保育者同士の連
携に繋がった。

週案会で毎週振り返りを行うことで以
前より期案を意識し、計画立案できる
ようになった。

より期案に即した週案になるように意
識して行っていきたい。

小規模検討会（エピソード） 5月～2月 月1回 小規模輪番制 小規模検討会振り返り 毎月実施・参加している。
毎月参加し、意見を述べたり学びが多
かった。

他園の保育者の意見を聞いたりアドバ
イスをいただいたりしながら良い刺激
になった。

子どもを見守る意識がより強くなっ
た。

場面ビデオ検証 半年に1度 年２回 議事録
食事風景のビデオ検証を行った。食事
から午睡への流れと共に検証すること
ができた。

戸外へ出る準備のビデオ検証もするこ
とができた。

他園の保育士と一緒にビデオ検証する
ことで違う視点からの意見もあり有意
義であった。

日頃から検証の場面を考慮していくと
よりよいと思った。

保護者親睦会（保育内容説明） ５・１月 年２回 日案・振り返り
zoomにて開催。保育内容の説明、保
護者同士の交流の場にもなった。

1月は対面でも開催することができ
た。

短時間ではあったが保護者同士の交流
の場となった。

育児支援の場としても今後も続けてい
きたい。

個人懇談（保育参加時に行なう） 11月 随時 ・
保護者振り返り

１１月に実施。
ほとんどの保護者が参加して、じっく
りと振り返る時間を確保することがで
きた。

日頃の子ども達の姿や園生活を知る機
会になり保護者からも好評だった。

園生活がより良いものになるように続
けていきたい。

原田児童館・岩屋学童保育コーナーとの交流会 ８月 ２回 日案・振り返り

原田児童館７日、稗田学童１日実施。
互いにいい刺激となり、遊びだけでな
く生活面でも関わりを深めることがで
きた。

計画以上に実施することができた。

当日の活動内容を事前に共有しておく
ことで、当日の準備物や活動がスムー
ズに行えた。互いに貴重な交流の場と
なっている。

引き続き行っていく。

だいな幼児園へ
①体育あそび
②行事参加
③プールあそび

①毎週
②通年
③夏季

①週1回
②随時

③週1回

週案
行事日案

だいな幼児園との連携をとりながら行
うことができている。

予定通りに実施できた。
活動は予定通りにできたが、だいな幼
児園の場所を借りての活動が多く、子
ども同士の交流が少なかった。

今年度の活動に加え、日々保育の中で
さらに交流ができないか模索してい
く。

地域の子育て支援 一時預かり 通年 通年 一時保育利用報告書
今年度は、面積の都合上受け入れは中
断している。問い合わせは数件程度。

年度途中に転園児がいたため、1ヶ月
間のみリフレッシュ利用を受け入れ
た。

人数に空きがある時のみ受け入れを
行った。

空きがある時に受け入れを行う。

よい子ネット管理・災害時対策（非常食管理） 通年 通年
よい子ネット

非常食管理リスト

よい子ネットは正規職員全員が使えるよう
にした。
10月で賞味期限が切れる非常食を用いて
9/1におにぎりを作ることで職員の経験と
なった。

非常食を購入し、保管リストを更新し
た。

日頃のよい子ネット配信を輪番で正規
職員が担うことで、全員が使えるよう
になった。

引き続き、正規職員全員でよい子ネッ
ト配信を行ない、緊急時にも対応でき
るようにしておく。

①避難訓練（火災・地震・水害・不審者・消火訓練）
②緊急時対応訓練（ＡＥＤ・アナフィラキシー対応・熱
性けいれんなど）

通年
①毎月
②毎期

① ・

②

①避難訓練実施報告書
②緊急時対応訓練報告書

①毎月実施し、情報共有を行ってい
る。
②毎月実施し、情報共有を行ってい
る。

①避難に対する共通認識を保育者間で
共有できた
②毎年行う中で、よりよい対応を見出
すことだできている。

①様々な時間帯で行う中で、改めて職
員同士連携を取る必要性を感じ実施し
た。
②あらゆる想定をした対応を確認、見
直すことができた。

引き続き行っていく。

発生通知書・ヒヤリハット記録用紙・ヒヤリハット事案
の情報共有と改善

毎月 月１回 全体会議事録
毎月集計し、全体会で情報を共有して
いる。

毎月実施することができた。
2園合同で行なうことで、より多くの
職員の意見を聞いたり、情報共有をす
ることができた。

引き続き、毎月の全体会で実施する。

園外保育マニュアル・各種マニュアルの管理・改訂 毎月 月１回 各種マニュアル
管理・改訂が滞ることがあるので、都
度確認していく。

職員回覧した後に改定を行なった。
回覧が滞っている職員がいたので、こ
まめに確認して声を掛ける方が良かっ
た。

毎月回覧ができているか確認して声掛
けまでしていく。

環境チェック（①玩具の破損確認、②保育室危険箇所の
確認、③保育士の関わり）

毎月 月１回 自主点検表 毎月職員間で確認、共有している。
環境チェック表を使い毎月職員間で確
認、共有できた。

毎月週案会の時に行っていたが忘れて
しまう時があったのでチェック表を確
認して、忘れずに行う。

引き続き行っていきたい。

エコ
①光熱費の削減（職員会で周知）②消耗品の使用量を前
年度と比較

①７・１月
②８・２月

年２回 職員会議議事録
猛暑のため電気料金は上がっている
が、こまめに温度設定は変更するよう
にした。

全体会で情報共有し、エコについて周
知した。

大きく使用量がはね上がることなく、
平均的に使用できている。

全体会で定期的に情報共有していく。

検診
①子どもの検診（内科検診、歯科検診、検尿）
②職員の健康診断（予防接種・定期健診・生活習慣病予
防検診）乳がん・子宮がん検診（自己負担）

①５月・6月
1１月

②４～６月

①内科2回、
他1回

②年1回

①健康記録
②健診結果

予定通り実施できている。 全て予定通りに実施できた。
だいな幼児園と連携して漏れなく実施
できた。

だいな幼児園と連携して計画、実施し
ていく。

HP更新 毎月 月１回
・

HP 毎月更新できている。 毎月更新することができた。
HP用の写真としての撮影ではなく、日
常の様子を中心に掲載することで自然
な姿を見ることができた。

引き続き行っていきたい。

インスタグラム 毎週金曜日 週1回
・

インスタグラム
更新が滞ることがあるので、都度確認
していく。

毎週更新を目標にしていたができてい
ないことがあった。

担当制で輪番に行っていたが確認不足
だった。

抜けやすかったため、習慣化できるよ
うにしたい

写真販売 2ヶ月に1回 年６回 よい子ネット配信記録
ギリギリになってしまう事があるので
早めに取り組む。

余裕を持って行うことができた。
行事等の写真は日常の写真より多めに
選ぶようにする。

早めに取り組み、バランスよく写真を
選んでいきたい。

誕生日 誕生日カード、プレゼント 通年 月１回 園だより
園児の休みが重なり、誕生日を過ぎて
から渡すことがあるため、事前に渡せ
るようにする。

体調不良で休みとなった子ども以外に
は事前に渡せた。

子どもの写真を撮ることが難しく時間
が必要だったが、協力して撮ることが
できた。

来年度は様式が変わり制作することに
なったため、情報を共有していく。

整理整頓 通年 月1回 全体会議事録
使いやすいように収納場所を決め、決
められた場所に直すようにしている。

間違った場所に直してしまうことが
あったので場所を確認して直してい
く。

収納場所が変わったら職員間で共有し
て全員が把握できるようにする。

引き続き行っていきたい。

掃除チェック 通年 随時 掃除チェック表 週・月ごとの期限内に行えている。
週ごとの掃除はできている。月ごとの
掃除は時間が足りないこともある。

月ごとの掃除は子どもの帰園後にする
ことが好ましいがファイナルチェック
と重なる。時間の工夫が必要。

大半は問題ないができない個所もあ
る。時間配分を工夫して、全部終えれ
るようにする。

環境
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2023年度 なのは乳児園 事業報告

保護者対応（保護者支援）

理念に基づいた
教育・保育

地域貢献

連携施設・地域との交流

危機管理

教育・保育方針(同年齢の活動
・異年齢の活動Ｗスタンダード）

保育者の関係性向上（同僚性向上）

広報
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分類 大項目 重点項目（全園） 実施項目（各園） 時期・(場所) 実施回数 担当者 確認事項
途中経過

（半年後）
結果

（2月記入）
ふりかえり

（2月記入）
次年度の取り組み

（3月記入）

玩具補修 通年 随時 週案

空いた時間に正規職員が補修を行なっ
ている。
担当者が勤務時間内に作業ができない
ため、正規職員で担う。

新しく作成した玩具と古い物を入れ変
えることができた。

玩具の修繕とともに子どもに玩具を丁
寧に使うことを繰り返し伝えていきた
い。

古くなってきた玩具は都度取り替える
ようにしていく。

コーナーの充実（玩具の入れ替え・充実・研究） 毎月 月１回 全体会議事録
研修で学んだ玩具を作り設置した。粗
大コーナーの設置機会を増やしていき
たい。

手作りの玩具を作り増やすことができ
た。

ままごとコーナーの具材が充実でき、
子ども達の遊びが広がったと思う。

新しく玩具を作っていく。

音楽
リトミック（さくらさくらんぼ）・わらべうた、ふれあ
いあそびの研究

通年 随時 ・ 週案
少しずつレパートリーが増えてきた。
今後もレパートリーを増やして子ども
達が音楽に触れる機会を作っていく。

季節や行事に合った歌や手遊びなどを
行い音楽に触れる機会が作れた。

楽器あそびがあまりできなかったので
行っていきたい。

夕方に楽器あそびの時間を作り音楽に
親しめるようにしていきたい。

サーキット サーキットの環境整備・研究 通年 随時 週案・写真
子どもの動きを見ながら変化させてい
る。今後も子どもの様子を見ながら変
化させていく。

2歳児サーキット場所が変わり準備片
付けに時間がかかるようになった。場
所のレイアウトも変更が多いため、都
度写真を撮り共有した。

後半は小規模園内での開催が続いた
が、ユニットの変化が付けやすく子ど
も達も楽しんでいた。

子どもの発達に応じてユニットを考え
ていく。

絵画・造形
教材研究（素材・環境の整備、ドキュメンテーションの
発信）

通年 随時 ・ ・ 週案・ドキュメンテーション
玩具の充実を図ったり、子ども達のあ
そびの様子を掲示したりしている。

環境の整備などはできたがドキュメン
テーションができていなかった。

素材研究やドキュメンテーション作成
ができていなかった。意識的に取り組
めるようにする必要があった。

他園での取り組みを参考に、様々な素
材を取り入れていきたい。ドキュメン
テーションにも取り組むようにしてい
きたい。

プランターにて、収穫できるものを育てる 通年 シーズン毎に１つ ・ 週案・園芸食育記録
キュウリとオクラを植えて収穫した。
今後はカブとジャガイモを植えてい
く。

カブを収穫してスープにして食べるこ
とができた。今後はジャガイモを子ど
も達と収穫していく。

気温によって植える時期、収穫の見定
めが難しく感じたが、育ちを見ること
ができて良かった。

次年度に向けて花も植えていく。

簡単クッキング 通年 年数回 週案・園芸食育記録
アレルギー児も食べられるようメ
ニューを考え、10月からクッキングを
始める。

毎月のクッキング以外でも頂き物の柿
やレモンなどをジャムにして食材に親
しむ機会が作れた。

苦手なものでも触れて親しむ機会が作
れた。

もう少し早いタイミングでクッキング
を取り入れるようにする。

生き物 生き物の飼育 通年 通年 ・ 週案
夏はスズムシ・カブトムシの飼育を行
なった。

年度の後半は生き物がいなかったので
積極的に動物園に行った。

動物園に行く前、行った後などにも動
物について話したりリトミックに取り
入れたりした。

冬場は生き物の活動がなくなるので年
間を通して考えていきたい。

外部研修 ①私保連の各種研修 ②キャリアアップ研修 随時 随時
研修計画
研修報告

個々に計画通りに実施し、全体会にて
学びを報告している。

計画通りに実施できた。予定に追加し
て絵画造形研修も参加できた。

無理のない範囲で研修に参加すること
ができた。

個々に応じた研修計画を立て、実施し
ていく。

園内研修（保育内容・理念ブック） 期毎 年8回
・

研修振り返り
参加し、研修の振り返りを行ってい
る。

園内研修に参加し、振り返ったり保育
者間で情報を共有することができた。

学んだことを活かせるように、園で実
際にどのようにするか等より話し合っ
ていく。

実施してどうだったかまで話し合える
ようにする。

ピアノテスト 7・11月 年2回 面接シート
7月に実施。個々のレベルでスキル
アップができている。

11月に2回目実施。
個々のスキルは上がっているが、保育
で実践できていないこともあった。

テストだけでなく、保育に取り入れら
れるよう助言していく。

小規模４園での保育者交換 ６月・9月・１月 年１回参加 研修計画・振り返り 6・9月に実施。
1月にも実施し、計画通りに実施でき
た。

実施時期も良かった。自園、訪問園ど
ちらにも学びがあった。

引き続き実施していく。

法人内研修 理念研修・藤森研修・運動会研修・評価スケール・年齢別 通年 年1回以上参加
・
・

各園振り返り
全体会議議事録

研修に参加し、学びや情報の共有を行
なっている。

園内研修に参加し、振り返ったり保育
者間で情報を共有することができた。

学んだことを活かせるように、園で実
際にどのようにするか等より話し合っ
ていく。

実施してどうだったかまで話し合える
ようにする。

ヘキサゴン
（スキルアップ支援プログラム）

ヘキサゴン面談による支援
フルタイム職員…スキルアップシート、ヘキサゴンの実
施
パート職員…目標チャレンジシートの実施

面談
7・３月
シート

４・10・3月

年２回
スキルアップシート
チャレンジシート

7月実施。パート職員は小規模施設長
と行った。

予定通りに実施できた。
リーダー面談と合わせると回数が多
く、両者に負担が多いので、回数と時
期は検討した方がよい。

回数を減らしてリーダー面談と役割分
担をしていく。

職員面談 （自己評価・他者評価） 保育リーダーとの面談（必要に応じて施設長） ５・１０・３月 年３回 面談記録
面談を行い、日頃からコミュニケー
ションを積極的に取るように心掛けて
いる。

全職員と面談することができた。
日頃からのコミュニケーションの重要
性を改めて感じたので実践していきた
い。

面談が適切な時期にできるように計画
的に行っていきたい。

人件費率マネジメント 適正な職員配置 随時 随時 予算書
不足なくシフトを組むことができてい
る。

職員の欠勤が多かったが、フリー職員
に協力してもらいほぼ不足なくシフト
を組めている。

職員の体調不良による欠勤が多く、そ
の都度調整することで、不足になるこ
とは少なかったが、パート職員の時間
がかなり増えた時期があった。

職員の休みや研修に対応できるくらい
フリー職員の配置を増やす。

積立金確保 積立金１０％目標 年度末 年１回 月次資金収支計算書 積み立てられている。 積み立てられている。
大きな支出もなく、確実に積み立てら
れている。

適正な予算を立てて計画通りに進め
る。

小規模園共有フォルダの活用
小規模４園の共有フォルダを作成し、情報共有・業務の
効率化を図る

通年 随時 小規模共有フォルダ
小規模園内全体の共有フォルダができ
たことにより共有できることが増え、
大幅な効率化に繋がっている。

効率化により業務を減らすことができ
た。

各園の同じ業務は1人が担って共有す
ることで大幅な業務削減になった。

引き続き共有して効率化を図る。

制度の活用と改善 制度理解・活用 通年 随時 施設長会議議事録
初めて利用する制度もあり、その都度
調べたり聞いたりして理解に努めてい
る。

毎年利用している制度は、理解が深
まってきた。

理解が深まったもの、これから深めな
いといけないものもある。

一つ一つ理解を深めていけるように、
情報収集する。

小規模4園の連携 小規模4園施設長ミーティング 通年 週1回 年間・月業務リスト
TO DO確認だけでなく、各園の相談事
もできる機会となり、蜜に連携が取れ
ている。

週に1度のペースで実施できている。
1年を通して実施することができ、情
報共有、相談の場となっている。

引き続き実施する。

採用活動の強化
ハローワーク・就職フェアへの参加・養成校へのはたら
きかけ

随時 随時 案内・記録
新卒は求めていないため、ハローワー
ク、パソナ、エアワーク、ジョブメド
レー中心に利用。

ハローワーク、ジョブメドレーからの
応募が多く、採用に繋がっている。

内定辞退があったため、早めに内定し
た際の連絡を密に行なう必要があっ
た。

引き続き、幅広く活用する。内定者に
は、丁寧な対応をしていく。
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カ
デ
ミ
ー

委員会活動の
強化

内部研修

マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト

（

組
織
づ
く
り
・
管
理
）

財務

運営強化

研修の充実

人財育成
人事評価

ア
カ
デ
ミ
ー

＆
マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト

食育

LLを柱とした
保育実践と研鑚

環境
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分類 大項目 重点項目（全園） 実施項目（各園） 時期(場所) 実施回数 担当者 確認事項
途中経過
（半年後）

結果
（2月記入）

ふりかえり
（2月記入）

次年度の取り組み
（3月記入）

０・１・２歳児のカリキュラム（年間カリキュラム・期
案）の情報交換

全体会 月1回
年間カリキュラム

期案
全体会で大事な部分は話し合えてい
る。

全体会で大事な部分は話し合えて
いる。

職員間でこまめに話し合い、すす
めることができた。

次年度も引き続き、しっかり話し
合いながらすすめていく。

期の振り返り 各期の最終週 年８回 ・ ・ 期の振り返り
おおまかには話し合えているが、深
く話し合えていない部分もあるの
で、しっかり話し合っていく。

前期よりも話し合い、改善でき
た。

期の振り返りの時間が、他の振り
返りの時間よりも短かったように
思う。

振り返りをする時間をしっかり設
ける。

週案会議 毎週金曜日 週１回 ・ ・ 週案 毎週子ども達の姿を振り返りながら
話し合っている。

1人ひとりが発言しながら話し合
うことができた。

子どもに寄り添う為の話し合いが
できた。

意見を出し合いながら話をすすめ
ていく。

保育者の関係性向上（同僚性向上） エピソード・場面記録の検証 毎月（全体会） 月1回 ・ ・ 議事録 職員で話をしながら共有することが
できている。

全職員が内容を把握できるように
すすめることができた。

分かりやすく伝え合うことができ
ている。

職員1人ひとり違う目線を大事に
しながら来年度も検証していく。

保護者親睦会（保護者顔合わせ） 6・12月 年２回
・
・

日案・振り返り １回目を5/20に対面実施。保護者
同士の情報交換の場となった。

保護者同士が話をする姿もあり、
和やかにすすめることができた。

保護者の方の関係を深めることが
できた。

保護者の方同士の関係が深まる
きっかけの場となるように会をす
すめていく。

個人懇談（保育参加時は必須）
保育参加
10月開催

随時 個人懇談記録
園生活の様子を具体的に話すこと
で、保護者の方が安心されていた。

保護者の方とこまめにやり取りが
できている。

必要に応じて対応ができた。
家庭内での子どもの姿を把握する
ために、保護者とのやり取りを大
事にしていく。

なぎさ児童館との交流会 ８月 年１回 行事日案
8/21実施。年齢の壁を越えて打ち
解けて遊べた。良い交流の機会に
なった。

8/21に実施した。
散歩時などで自園以外の子どもと
も親しく接する姿が見られる。

次年度も実施を決定。児童館と日
程調整をする。

神戸ゆたか園での園庭利用 神戸ゆたか園 月２回
週案・日案

５月に1回利用して以降、ストップ
している。計画的・積極的に利用を
すすめる。

5/25・1/16に実施した。
園庭利用の必要性をもっと職員に
伝えて理解を得る。保育活動に取
り入れる。

次年度は月１回のペースで利用さ
せていただき、ゆたか園との連携
を深める。

元町商店街夜市出店 商店街 年1回（7/25） 元町夜市の記録
7/25実施。コインすくいを出店し
208人の参加があった。とても賑わ
い盛況だった。

7/25に実施した。
地域に認知してもらい地域に貢献
する機会になると実感した。

次年度も開催が決定したら出店す
る。

こどもライブ 商店街 年４回 地域交流の記録
５月と9月に開催。今年度、園児の
降園時間と重なっているので、開催
時間や内容を見直す。

5/19・9/15・3/15に実施し
た。

継続的に開催ができて良かった。
地域貢献事業として位置づけ、
12月を除く偶数月に実施する。

絵本の読み聞かせ会 商店街 ２か月に１回 地域交流の記録
地域の方も通りながら参加をして下
さっている。もっと広めていきた
い。

子どもが楽しめる内容ですすめる
ことができた。

参加する子どもは、物語の内容を
楽しむことができた。

手遊びや歌を入れながら、場を盛
り上げすすめていく。

地域の子育て支援 一時預かり 通年 通年 一時保育利用報告書
非定型利用が多く、月平均40名近
くの利用がある。今後、土曜日利用
も始める。

1月より土曜日まで拡大。保護者
のリフレッシュを目的としたス
ポット保育も開始した。

積極的な受け入れを行なった結
果、年間延べ480名を超える利用
があった。

在園児受け入れを14名まで増や
すことにより、一時預かりは土曜
日のみとする。

よい子ネット管理、災害時対策（非常食管理） 通年 通年 よい子ネット
全家庭に登録を呼びかけ、必要ある
ごとに発信。災害時にも備えてい
る。

全家庭の登録が完了。感染症流行
など必要があるごとに発信してい
る。

よい子ネットのシステムが全家庭
に浸透してきた。

次年度も積極的にシステムを運用
し、情報を発信する。

①避難訓練（火災・地震・水害・不審者・消火訓練）
②緊急時対応訓練（ＡＥＤ・アナフィラキシー対応・熱
性けいれんなど）

通年 毎月 ・ ・
①避難訓練実施報告書
②緊急時対応訓練報告書

毎月行なうことで、保育者の動きの
見直しが出来ている。

職員の共通理解に繋がっている。
どの職員が対応しても同じ動きが
できるよう話し合えている。

情報の共有・理解に繋がり、どの
職員が対応しても同じ動きで対応
できた。

正規職員以外にも共有し共通理解
のもと訓練が行なえるよう話し
合っていく。

発生通知書、ヒヤリハット記録用紙、ヒヤリハット事案
の情報共有と改善

毎月（全体会） 月１回
各記録用紙
全体会議事録

現認した職員が記入。全体会では特
にヒヤリハットを共有している。

小規模姉妹園にもメールで発信
し、情報を共有している。

職員の意識の変化と、原因を振り
返り未然に防ぐ手立てを話し合う
習慣が見られる。

次年度も職員に情報共有の意義を
伝え継続して行なっていく。

園外保育マニュアル・各種マニュアルの管理・改訂 毎月 月１回 各種マニュアル 変更があるたびに改定を行なってい
る。

マニュアル確認、変更点がある場
合は改定し回覧している。

職員によって対応に差があるので
園外保育は特に同じことができる
ように話し合っていく。

職員が同じ対応ができるようマ
ニュアル確認、話し合いを行ない
定着につなげる。

衛生・清掃チェック（①掃除・消毒の確認 ②洗剤など
備品の在庫チェック）

通年 随時
清掃

消毒チェック表

チェック表を見ながら掃除・消毒を
行ない、衛生的な環境を保ててい
る。

チェック表をもとに職員で意識し
取り組もうとしていた。

その都度話し合い衛生管理に配慮
することができた。

衛生的に保てるようチェック表を
活用していく。

環境チェック（①玩具の破損確認 ②保育室危険箇所の
確認 ③保育士の関わり）

毎月末 月１回 ・ ・ 自主点検表
掃除や玩具消毒の際に確認をし、点
検をしている。

毎日の消毒や掃除で点検してい
る。

危険箇所は周知し、改善に努め
た。

職員全体で環境チェックを行ない
安全な環境を整えていく。

エコ
①光熱費の削減（職員会で周知） ②消耗品の使用量を
前年度と比較

①７・１月
②８・２月

年２回 ・ 職員会議議事録 職員にも周知し、節約・節減を呼び
かける。

全体会で周知している。
消耗品の使用量を前年度より減ら
すことができた。

光熱費と消耗品の使用量を見える
化して職員に周知。削減に努め
る。

検診
①子どもの検診（内科検診、歯科検診、検尿）
②職員の健康診断（予防接種・定期健診・生活習慣病予
防検診）乳がん・子宮がん検診（自己負担）

①５月・6月
7月・1１月
②7月～9月

①内科2回、
他1回
②年1回

①健康記録
②健診記録

計画通り行なえている。 計画通り行なえている。 計画通り行なえた。
スケジュールを立てて、計画通り
実施する。

園だより 毎月１日 月１回 ・ ・ 園だより 読む側が見やすく、分かりやすいよ
うに作成をしている。

職員の個性が出る温かい内容で仕
上げることができた。

読みたくなるような工夫がされて
いた。

伝わりやすい内容で作成してい
く。

HP更新 毎月５日 月１回 ・ ・ HP 見て伝わるように作成をしている。
見て伝わるように作成をしてい
る。

子どもの仕草や表情が伝わるよう
に作成できた。

来年度も子どもの自然な姿が伝わ
るように作成する。

写真販売 HP 年５回 ・ ・ 写真ファイル 園児がはっきり写っている写真を選
んで販売をしている。

子どもの楽しむ姿を見てもらえる
写真を販売することができた。

園での普段の姿を見てもらえる写
真を選ぶことができた。

子どもの色々な仕草を販売で見て
頂けるように準備をしていく。

誕生日 誕生日カード・プレゼント・誕生会の充実 毎月 月１回 担任 園だより 誕生児、また参加をする園児がわく
わくするような内容で考えている。

保育者それぞれの個性が出て楽し
いものになっていた。

保育者の個性が出ているもので子
どもも楽しんでいる様子だった。

今後も子供が楽しめる企画を計画
していく。

環境 コーナーの充実（玩具の入れ替え・充実・研究） 毎月 月１回 ・ ・ 全体会議事録 職員で話し合い、土曜日などに見直
している。

週案会議等で案を出しあい、子ど
もの姿に合わせて見直しができ
た。

玩具の入れ替えを定期的にすすめ
ていくようにする。

手作り玩具を増やし、遊びを広げ
ていく。

ア
カ
デ
ミ
ー
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保
育
&
教
育
の
質
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向
上
）

2023年度 元町はっと保育園 事業報告

保護者対応（保護者支援）

理念に基づいた
教育・保育

地域貢献

連携施設・地域との交流

危機管理

教育・保育方針(同年齢の活動
・異年齢の活動Ｗスタンダード）

発行物

委員会活動の
強化
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分類 大項目 重点項目（全園） 実施項目（各園） 時期(場所) 実施回数 担当者 確認事項
途中経過
（半年後）

結果
（2月記入）

ふりかえり
（2月記入）

次年度の取り組み
（3月記入）

委員会活動の
強化

補修 玩具の点検・修理・補修 通年 随時 ・ 清掃チェック表に記録 破損や修理箇所がないか都度チェッ
クしている。

職員で共有し修繕に努めた。
毎日の消毒、掃除を行なう際に確
認することができている。

職員全員で把握し、すぐに修理な
どの対応する。

リズム
リトミック（さくらさくらんぼ）・ふれあいあそびの研
究

通年 週２回 週案 週に２回を目安に夕方の時間を使っ
て行なっている。

午前の活動にも積極的に取り入れ
るよう職員に伝える。

午前の活動になかなか定着しな
かった。

リトミックの必要性と取り入れる
ための仕掛けを共に考えていく。

サーキット サーキットの環境整備・研究 通年 随時 ・ ・ 週案・写真 新しい運動遊具を購入したので新し
ユニットを考えていく。

子どもの様子に合わせたユニット
を提供することができている。

子どもの姿を共有することで子ど
もの成長に合わせたユニットを考
えることができた。

子どもの様子を担任で共有しユ
ニットを考えていく。

絵画・造形
教材研究（素材・環境の整備、ドキュメンテーションの
発信）

通年 随時
週案

ドキュメンテーション
色々な素材に触れながら、感触を楽
しんでいる。

季節に応じた素材に触れながら、
造形活動に取り組めた。

子ども達が遊びを発展させられる
ような教材を選べた。

1つの素材の遊び方を段階に応じ
て発展させ、遊びの楽しさを伝え
る。

プランターでの植栽 通年 シーズン毎１つ
週案

園芸食育記録

季節の野菜や果物を植えることがで
きた。今後はバリエーションを増や
し、子どもが興味を持てるよう働き
かけていく。

季節の野菜や果物を植えることが
できた。

植物が育ちにくい環境にあるた
め、八百屋での購入や食育を通し
て季節の野菜などに触れることが
できた。

育ちにくい環境を考慮し、植える
ものを検討していく。

簡単クッキング 通年 月1回 ・ ・ 行事日案 毎月、季節の食材に触れながらすす
めている。

季節の食材に触れることができる
よう計画し活動に取り入れた。

子どもの興味があることなども取
り入れることができた。

季節の物に触れられるよう計画し
ていく。

生き物 生き物の飼育 通年 通年 期案・週案
飼育はできているが、話し合えては
いなかったので、今後は話し合って
いく。

生き物の飼育について話し合えて
いない。

前年度から生き物ののみになって
いる。

子どもの様子や興味に合わせて生
き物に触れられる環境を整えてい
きたい。

外部研修 ①私保連の各種研修 ②キャリアアップ研修 随時 随時
研修計画
研修報告

計画通り研修に参加し、全体会で研
修報告をしている。

計画通りにできた。1月には造形
研修にも参加した。

様々な研修に参加し学びを得られ
た。

職員が求める研修に参加できるよ
うにスケジュールを立てる。

園内研修（保育内容・理念ブック） 期毎 年8回
・
・

研修振り返り
園内研修を今後していくために検討
していく。

全体会の中で子ども理解や関わり
の方法を話し合うようにした。

全体会の中で子ども理解や関わり
の方法を話し合っている。

園内研修を検討していく。

ピアノテスト 8月・1月 年2回 面接シート 7月に実施。各職員のレベルに応じ
た曲で行なっている。

７月以降、未実施。
苦手意識をどう変え、ピアノテス
トを浸透させるか検討が必要。

ピアノテストを定期的に実施す
る。そのための意識づくりから始
める。

小規模4園との保育者交換 7月・11月・2月 1回以上の参加 研修計画・振り返り ６月と９月に実施。
1月にも実施。計画通りに行なえ
た。

小規模姉妹園の環境や保育から多
くの学びを得られた。

次年度も継続して行なう。施設長
間で開催時期を決定する。

小規模検討会 ５～2月 年10回 小規模輪番制 議事録
月１回実施。各園のエピソードを深
堀りすることで自身の保育を振り返
る機会になっている。

子ども理解や子どもとの関わりの
方法を確かめる機会にもなってい
る。

計画通り、年10回実施できた。
次年度も会長に講師の依頼をす
る。年10回の計画で行なう。

法人内研修 評価スケール(乳児）、理念研修、藤森研修、運動会研修、 各園 1回以上の参加
各園振り返り
全体会議議事録

計画通り研修に参加し、全体会で研
修報告をしている。

計画通り研修に参加し、全体会で
研修報告をしている。

研修の報告だけでなく、自園で何
を取り入れるかまで話し合ってい
きたい。

研修は学びを深める機会なので、
次年度も積極的に受ける。

スキルアップ（マインドと質の向上プ
ログラム）

正規職員…スキルアップシートの実施
パート職員…目標チャレンジシートの実施

面談
7月・12月
シート

４月・10月・3月

年3回
スキルアップシート
チャレンジシート

シートを提出してもらうことで職員
理解や面談での各職員の目標設定に
活用している。

シートは計画通り提出出来ている
が、職員との面談が実施しきれて
いない。

事前に職員に面談日時を伝え、3
月中に確実に行なう。提出しても
らったシートを活用し職員理解に
つなげる。

次年度は年間でリーダー面談・施
設長面談のスケジュールを立て、
計画通り進める。

職員面談 （自己評価・他者評価） 保育リーダーとの面談（必要に応じて施設長） 7月・12月 年2回 面談記録
話はしているが、面談としては行な
えていないので、次から面談の時間
を設ける。

こまめに話をし、意見交換をし
た。

来年度より計画を立て面談を行な
う。

職員とコミュニケーションを深
め、より良い職場にしていく。

人件費率マネジメント 適正な職員配置 随時 随時 ・ 予算書
朝パート職員を募集している中だ
が、他の職員で補いながら不足なく
シフトを組めている。

8月と11月に朝パート職員が決ま
り職員が充足した。

標準時間外延長利用が月に8回ほ
どあるが、超勤対応でカバーして
いる。

園児の登降園時間に応じた適正な
職員配置を行なっていく。

積立金確保 積立金１０％目標 年度末 年１回 ・ 月次資金収支計算書 積み立てられている。 積み立てられている。
今年度は収入が少なく目標の
10％には届かなかったがわずか
でも積み立てられた。

適正な予算を立てて計画通りに進
める。

小規模園共有フォルダの活用
小規模4園の共有フォルダを作成し、情報共有・業務の効
率化を図る

通年 随時 小規模共有フォルダ
共有フォルダを積極的に活用し、小
規模４園の連携を強化し効率良く業
務をすすめられている。

効率化良く業務をすすめられてい
る。

4園が同時に情報を共有できる効
果はとても大きかった。

次年度も引き続き、情報の共有と
業務の効率化を図る。

採用活動の強化
ハローワーク、就職フェアへの参加、養成校へのはたら
きかけ

随時 随時 案内・記録
パート職員の募集では、ジョブメド
レーやハローワークを中心に積極的
に活用している。

パート職員はジョブメドレーと園
の外側に掲示する募集からが多
かった。

求める職員の勤務形態に応じて求
人媒体を考えていく。

内定辞退により小規模正規1名が
欠員。元町配属が決定し、3/15
現在ハローワーク・HP・ジョブ
メドレーで募集している。

制度の活用と改善 制度理解・活用 通年 随時 施設長会議議事録
小規模に必要な制度を施設長間で理
解・共有しながら、漏れのないよう
に進めている。

行政に制度を確認した時は施設長
間で共有し、理解を深めるように
している。

まだまだ理解できていないものが
多いので知識を深め理解につなげ
る。

制度についての知識を深め理解に
つなげる。漏れなく制度を活用す
る。

施設長ミーティング １週間のスケジュール確認、神戸市等など提出確認 通年 週1回
・
・

年間月の業務リスト
姉妹園の業務進捗状況を把握した
り、提出確認をしながら連携を密に
行なっている。

業務の進捗状況を把握したり、提
出確認をしながら連携を密に行
なっている。

保護者配布物や神戸市提出物な
ど、抜けや漏れなく提出できた。

次年度も引き続き、施設長間の連
携強化を図りながら業務をすすめ
る。

内部研修

マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト

財務

小規模４園の
連携強化

研修の充実

人財育成
人事評価

ア
カ
デ
ミ
ー

＆
マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト

食育

LLを柱とした
保育実践と研鑚

ア
カ
デ
ミ
ー

-143-



分類 大項目 重点項目 実施項目（各園） 時期・(場所) 実施回数 担当者 確認事項
途中経過
（半年後）

結果
（2月記入）

ふりかえり
（2月記入）

次年度の取り組み
（3月記入）

０・１・２歳児のカリキュラム（年間カリキュラム・
期案）の情報交換

毎月
全体会

月１回 全体会議事録
全体会では、職員全員が意見を出し合うこと
で、よりよい保育に繋がっている。

月毎に園での課題や職員で意見を出し合う
ことできた。

職員間の意見の違いもあったが、意見交換
が活発になった。

来年度も職員１人１人が意見を出し合う場
を大切にしていく。

期案会 各期の最終週 年８回 期案・期の振り返り

期案に沿って子どもの姿や活動を取り組むこ
とができた。
反省点としては、机上のおもちゃ（コー
ナー）で遊べる環境を整えていきたい。

年の後半は、室内の広さを有効活用し、
様々なコーナーを設けることができたと思
う。

期の振り返りにチェックを入れることで、
できていることできていないことを明確に
することができた。

来年度も継続して行なっていく。

週案会議 毎週木曜日 週１回
・ ・

週案 天気や気温を考慮しながら作った
季節に沿った活動を取り組むことができ
た。

週案会で毎週振り返りを行なうことで以前
より期案を意識し、計画立案できるように
なった。

来年度も色んな活動にチャレンジしてい
く。

小規模検討会 ５～2月 年10回 小規模 輪番制 議事録
姉妹園でのエピソードをもとに、子どもとの
関わり方や声掛けなど意識が高まり、学びに
なった。

後半の時期になり、どんな場面でも子ども
の気持ちを読み取る力が大切だと感じた。

他園の保育者の意見を聞いたりアドバイス
をいただいたりしながら良い刺激になっ
た。

来年度も継続して、保育の悩みや課題を話
し合う場にしていきたい。

場面記録、場面ビデオ検証 半年に1度 年２回 議事録
姉妹園での食事の様子を写真で共有した。小
規模４園で乳児マニュアルを作成し、乳児マ
ニュアルに沿って取り組めた。

乳児マニュアルがあることで、意識しなが
ら実践することができた。

他園の保育士と一緒にビデオ検証すること
で違う視点からの意見もあり有意義であっ
た。

来年度も場面記録や動画検証を行なってい
く。

保護者親睦会 ５・１月 年２回 日案・振り返り

5月はズーム開催し、4・5月慣れ期の子ども
たちの様子をスライドショーでお知らせし
た。法人理念を伝えることができ、保護者か
らも好評であった。

１月は対面での参加でじっくりと保護者の
方との話し合う場を設けることができて良
かった。

短時間ではあったが保護者同士の交流の場
となった。

来年度も同じ流れで実践していく。

個人懇談（保育参加時） 10月 随時
・ ・

保護者振り返り 10月に実施予定。
家庭と園とでは違った子どもの様子を見て
いだだくことができたと思う。

日頃の子ども達の姿が見れることで保護者
には好評でした。

保護者の方からいただいた感想・振り返り
をもとに改善すること、継続できることを
実践していく。

３園…児童館・学童グループとの交流会 ８月 ２回 日案・振り返り

夏休み期間中、週１～２回（トータル7回）
実施。乳児にとっても小学生にとっても非常
に有意義な取り組み。次年度もこのぐらいの
頻度で交流会をしたい。

夏は室内で過ごすことが多かったが、交流
があることで普段とは違った雰囲気で活動
がより楽しく参加できていた。

当日の活動内容を事前に共有しておくこと
で、当日の準備物や活動がスムーズに行え
た。互いに貴重な交流の場となっている。

来年度も乳児・児童との交流を深めていき
たい。

だいな幼児園へ ①プールあそび
②行事参加（お祭りごっこ・焼いも

大会）

①5回
②8月・10月

①月4回
②2回

・ ・ 週案
行事日案

①予定通り5回実施できた。保育者間で事前
に動きを確認していたため、役割分担してス
ムーズに動くことができた。
②お祭りごっこも実施できた。盆踊りや制作
など当日以外にも楽しんで行なえた。

焼きいも大会も予定通りに実施できた。当
日だいな幼児園までの往復をバギーで行
なった。

活動は予定通りにできたが、だいなの往復
が負担にならないようにする。

プールあそびは数が少なく感じたため、回
数を増やせるようにだいな幼児園と検討し
ていく。お祭りごっこは来年度も同じ流れ
で実践していく。やきいも大会は往復をど
のようにするかを検討して、より安全でス
ムーズに移動できるようにする。

地域の子育て支援 一時預かり 通年 通年 一時保育利用報告書
一時保育事業はしているが、面積と保育士数
の限界があり、受け入れを中止している。

一時保育事業は行なっているが３号在籍児
童数が多くいたため、面積、職員数の基準
により、受けれ入れることができなかっ
た。

一時保育事業は行なっているが３号在籍児
童数が多くいたため、面積、職員数の基準
により、受けれ入れることができなかっ
た。

親子ふれあい広場の保護者にニーズを聞
き、需要を捉えコンスタントに行なう。

よい子ネット管理、災害時対策（非常食管理） 通年 通年 よい子ネット
よい子ネットは稼働している。危機管理各種
マニュアル、BCP計画の整備、非常食の購入
もした。

危機管理に関しては避難訓練とは別に、
様々なケースに対応する訓練を月一回行な
い対応方法の検討を行なっている。

日頃のよい子ネット配信を輪番で正規職員
が担うことで、全員が使えるようになっ
た。

よいこネットは引き続き活用。緊急時対応
訓練もケースを変えて月一ペースで行なっ
ていく。

①避難訓練（火災・地震・水害・不審者・消火訓練）
②緊急時対応訓練（ＡＥＤ・アナフィラキシー対応・
熱性けいれんなど）

通年 毎月
①避難訓練実施報告書
②緊急時対応訓練報告

書

①毎月実施している。
②毎月実施している。職員間で情報共有・意
見交換を行なう。

①毎月実施している。
②毎月実施している。職員間で情報共有・
意見交換を行なう。

①様々な時間帯で行なう中で、改めて職員
同士連携を取る必要性を感じ実施した。
②あらゆる想定をした対応を確認、見直す
ことができた。

来年度も①②毎月実施し、情報共有・意見
交換をする。

発生通知書、ヒヤリハット記録用紙、ヒヤリハット事
案の情報共有と改善

毎月 月１回 全体会議事録
①毎月実施している。
②毎月実施している。職員間で情報共有・意
見交換を行なう。

実施している。メーリングリストで各園に
送信し情報共有している。ヒヤリハットは
その都度職員間で話し合い改善策を考え共
有している。

発生通知書を記入することが多かったが、
その都度、防ぐためにはどうするかの話し
合いができた。

来年度も実施する。メーリングリストで各
園に送信し情報共有している。ヒヤリハッ
トはその都度職員間で話し合い改善策を考
え共有する。

園外保育マニュアル・各種マニュアルの管理と改訂 毎月 月１回 各種マニュアル 訓練に合わせて、毎月職員間でマニュアル回
覧を行ない改訂している。

訓練に合わせて、毎月職員間でマニュアル
回覧を行ない改訂している。

回覧が滞っている職員がいたので、こまめ
に確認して声を掛ける方が良かった。

来年度も実施する。メーリングリストで各
園に送信し情報共有している。ヒヤリハッ
トはその都度職員間で話し合い改善策を考
え共有する。

環境チェック（①保育室危険箇所の確認 ②保育士の
関わり ③散歩バッグ確認）

毎月 月１回 自主点検表

①保育室の収納棚や扉など、子どもがいる際
に手を挟むことがないように気をつけていき
たい。
②職員間で常に情報共有を行なっている。
③使用した物は随時散歩バックに確認して入
れている。

環境チェックは、コーナーの見直しを行な
う時や、週案会で話し合う時間を設けるこ
とができた。

忘れてしまうことがあったので確認するこ
とを共有した。

来年度は職員入れ替わりもあるため、共有
していく。

清掃チェック（清掃チェック表管理・実施の確認） 通年 通年 清掃チェック表
記入漏れのチェックを行ない、声を掛け合う
ことで、環境整備、清掃への意識をあげてい
る。

記入漏れのチェックを行ない、声を掛け合
うことで、環境整備、清掃への意識をあげ
ている。

1人1人が環境整備、清掃に意識を高めて
いる。

来年度は担当が入れ替わる為、共有を確実
にする。

玩具補修 通年 通年 玩具補修表 その都度、修理している。 その都度、修理している。 修繕に時間がかかっていることがある。
来年度は担当が入れ替わる為、共有をして
いく。

委員会活動の強化

ア
カ
デ
ミ
ー
（

保
育
&
教
育
の
質
の
向
上
）

衛生

保護者対応（保護者支援）

保育者の関係性向上（同僚性向上）

危機管理

2023年度 摩耶だいな乳児園 事業報告

連携施設・地域との交流

理念に基づいた
教育・保育

教育・保育方針
(同年齢の活動・異年齢の活動Ｗスタン
ダード）

地域貢献
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分類 大項目 重点項目 実施項目（各園） 時期・(場所) 実施回数 担当者 確認事項
途中経過
（半年後）

結果
（2月記入）

ふりかえり
（2月記入）

次年度の取り組み
（3月記入）

検診
①子どもの検診（内科検診、歯科検診、検尿）
②職員の健康診断（予防接種・定期健診・生活習慣病
予防検診・※乳がん・子宮がん検診（自己負担））

①５月・6月・1１
月

②４月～６月

①内科2回、
他1回
②年1回

①身体の記録
②健診記録

予定通りに実施した。 予定通り実施した。
①検尿の採取をわかりやすく伝えられた。
②全員実施した。

来年度も規程に基づき、実施予定。

HP更新 毎月 月１回
・ ・

HP 子どもの園での生活が分かるように発信して
いる。

インスタと同様に発信することができた。
HP用の写真としての撮影ではなく、日常
の様子を中心に掲載することで自然な姿を
見ることができた。

HPやSNSを通じて新園を知ってもらう
きっかけにしていく。

写真販売・Instagram更新 2か月に1回 年６回 記録

写真販売は予定通りに実施できた。
Instagramは月に2回投稿し、食育やステー
ションなどの様子を発信するのに活用できて
いる。

写真販売は予定通りに実施できた。
Instagramも行事や食育をメインに投稿
できた。

行事等の写真は日常の写真より多めに選ぶ
ようにした。

Instagramはステーションとの異年齢保
育や地域に向けた投稿もしていく。

誕生日 誕生日カード・プレゼント・誕生会の充実 毎月 月１回 園だより 園児の誕生日に間に合うように計画をして
作っている。

園児の誕生日に間に合うように計画をして
作っている。

写真を撮ることが難しかった。
来年度も充実した誕生会になるよう工夫を
凝らす。

環境 コーナーの充実（玩具の入れ替え・充実・研究） 毎月 月１回 全体会議事録 職員間で話し合い、より充実できるように試
行錯誤している。

職員間で話し合い、より充実できるように
試行錯誤している。

手作り玩具を増やしコーナーあそびを充実
できるようにした。

来年度は職員の入れ替わりもあるが、充実
できるようにする。

リズム
リトミック（さくらさくらんぼ）・ふれあいあそびの
研究

通年 随時 週案 リトミックは週に１度取り組めた。
室内で過ごす時に週に１度取り組むことが
できた。

ふれあいあそびを取り入れる回数を増やし
ていく。

来年度も行事に向けて取り組んでいく。

サーキット 毎日サーキットの充実・研究 通年 随時 週案・写真
毎日サーキットを行なうことで、サーキット
の組み方や子どもの発達に合わせて組み替え
ることができた。

年の後半は、室内で過ごす際に取り組むこ
とができた。

年間を通してサーキットのレベルを変える
ようにした。

子どもの成長や発達に合わせてコースを変
更することができた。

絵画・造形
教材研究（素材・環境の整備、ドキュメンテーション
の発信）

通年 随時
・ ・

週案・ドキュメンテーション 職員で話し合い環境整備を行なっている。
季節に沿った内容や、新しいアイデアを出
し合いながら取り組むことができた。

他園の造形展に参加することで、新しいタ
イプの造形が学べた。

月に一度は取り組めるようにしていく。

室内・ベランダの植栽 通年 シーズン毎１つ 週案・園芸食育記録 ミニトマト、朝顔を植えた。子ども達と収穫
して食べれたのが良かった。

朝顔の種の収穫をした。（日当たりが悪
く、少量しか収穫できなかった。）

植える時期、収穫時期を把握しておく。
来年度は、種や苗の植える時期を考え実行
する。

簡単クッキング 通年 年数回 週案・園芸食育記録 毎月1回、だいな栄養士に来園してもらい実
施している。

毎月1回、だいな栄養士に来園してもらい
実施している。職員による簡単なクッキン
グも実施した。

苦手なものでも触れて親しむ機会が作れ
た。

だいな栄養士による食育と職員による簡単
クッキングの時間を作っていく。

生き物 生き物の飼育 通年 通年 週案 熱帯魚、カタツムリを飼育した。 カブトムシの幼虫を飼育し始めた。
職員が生き物を知ることが第一だと思っ
た。

飼育しやすい生き物を選ぶようにし1年を
通して観察できるようにする。

園内研修（保育内容・理念ブック） 期毎 年8回 小規模 輪番制 研修振り返り 毎月全体会で読み合わせをしている。
テーマに沿って読み合わせ・意見を出し合
うことができた。

学んだことを活かせるように、園で実際に
どのようにするか等より話し合っていく。

来年度も継続して行なっていく。

ピアノテスト 7月・11月 年2回 面談シート 7月に実施した。 11月に実施した。
個々のスキルは上がっているが、保育で実
践できていないこともあった。

来年度も継続して行なっていく。

小規模３園との保育者交換 ９・１２・２月
全職員が1回参
加する

研修計画・振り返り 6月、9月に実施した。 １月に実施した。
実施時期も良かった。自園、訪問園どちら
にも学びがあった。

来年度も継続して行なっていく。

外部研修 ①私保連の各種研修 ②キャリアアップ研修 随時 随時
研修計画
研修報告

計画通りに参加している。 計画通りに参加している。
無理のない範囲で研修に参加することがで
きた。

来年度も計画を立て参加する。

法人内研修
理念研修・藤森研修・
運動会研修・評価スケール実施
・年齢別交流会・園自慢

通年
全職員がいずれ
かに２回以上参
加する

各園振り返り
全体会議議事録

法人計画通りに参加している。 法人計画通りに参加している。
学んだことを活かせるように、園で実際に
どのようにするか等より話し合っていく。

来年度も計画を立て参加する。

ヘキサゴン （スキルアップ支援プログラ
ム）

ヘキサゴン面談による支援
正職員…スキルアップシート、ヘキサゴンの実施
パート職員…目標チャレンジシートの実施

面談…7月・12月
シート…４月・10

月・3月
年２回

スキルアップシート
チャレンジシート

計画通りに実施している。施設長とリーダー
で時期により役割分担して面談している。

計画通りに実施している。施設長とリー
ダーで時期により役割分担して面談してい
る。

リーダー面談と合わせると回数が多く、両
者に負担が多いと思う。

来年度は施設長とリーダーの月を決める。
計画通りに実行できるようにする。

職員面談 （自己評価・他者評価） 保育リーダーとの面談（必要に応じて施設長） ５月・１０月・３月 年３回 面談記録
職員同士でその都度、保育で疑問に思ったこ
とや感じたことなどを話す機会が多かったの
で、より良い保育ができている。

個々の強みや得意なことを活かして保育に
活かすことができたと思う。

日頃からのコミュニケーションの重要性を
改めて感じたので実践していきたい。

面談以外に普段から職員同士が話し合う機
会が多くあり、いい保育につながってい
た。

人件費率マネジメント 適正な職員配置 随時 随時 予算書 計画通りに進捗している。 計画通りに進捗している。
職員の体調不良での欠勤もあったが、超勤
をすることで不足することはなかった。

来年度も計画通りに進捗する。

積立金確保 積立金１０％目標 年度末 年１回 月次資金収支計算書 計画通りに進捗している。 計画通りに進捗している。
大きな支出もなく、確実に積み立てられて
いる。

計画通りに進捗している。

小規模４園の連携 小規模４園施設長MT 通年 通年 年間・月の業務リスト
計画通りに実施している。効率アップ、抜け
漏れ防止、施設長同士の関係づくりに役立っ
ている。

計画通りに実施している。効率アップ、抜
け漏れ防止、施設長同士の関係づくりに役
立っている。

各園の同じ業務は1人が担って共有するこ
とで大幅な業務削減になった。

来年度も引き続き実施する。

採用活動の強化
ハローワーク、就職フェアへの参加、養成校へのはた
らきかけ

随時 随時 案内・記録 姉妹園と連携しながら実施している。 姉妹園と連携しながら実施している。
理解が深まったもの、これから深めないと
いけないものもある。

来年度も引き続き実施する。

制度の活用と改善 制度理解・活用 通年 随時 施設長会議議事録 小規模施設長間でこまめに情報交換してい
る。

小規模施設長間でこまめに情報交換してい
る。

1年を通して実施することができ、情報共
有、相談の場となっている。

来年度も小規模施設長間でこまめに情報交
換する。

委員会活動の強化
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